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本 シンポジウムの狙い

バ ブル崩壊 後の長期 にわたる不況や 円高の 中で、我 が国企

業 は、 リエ ンジニ ア リングや コス トダウン、透 明 な取引慣行

の確立のため、組織改革 、業務改革 、企業間関係の見直 しの

必要 に迫 られてお ります。

情報 化は、その解決のための ツール と して大 きな役割 を果

たす ことが期待 されてお り、そのためには、従来 か らの部門

毎 、企業毎 、特定企業間の情報化 とい う局所 的最適化のアプ

ローチか ら、マ クロ的最適化 を 目指 したオ ープ ンな情報 ネ ッ

トワー クの構築 等 を通 じて情報化 を進め る ことが必要 となっ

ています。

国際 的に見て も、米国 に於 けるNII構 想等 による情報 イ

ンフラの整備 、EDIの 進展 、EC(ElectronicCommerce)

やCALSの 導 入な ど、新たな展開に向 けての動 きが活発 に

な りつつあ ります。

この ような状況 の もとで、通商産業省 の産業構造審議会情

報産業部会で は、平成6年9月 、同部会 に 「産業情報 化小委

員会」 を設置 し、今後 の産業分野の情報化 につ いて、具体 的

な ビジ ョンとその実現 のための政策の在 り方 につ いて、詳細

な検討 を行 ってお ります。

当シ ンポ ジウムで は、政策当局、有識者 、ユ ーザ、ベ ンダ

が一堂 に会 して 、小 委員会で取 り上 げ られた諸 問題 について

討議 し、今後の産業の高度情報化の推 進 に資す る ことと致 し

ます。





主 催 者 挨 拶

財団法人 日本情報処理開発協会

会長 影山 衛司

皆様 、おは よ うご ざいます。 ただい ま御紹 介 を頂 きま した 日本情報処理 開発

協会会長 の影 山で ご ざい ます。

本 日は、 日本 経済 新聞社 との共催 で、産 業情 報化 シ ンポ ジウムを開催致 しま

した ところ、皆様方 、大変 お忙 しい中 を、 この よ うに沢 山の方 に御参加頂 きま

して、誠 にあ りが とうご ざい ます。厚 く御礼 を申 し上 げる次 第で ご ざい ます 。

また、本 日は、公務 御多忙の 中を、通産省機械情報 産業局渡辺局長 に、 この後、

基調講演 を頂 くことにな ってお ります 。厚 く御礼 を申 し上 げ る次 第で ご ざい ま

す。

おかげ さまで、昭和60年 に始 めま したこの産 業情報 化 シ ンポ ジウム も、毎回

盛会の うち に10年 目を迎 えることがで きま した。 これ もひ とえに皆様方 の御支

援のた まもの と深 く感謝 をしてお る次第で ご ざいます。

さて、申 し上 げ るまで もな く、バ ブル崩壊後 の長期 にわた る不況や 円高の 中

で、我 が国企 業 は、 リエ ンジニ ア リングや コス トダウン、透 明 な取 引慣 行の確

立等のため 、組織改 革 、業務改革 、企業 間関係 の見直 しの必要 に迫 られ てお り

ます。 また、産業 の情報化 にお きま しては、情報 処理の高速 化 とダ ウンサ イジ

ング、ネ ッ トワー ク化 の進展 な どの情報 通信技 術 の急速 な発展 を、直接 的 には

企業や産業 にお けるシステムの変革、 さらには産業 の構造改革 にいか に活用 し、

産業の競 争力の再生 と国民生活 の向上 に役立 て るかが課題 となって お ります。

この よ うな状況 の もとで、通商産業 省では、本年9月 、産業構 造審議 会情報

産業部 会 に産業 情報 化小委 員会 を設置 し、今 後 の産業 分野 の情報化 につい て、

具体的 な ビジ ョンとその実現 のための政策 の あ り方 につ いて詳細 な検討 を行 っ

てお り、先 週 、11月14日 に 「高度産業情報化 プ ログラム」 の中間報告 が発表 さ

れた ところで ご ざい まして、本 日、渡辺局長 か らその紹 介 があ るこ とにな って

お ります。

御承 知の よ うに、米 国ではNII、 全米情 報基盤構想 に よる高度情報 化社 会

の実現 に官民 挙 げて取 り組 んでお ります。一方 、我 が国 におけ る産業 の情報 化



は、 従 来 、大 量 、 定型 的業 務 の 効 率 化 と、 部 門 ご と、企 業 ご と、企 業 グル ー プ

内 の シ ス テ ム化 、 ネ ッ トワー ク化 を 中心 に進 め られ て お りま して 、 そ れ な りの

成 果 を上 げ て まい った と ころで ご ざい ます 。 しか し、今 後 は、 企 業 内 の 部 門 間

や 企 業 間 で の 情 報 の共 有 、異 な っ た企 業 あ るい は業 種 間 の ネ ッ トワー ク化 、 こ

れ らに よ る企 業 間 連 携 や ビジ ネ ス プ ロ セ ス リエ ンジニ ア リング が 課 題 とな って

お り ます 。 この 場 合 、企 業 内組 織 の 改 革 や従 来 の業 務 慣 行 、 企 業 文 化 等 との調

整 も問題 に な って まい ろ うか と思 い ます 。

ま た 、今 後 の 新 しい産 業情 報 ネ ッ トワー ク にお き ま して は 、 オ ー プ ンな情 報

ネ ッ トワー ク、 特 にEDIの 構 築 が 重 要 な テ ーマ で あ り ます 。 その た め に は オ

ープ ン化 と標 準 化 の推 進 が不 可 欠 で あ り ます が
、標 準 化 に お け る ポ イ ン トは ビ

ジネ ス プ ロ トコル と通信 手 順 の標 準 化 で あ る と考 え ます 。 具 体 的 に は 、業 種 間

EDIへ のCII標 準 の導 入 や 、 新 し くはCALSの 導 入 、 ま た 、EDIFA

CT等 国際 標 準 へ の 対応 が ご ざい ます 。

EDIの 標 準 化 は多 端 末現 象 な どの情 報 化 投 資 の無 駄 を省 き ま して 、効 率 的

で ロ ー コス トの情 報 化投 資 の実 現 を 目指 す もの で あ り ます 。 また 、EDIは ペ

ーパ ー レス を 目標 と して お り、米 国 のElectronicCommerce(EC)も これ を

指 向 して お ります が 、 その た め に は ペ ーパ ー レス実 現 の た め の法 制 や 制 度 の見

直 しも必 要 にな っ て まい ります 。 また 、 中小 企 業 へ の配 慮 も重 要 で あ り ま して 、

パ ソ コ ン向 けパ ッケ ー ジ ソ フ トの 開 発 な ど 、 エ ン ドユ ー ザへ の き め細 か い対 応

が必 要 とな るわ け で あ ります 。

さ らに 、産 業 の情 報 化 の取 り組 み に お き ま して最 も大 切 な こ と は 、企 業 経 営

の トッ プ層 の 方 々 の 理 解 と指 導 力 の 発 揮 で あ り、 また 、 業 種 内 、 業 種 間 の 協

力 ・協 調 も必要 とな るわ けで あ り ます 。

本 日の シ ンポ ジ ウム は、高 度 産 業 情 報 化 プ ログ ラムの 中 間発 表 を受 け ま して 、

今 後 の 産 業 の 高 度 情 報 化 の あ り方 に つ き ま して 、政 策 当 局 、 有 識 者 、 ユ ーザ 、

ベ ン ダの それ ぞ れ の お 立場 の方 々 を講師 と して お迎 え しま して 、 講 演 と討議 を

お願 い し、 もって 今 後 の 推 進 に資 す る こ と をね らい と して 開催 致 す もの で ご ざ

い ます 。 御 参 加 の 皆 様 が、情 報 化 の この よ うな新 た な潮 流 の 中 で 、今 後 さ らな

る情 報 化 を進 め られ る上 で 有 益 な指 針 を得 られ る こ とに な れ ば 誠 に幸 い に思 い

ます 。

最 後 に な りま した が 、本 シ ンポ ジ ウム の 開催 に当 た りま して 、御 指 導 、御 支



援 を賜 りま した通商産業省 を初 め とす る関係諸団体 、 また、 この シ ンポ ジウム

の ため にお忙 しい中、講師 をお引 き受 け頂 きま した通 産省 の渡辺 局長、慶 雁義

塾大学の石井先生 、同 じく國領先 生、宇宙開発事業 団の水 田参 事、 また、パ ネ

ル デ ィスカ ッシ ョンの コーデ ィネー ターをお引 き受 け くだ さい ま した東京電力

の窪田理事 を初 めパ ネ リス トの皆様方 に も厚 く御礼 を申 し上 げ ま して 、私の御

挨拶 を終 わ らせて頂 きます。

ど うも有 り難 うご ざい ま した。



V



主 催 者 挨 拶

日本経済新聞社 広告

局長 千葉昌信

おは よ うご ざい ます。ただい ま御紹介 にあず か りま した 日本経済新 聞の千葉

で ございます。

大変 お忙 しい中、朝早 くか ら御参集賜 りま して、 ま ことにあ りが とうご ざい

ます。本産業情報 化 シンポ ジ ウムは今年 で10年 目を迎 える ことにな りま した。

日本情 報処理 開発協 会産業情報 化推進 セ ンターとこの シンポ ジウム を始め ま し

た頃、 ち ょうど10年 前 に皆様方 が予測 した今 日には、 もうち ょっ と情報化 が進

んで るだ ろうと皆様方 もお考 えになったので はないか と思 い ます。確 かに過去

10年 間 に、 日本の 、いわゆ る工場 を中心 としたFA化 はかな り進 んだと思 われ

ます が、ホワイ トカラーの職場で ある事務所 での産業情報 化 と申 しましょうか、

情報武装化 はか な り遅 れて しまったと思 われ ます。

これ は理 由 がい ろい ろあ ろ うか と思い ますが、第一 に挙 げ られ るの はバ ブル

の崩壊 が一因で はないか と思われ ます。通産 省の数字 によ ります と、OECD

加盟 国24ヵ 国中、情報化の武装率 とい うのは19番 目とい う、先進 国の 中では非

常 にお恥 ず か しい情報 化率 にな って しまったそ うで ご ざい ます。 これ か ら先 、

21世 紀 に向 けて活 力あ る日本 を維持 してい くために は、 この情報 化投 資は何 と

して も必要 にな って まい ります。 そうい う意味で も、一 日、21世 紀の 日本 は ど

うあった らいいの か とい うことをお考 え頂 きなが ら本 シ ンポ ジウムを御聴講頂

ければ、私 ども主催者 と して も大変嬉 しく存 じます。

最 後 にな りま したが、本 シ ンポジウムを開催 す るに当た りま して大変御協 力

賜 りま した通産 省初 め講師 の方 々、加 えて各企業 の皆様 方 に御礼 申 し上 げて 、

御挨拶 とさせて頂 きます。

本 日は大変 あ りが とうご ざい ま した。
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基調講演 産業の高度情報化に向けて

通商産業省機械情報産業局長

渡 辺 修

おは よ うご ざいます 。今 、

御紹介 頂 きま した通商 産業

省機 械情報産 業局長の 渡辺

でご ざい ます。

本 日は、高度情報化 、特

に産業 の情報 化 に関 します

スペ シ ャル なセ ミナー とい

うことで、朝早 くか ら大変 たくさんお集 まり頂 き

ま して、こういう場 でお話 しす る機会 を得 ました

ことを、大変 うれ しく思 ってお ります。 同時 に、

最近あちこちでフォー ラム等があるたびに感 じる

のです が、高度情報化 に対す る、あるいはマルチ

メデ ィアに対す る皆様方の熱気 とい うのは大変 な

ものでありま して 、私 は昨年の6月 に就任 して1

年数 ヵ月にな りますが、 この間の我 が国の 、特 に

産業界 を中心 と致 します高度情報化 に対す る取 り

組みの意欲の高 まりを大変嬉 しく思って いる次第

です。

高度情 報化 、 とりわ け我 が国 の情報 化施 策 は、

70年 代 、80年 代 を通 じて 、ある意味 でIBMを

初め とする世界の情報産業 、特 にコンピュータ産

業 に相 当な遅れがあるとい うことで、超LSIの

開発 を初 めと してま さに国際競争力強化 が我 々の

施策の中心で した。 ざっくば らんに申 し上 げると、

85年 ぐ らいだ と思 います が、遅れ ていた生産規

模においても、あるいは各種の技術面において も、

何 とかIBMの 牙城 に追いついて、 日本 もこれか

らいよいよ電算機 を中心 とする情報 産業 が世界に

向けて開いて いくという感 じを抱 きま したが、実

はそれ以降 、急速な構造の変化 があった とい うの

は皆様よ く御承知の とお りです。

特 にコンピュー タにつ きましては、今 までの大

型汎用機か らダ ウンサ イジ ング 、90年 代 に入 り

ましてオープ ン化、ネ ッ トワーク化 といった大変

な構造改革 に見 まわれた というのが現状です。端

的 に申 します と、80年 代 か ら90年 に入って、特

にこの3～4年 の間におけるアメ リカの高度情報

化社会への変貌で あります。よ くイ ンダス トリア

ル ・ソサエ テ ィ(工 業化 社会)の 後 に来 るポ ス

ト・インダス トリアル ・ソサエテ ィがす なわち情

報化社会 だと言 われ ます。私の直 感 としては、90

年 、日本 がバブルで最 も繁栄 を極 めていた時期 と

い うのが、 アメ リカで は80年 代の後 半か ら続 い

ていた製造業の不況の最 も苦 しい時期だったと思

います。 この時期 に彼 らが リス トラクチ ャリング

に取 り組んでい く過程 で、産業の情報 化 を初め と

するあらゆる分野の情報化 、社会全体の情報化 が

このときに根づいて きた。そ うい う意味では、90

年 を契機 に して アメリカは高度情報化社会に突 入

していった と言 って も過言 ではないよ うな気が致

します。

それ に対 して、我 が国の場 合 には 、90年 を ピ

ーク として、91年 以降3年 間 にわ た る大変苦 し

い不況で した。皆様方 それぞれの分野で大変御苦

労 されたと思い ます が、この間 、今 までの情報化

投資 というのがある意味で一段落 して、設備投 資

があらゆる面で停滞 していた、ある意味でブ レー

キのかかった3年 間で した。 アメ リカは非常 に苦

しい時代 で あったのです が 、90年 以降 、思 い切

った情報化社会に突 入 していった。 ここに大 きな

差 が出てきているので はないか と考 えてお ります。

アメ リカと日本 と、特 に情報化の分野 を比べてみ

ます と、これ までの 日本 の情報化の特色は 、この

1年 半急速 に変わって きてはお ります が、金融機

関とか保険、企業 でい えば給与計算等 、いわゆる

定型的な分野における汎 用大型 コ ンピュータの導

入による合理化、人手 の省略 といった形の コンピ

ュータライゼー シ ョンが非常 に早 かった点である
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と思 います。 もう一つ は、工場 における生産工程

の情報化 です。 これは少品種大量生産の時代か ら、

90年 代 に入 って 多品種少量 生産の時代 に入 りま

して もコンピュー タを駆使 して世界に冠 たるク ォ

リテ ィコン トロール を行ってきたわけで、その分

野において も我 が国 は非常 に進んでおる と思い ま

す。

しか し、 これ は私流で言 うと点 と線の情報化で

あって、我 が国 はまだそ こまでで止 まっていると

い うのが現状で はないかと思い ます。それに対 し

てアメ リカは、ま さに社会全体、オ フィスか ら家

庭 か らあ らゆる分野にわたって ネッ トワーク社会

を中心 とした情報化の中に突入 しています。 この

違 いを我 々は実感 と して持 って、 これか らさらな

る情報化 に取 り組んでいかなければいけないと考

えてい ます。

ど うしてこの ような大 きな差 がで きたのか とい

えば、先 ほど申 し上げた時期のすれ違 いが一要因

ではあります けれ ども、 さらに内容 的にいいます

とその原 因は三つあると思い ます。

一つ 目は公的分野、つ まり教育、医療 、研究等

の事業主体が国で ある分野の情報 化が、残念 なが

ら我 が国の場合 にはアメ リカに比 べて格段の差 が

あるような気が致 します。む しろ民間部 門の方 が

まだ情報 化が進 んでい るのですが、政府 は圧倒的

に遅 れているということで あります。

二つ 目は、皆様方の民間の部分 にお きまして も、

今申 し上 げましたよ うに点 と線の情報化 は進 んで

おります が、今最 も問題になって いるホ ワイ トカ

ラー部門 、管理 部門、す なわちオ フ ィス部門の情

報化 とい う点について大変な遅れ が見 られ るの で

はないか とい う気 が致 します。1972年 か ら92年

まで、我 が国の就業 人口 とい うのは約1,200万 人

ぐらい増 えていますが、ブルーカ ラーというのは

増 えてお らず、横這いない し微減 になってい ます。

1,200万 の うちの1,150万 がホワイ トカラー部門の

就業人口の増です。 したがって、今、各社で取 り

組 んでいる リス トラクチ ャリングの 中心 とい うの

は、管理部門、 ホワイ トカラー部門 についての 人

の節約、その分野の合理 化 とい うのがポイ ン トに

なって いるだろうと思い ます。 これが第二の特色

であ ります。'

三つ 目は、我が国の企業 の慣行、 また我 々の国

の制度の慣行の問題であ ります。今 までは、諸外

国か らい えば系列取引だ と言 われ るよ うに、垂直

的な、親子の関係 とか、株式持合によ る良好 な企

業 間の ビジネス慣行 とか、そ ういった ようなもの

が中心になってお りま した。 また、国にお きま し

ては、民間の情報化 を、必ず しも時代にふ さわ し

いように進め るよ うな制度になってない点 がいろ

いろあります。

例 えば特許 とい うのはペーパ ー レス化いた しま

して、電子 申請ができるように しま したけれども、

電子申請がで きる部門 とい うのは、現在国で行わ

れている許認可申請の 中で もご く僅かであろ うと

思います。例 えば医療診療報酬等ではい ろいろな

規則 があって、お医者 さんが触診 を して、手で触

って、カルテを作 って、 そこに判 をつか なければ

医療診療報酬の対象 にな りません。 あるいは税法

の7年 間の書類保存義務で は紙 で持 たなければい

けないことになっています。 これは大手 スーパー

では約3億 枚 ぐらいの書類保存 とい うことになる

そ うです し、皆様方 の企業 で は5,000万 枚 ぐらい

の書類 を保存 している ことになると思 います。こ

の ように我が国では7年 間保存義務 とい うのがあ

ります が、諸外国では既 に電子化が進 んでお りま

す。大蔵省 もそうい う勉強 を始 めてい ます けれど

も、 まだなかなかそ こまで行 っていないの が現状

です。国の制度、慣行が民 間で行お うとす る情報

化 を阻害 している。以上の ように三つ の原 因が挙

げ られるのではないかと思 います。

昨年 の春以来 、こう した情報化 を阻害 している、

あるいは遅れている原因 とい うものに スポ ッ トラ

イ トを当てまして、これ らに対 して思 い切 ったメ

スを入れて、これ らをそれ ぞれ是正 して我が国の

情報化の促進 を図って いこ うではないかとい う施

策 に取 り組んで まい りま した。

簡単 に振 り返 ってみ ます と、昨年の4月 ですが、
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「新社 会資本整備」 とい う名 の もとに、通産 省が

旗 を振 って関係省庁 に呼びかけま して、先ほ どの

第1点 、公的分野 の情報化 の遅れ とい うもの を何

とか取 り戻 そうということで、それ以来精力的に

進 めてお ります。

一 、二 の例 を挙 げます と、文部省 に話 を して、

小 学校 、中学校、高校のパ ソコンの導入計画 とい

うものを思 い切 ってアクセ ラレー トして倍の スピ

ー ドに して頂 きました。 自治省の地方交付税で も

面倒 を見るよ うな形 に して もらって、平成6年 度

か ら新 たな6ヵ 年計画 とい うのが動 き始めており

ますので 、相当の勢 いで小 ・中 ・高校におけるパ

ソコン教育 がスピー ドア ップ しています。それに

伴い まして、小 ・中 ・高校 の先生のパ ソコン教育

とい うの が大変遅れているとい うことに気がつ き

ま して、全国800の 教育委 員会に、それぞれの地

域 のエ ンジニアの名前 をノ ミネー トさせて頂 きま

して、必要 があれば全部 そこに出かけてい くとい

ったようなシステムをとるとい う努力 を続 けてお

ります。

また、科学技術庁の例で いきます と、全国に約

100ヵ 所 ぐ らいの 国立 大学 があ ります けれ ど も、

この うち一つ を除 きま して 、ぼぼ全大学にスーパ

ーコ ンピュ ー タの主要 な もの が入 る ことにな り、

それぞれ をLAN化 しま した。 さらにそのLAN

化 した拠点 を相互にネ ッ トワークでつ なぐ計画 を、

科学技術調整費で、今文部省 と科学技術庁 を中心

に進めてお り、その3分 の1ぐ らいは既に繋 がっ

てお ります。

さらに、それに加 えまして、教育用の ソフ トウ

ェアを開発 しよ うとか、あるいは新規産業創造用

の データベ ースを整備 しよ うとい うことで、去年

1年 間で 、慶雁大学の藤沢 キャンパスをフランチ

ャイズに して電子図書館 プロジェク トとい うのも

行 い ました。思い切 ったモデル実験 や、全国100

校 の小 ・中 ・高校 と結びま して、教育 ソフ トウェ

ア開発 について実験 しなが らや っていこうとい う

ア イデ ィアを現在進めているところです。

こういった実績 をもとに、今年の5月 に高度情

報化 プログラムを発表 いた しまして、これか らや

るべ き施策の官民にわたる責任分担 というもの を

書いたわけです。ほぼ時 を同 じくして、郵政省の

電気通信審議会か ら答 申がありまして、光 ファイ

バーを引いて、2010年 で123兆 円の市場規模 にな

るということが発表 されたのはよ く御承知か と思

います。その両方でほぼ同 じような見通 しを持 っ

て現在走っているわけです。

8月 には、今申 し上げた高度情報化 を進め る上

での公的分野の情報化促進の旗振 り役 を し、調整

をす るヘ ッ ドク ォーターになる高度情報通信社会

推進本部 とい うの を内閣に設 けまして、現在 まで

8回 ぐ らい審議 を続けて きてお ります。早 ければ

年内、遅ければ来年の初 めに我が国の、公的分野

を中心 と した、かつ それにとどまらない、これか

らの高度情報化社会 を目指すべ き日本版NIIと

いった基本指針 が打ち出 され ることになってお り

まして、私 もそれ に参 加 して鋭意努 力を している

ところです。

さらに、今年 の10月 には公共事業投 資の積み

増 しが決定 され ま した。2000年 までに430兆 円 と

いう公共投資を行 うことが2年 前に決 まってお り

ま したが、それ を さらに積み増 して630兆 円の公

共事業 を行お うということになりました。 その中

の一つの重点項 目とい うことで情報 化投資 が明記

されたわけです。今 まで も情報化投 資 とい うのは

ありま したが、重点項 目とい うと道路や橋 などが

中心 で した。 しか し今回改 めて情報 化に関す るも

のが公共投資の重点項 目に列記 され ました。

従って、一番 目の公的部門につ きま しては、関

係各省 が それ ぞれ予算 要求 を して い くのです が、

さらに、遅れがあるような場合 には、内閣におい

て横並 びを調整 しながら、公共投資の重点枠で重

点的に情報化 を進 めてい く。そ ういった全体の前

頭葉の役割 を、 この内閣の本部 が果 た してい くこ

とにな ると思い ます。今、公 的分野の情報 化 とい

うもの をフルス ピー ドで行 ってお ります。皆様 よ

く御存 じだと思い ます が、アメ リカの インターネ

ッ トがアメ リカ全体の社会の情報化の起爆 剤にな
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ったよ うに、恐 らく公 的分野 の情報化 というの は、

これか らの我が国全体の社会の情報化を進め る上

で非常に大 きな役割 を果たす ものであると考 えて

おります。

以上 、一連 の動 きを申 し上 げ ま したけれ ど も、

これ を踏 まえて、現在我 々が考 えてお ります情報

化推進のための体系、考 え方 をまず申 し上 げ、そ

の 中で今 日お話 しす る産業の情報化がど うい う位

置づけになっているのか、この点について冒頭 に

申 し上げたいと思います。

これか らの情報化社会 とい うのは、基本的 には

今 までの工業化社会 とはやや違 ってい ます。今 ま

で は安 くていいもの を作 り、それ を供給すれば必

ずマーケ ットは開けてい くとい うことで、サプラ

イサ イ ドの合理化 なりアイデ ィアなりが全体の経

済 を引 っ張 ってい くという社 会で あり、そ ういう

成長で来 たわけです。 しか し、一連の流れ を見て

お ります と、これからの情報化社会は、もちろん

そうい う要素 も重要だけれ ども、基本的にはそれ

らを利 用するそれぞれの消費者 あるいはユ ーザ が、

自分が仕事 をす るためにどうい うニ ーズがあるか、

それに応 じてどういう情報化 のサービスが必要か、

とい うところが物事の出発点 になるのではないか

と思い ます。大げ さに言 えば、需要オ リエ ンテ ッ

ドな形で情報化社会ができ上 がって くるので はな

いか と考 えているわけです。

需要が開発 されるのは、基本的にはユーザです

けれ ども、それでは国がや るべ きことは何か とい

うと、大 きく二つ あると思います。

一つは、ユーザオ リエンテ ッ ドな、需要オ リエ

ンテ ッドな情報化社会をつ くるための起爆剤 と し

ての公的分野の情報化であります。政府 が主体で

あ りますか ら、自らこれを計画的に、内閣の本部

を中心に進 めてい きたいと考 えてい ます。具体的

には研究 分野 、教育分野 、医療分野、 さらには電

子図書館 の建設の分野、あるいは1994年 の12月

に総務庁 が決め る中央省庁の行政関係の情報 化の

5ヵ 年計画 、そうした分野で思 い切 ってアクセラ

レー トしていくことです。

そうい った起爆剤の もとに社 会全体の情報化 が

進 んでい くの はもち ろんの ことなが ら、もう一つ

は民間部門の情報化です。今 日はこれ がメインテ

ーマになるわけですが、それにおける国の役割 は、

それの環境 を少 しで もうま く整備 して い くことで

あると思い ます。具体的には、産業情報化のため

の 、例 えばEDIの 標準化 だとか、あるいは もっ

ともっと新 しい形の、CALSと 呼ばれ るような

新 しい民間の仕事の進め方 とか、そ ういった もの

の もとにな ります考 え方の導入、あるいは標準化

とい うことが国の仕 事の大 きな柱 になるだろうと

思 います。

さらには、セキュ リテ ィの問題 、あるいは プラ

イバ シの問題 、これにつ いては既 に私 的懇談 会を

つ くって勉強 を始め ましたけれど も、そ うい った

分野 が新 しい、今 まで と違 った深 さと広 さの情報

化の 中で重要 になって くると思います。知的所有

権の問題、 これは文部省 が中心 になってや ってお

ります。あるいはインターオペ ラビリテ ィ、大型

汎用機では インターオペラビ リテ ィとい うのは確

保 されてお りますけれども、今急速 に普及 してお

りますパ ソコ ンではそ ういった もの は確保 されて

お りません。 これにつ きま して は、今年の10月

か ら産業構造審議会に小委員会を設 けま して、猪

瀬先生 をキ ャプテンに して相互運用 に関す る具体

的な標準化につ いての勉強 を始めて頂 いてお りま

す。 こういったことを基本的に国が環境 を整備す

る ことに よって、沿々 とした民 間企業 の情報 化の

流れ をつ くっていかなければいけない、これが国

の責任であろうと思 ってお ります。

この ように、需要サイ ドで思い切 った情報化の

イニシアテ ィブが発揮 された後、今度 は、 しか ら

ば供給サ イ ドでどうい う施策がポ イン トになるか

とい うことにな ります と、基本的には民 間の、つ

まり情報産業 と して これ を供給 す るサプ ライサ イ

ドの民間の活 力をフルに発揮する とい うの が基本

であろうと思 います し、そのためには大 きく三つ

の ことが必要であろ うと思って お ります。

一つは、自由 な競争 が行われるための環境 を整
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僻 す ることです。 具体的 には、既 に1994年 の6

月、行革審で規制緩 和に関する、特に情報通信分

野 の規制緩和 に関す る基本 的な考 え方 が打 ち出 さ

れてお りまして、第一種 も含めて、需給調整条項

が原則 と してつかないよ うに して、どんどん新規

参 入を認めていこうではないか とい う考 え方が導

入 されてお ります。 さらに、料金 の認可等 につ き

ま して も、基本的 な料金認 可 は もち ろんですが、

それ以外 の新 しい各種の サービスにつ いては、許

可制ではな くて事前届 出制 を導入 した らどうかと

い う考 え方 が出 されてお ります。三つ 目は相互接

続です。 これについてもいろい ろな基準 を作 りな

が ら接続 を促進 していこうとい う考 え方 が導 入 さ

れてお ります。 こういった三つの柱 を中心 とする

規制緩和策が打ち出 された訳です が、私 はこれは

極めて時期 を得た もの だと思い ます。 そういった

ことによって ネ ッ トワーク産業 あるいは情報産業

それぞれの競 争が促進 されて、サービス競争 が行

われ るよ うにするということが重要 なことだろう

と思います。

二つ 目は基礎技術の開発です。 それぞれの分野

で技術開発が行われてお ります が、特に この3年

間、技術開発、研究開発投 資が非常に シュ リンク

してお ります。それ について思 い切 った手 当て を

してい くとい うことが重要 です。現に通産省では、

第五世代 コンピュータとか リアル ワール ド ・コン

ピューテ ィングとかい ろいろなことをやってお り

ますけれ ども、郵政省 と一緒 にな りま して、1994

年 の3月 に、基盤技術研究 開発 センターか ら出資

した株式 会社 をつ くりま して 、2000年 に必要 と

な るネ ッ トワークの技術 、ギガビ ッ トク ラスの技

術 を開発 す るための共同研 究 に入 って お ります。

そ ういったよ うな適宜適切 な技術開発が行われる

こと、これが第二の供給 サ イ ドの施策で あろうと

思 います。

三つ 目は情報産業 の構造改善 といいますか、サ

プ ライサ イ ドの担い手で ある情報産業の足腰 をも

っ と強 くする。 これは本質的に我 が省の仕事であ

ろ うと思ってお ります。 これにつ きま しては、従

来の大型コ ンピュータ産業 とい うの はどち らかと

い うとハー ド中心の施策 だったわけですが、コ ン

ピュータ産業 はだいぶ様変わ りしてお ります。つ

まり今 までの専門的な論理素子 か ら始 まって、一

連のハ ー ド、ソフ トを全部 コンピュータの一大 メ

ーカが垂直型 に自分で処理 して物 を作 ってい くと

いう姿 か ら、汎用の素子 を使 いま して、 さらに各

種のデ ファク トベースの幾つ かのハ ー ド、 ソフ ト

を持 って きて、それ らを組み合わせ ることによっ

て新たなサービスに応 じていこうとい う水平型の

ビジネスシステムになって きてお ります。 そうい

うことか らどこで付加価値 を見い出すべ きか とい

うのが、今 まで とは様変わ りしているわけです。

そうい う状況の中で、我が国がこれか らしっか り

と情報産業の情報化 を推進 してい くためには、何

といっても力強い ソフ トウェア産業 が必要で あり

ます。 その ために はソ フ トウェアの価値 自身 を、

今 までのハ ー ドに付属 したような形 ではな くて独

自性 を見い出 していかなければな りません し、あ

るいは人材の育成 を進めなければな りません。そ

こで、1992年 の12月 以来 、通産省 が旗 振 りを し

て、ソフ トウェア産業 の、特 にソフ トウェアの価

値 を認 める、予算 に積算す る、それ ぞれの取 引に

ソフ トウェアの価値 を直接載せてい く、人材育成

のために試験の カ リキュ ラム制度 を専門的に して

い く等の、各種の施策を講 じてお りますが、 さら

にこれ を思い切 って力強 く進めてい く必要があろ

うと思 ってお ります。

さらには、1993年 の補正予算 ですで に幾 つか

や りま したけれ ども、マルチ メデ ィアに関する人

材育成 につ きま して も、人材育成 セ ンター とい う

の を中央に作 りま して、地方には全部で6ヵ 所 に

セ ンターを作 って 、21世 紀 に おける情報産業 の

基盤 となる人材育成につ いて力を入れてい くとい

う施策 を現在行 っているわけです。 そうい った供

給 サ イ ドの施 策の よ ろ しきを得 て、需 要 が出て 、

それに応 じて供給サ イ ドでサービスを行 う。良 い

サービスが出て くれば、また今度は需要 が拡大す

る。需要の イニ シアテ ィブの もとに需要 ・供給 が
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スパ イラル に世の中に広 がってい く、こういった

形で新 しい情報化社 会を作 ってい きたいとい うの

が我 々の基本的 な考 え方です。 このような考 え方

の もとに施策 を展 開 しているわけです。

そ うしますと、今の需要 を開発 してい くときの

主役 が皆様方の産業分野です。 そこの産業の情報

化 とい うのは一体 どうい う姿 になっているか 、そ

れにつ いてどうい う考 え方で これ から取 り組 むべ

きか とい うのが今 日の メインテーマです。皆様方

のお手元 に 「産業 の高度情報化に向けて」 とい う

資料 をお配 りしてお ります。 これは、今言 った基

本的 な考 え方の もとに、1994年 の9月 か ら産業の

情報化に関す る小委員会 を情報産業部会 に設け ま

して、過去3回 、議論 して頂 いた内容 をまとめた

もので、産業情報化の現状、これか らの方向性 に

関する答申のたたき台で、要約 したもの が1ペ ー

ジか ら13ペ ー ジまでに入 っております。

去 る11月14日 に、高度産業情報化 プ ログ ラム

「リエ ンジニ ア リングと飛躍のための新たな プ ラ

ッ トフォームの形成 について」 とい う報告書の原

案が出てお ります。そこで、これ も新た な試 み と

致 しま して、これ を全部 インターネ ッ トに載せ ま

して 、皆様方 も含めて世界に問 うことに致 してお

ります。 これは中間的なたた き台です から、 これ

につ いての考 え方 につ いて世界 中か ら意 見を頂 い

て、 その意 見 を踏 まえて1995年 の3月 に最終 的

な答 申を出 したいと考えてお ります。そ うい う意

味では、我 々の答 申も世界に入ってい るわけです

が、その高度情報化 プログラムに基づいて、残 り

の時間 を使 って、今どういう現状 にあり、 これ か

らどうい う方向に向かっていて、かつ、我々 とし

てはどうい う施策 を考 えようと しているのか とい

うことをお話 ししたいと思い ます。

1ペ ージにあ りますのが、先ほど申 し上げたオ

フ ィスにおける情報 化の現状 です。 これ は93年

の数字ですが、 日本の企業 もオ ンラインはほぼで

き上がってい ます けれども、残念 なが らオ フ ィス

におけるパ ソコンの普 及率がアメ リカと比べ て圧

倒的な差 にな っています。アメ リカはほぼ5割 行

き渡 って い ます けれ ど も、 日本 はまだ一桁 で す。

また設置 されてお るパ ソコンがLAN化 している

か とい うことによって全 く機能が違 うわけです け

れ ども、LAN化 率においては、アメ リカの約7

割近 くに対 して、 日本 は20%を 切 ってい るとい

う姿に なっています。

一言で申 します と、製造部門、管理部門で も定

型 的 な部 門 は情報化 が 、80年 代 までに相当進 ん

だわけです が、現在 、流通部門にそれが移 りつつ

あります。例 えばPOSシ ステム等 を入れ まして、

つ まり販売先で どうい うふ うに日々売れているか

とい うの をリアル タイムでキ ャッチ して、それを

分析 して、それぞれの生産計画 、あるいは企画の

計画、商品開発計画に入れ込んでい く、こういっ

た分野 に情報化の波が移 っていっているというの

が現状で あります。

さらには、小売 と卸 メーカとのシステムの例で

は、今 コ ンビニエ ンスス トアが ものす ごく発達 し

て きてお りますか ら、それに対 して発注形態の小

口化 とか、多頻度化 とか、いろいろな問題 が起 こ

って きて お ります。 それ に対す るマネ ジメ ン ト、

コン トロール をどうす るか 、そういった分野が出

て きてい るという状況です。

さらに 、 これ は70年 代 の後半 か ら通 産省 が中

心 になって随分旗振 りをして きたEDI(電 子デ

ー タ交換)で すが、それぞれの業界内のEDIに

つ いて はか なりの普及 を見ているようです けれ ど

も、依然 と して業際 、業 と業の間を越 えるよ うな

EDI、 あるいは自分の系列の企業 グループ とは

異 なった企業グループとの間の電子取引の分野 に

ついては まだ遅れているとい うのが現状です。不

況 に直面 して、皆様方 もこれか ら新たな リエ ンジ

ニ ア リング をしなければならない状況 になってい

るときに、改 めてEDIを 中心 とす る電子取引の

標準化、 それを さらにアクセラレー トするために

何 かお手伝いで きないか ということを、施策 と し

て重点 を置いているところです。

3ペ ージをご覧 になって頂 きます と、今言 った

よ うな形で情報化の行われ方 とい うのが、組織 内
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においてはそれぞれの部 内での情報化であった り、

あるいは業際 を跨 ぐよ うな形で行 われていない と

か、い ろいろな制約 があ ります。そのため情報 の

孤島になってい るとか、紙の洪水 になっていると

か、あ るいはお客様 を増 や してい くに従って、お

客様に あわせ るために多端末現象 、 さらには変換

地獄 といった姿になっている場合 が非常に多いと

い うのが現状であ ります。

特 に紙の洪水の例 として幾つかの話 を伺 ったと

ころで は、CAD/CAMシ ステムが、自社 内で

は工場 との関係でで き上 がってい るのですが、そ

れをB社 に渡 した場合 に、B社 とはシステムが違

うため に、紙 で くれ とい うことで紙 に して渡 す。

紙 に して渡すと、相手 はその紙 を今度 は自分の標

準 に合 うCAD/CAMに 入れ込む といったよう

な例 があります。 そこが も し統一で きて、同 じC

AD/CAMで 電子デー タを共有で きれば 、その

紙 が省略で きるといった ような話 も伺ってお りま

す。皆様方の ところでは そうい うことはないかも

わか りませんけれ ども、かな りの分野 でそういっ

た ことが見 られ るわけです。

そ うした中で、現在の不況 を克服 し、人 を減 ら

していって、それで生産性 が落 ちないようにする

ためにはどうしたら良いか、 まさに個別企業の生

産性 向上のためにいかな る手 があるか ということ

で、それぞれの企業で大 変 な努力が行われている

わけです。4ペ ージ以下 に具体的 な例 を、今度の

審議 会で随分た くさん調べて頂 きました。 それの

面白い例 を引用 してお ります。

一例 を挙げ ます と、コンピュータの計測器 メー

カ、 この間、社長 さんが私にそ ういう話 を してお

りましたか ら、固有名詞 を出 して良い と思 います

けれど も、横河 ヒューレ ッ トパ ッカー ドの例です

が、 ここでは開発 ・設計 ・製造 プロセスにおける

コ ンカレ ン ト ・エ ンジニ ア リングとい うことで 、

要するに経営企画 、研究開発、製造、それ ぞれ各

部門で独立 していた情報 システムを全部寄せ集め

て一本の情報 システムにす る。今まで商品企画が

行われ 、開発、設計 、試作、QA評 価、生産準備

といった もの が、それぞれ時系列 を追 って行 われ

て きた もの を、全部共通の データでコ ンピュー タ

化 して、デー タを共有 して、同時並行的にそれを

管理す ることに したために、開発 リー ドタイム を

30～40%ぐ らい節約 す ることができたとい うこ

とが例 と して挙がってお ります。

もっとも横河 ヒュー レッ トパ ッカー ドはすで に

全オフ ィス をLAN化 して 、全社 員が1台 ずつの

コンピュータを持ち、電子 メール とボイスメール

で社外の どこか らで も情報の呼び出 しがで きるよ

うな形 に してい ます。そ うい う意味では、単 に開

発、設計 、製造 プロセスを一体 にす るだけではな

くて、あ らゆ る部門で思 い切 った電子化のための

投資を行 ったよ うですけれ ど も、それによって相

当程度の効果が上がっているとい えます。

さらに、2番 目の例 は、これはボーイ ング と国

際共同開発 を してい る大手 の重工業の場合ですけ

れども、今 まで とは比較 にな らない3次 元のCA

Dネ ッ トワークを接 続する ことによって、今 まで

3万 枚以上 あった設計図面 を全部電子化 して、そ

の場 で チ ェ ックす る こ とに よ って 不具 合 率 を

75%削 減す るこ とがで きた とい う話 です。 さら

に、5ペ ージ、6ペ ージに幾 つかの例 を書いて あ

ります。一 々の話 は省略 させて頂 きますが、この

不況下 ではあ りますけれ ども、特 に最近幾つかの

思い切 った努力 が行 われて お ります 。 これ らは 、

それぞれの分野の情報化が企業 の生産性 を上 げる、

リス トラクチャを行 ってい く上での決め手 になる

成功例 として紹介 してお ります。

以上の作業 を通 じて出て まい りましたのが7ペ

ージです 。「産業 の情報化 の流 れ と課題」 とい う

ことで、それ らを総括す るとどうい うことが言 え

るかとい うことをまとめてお ります。

まず、経営戦略面か らい うと、開発、設計 、製

造 といったそれ ぞれの分野の業務 の統合 を行 うと

い うことで、開発 リー ドタイムの シ ョー トカ ッ ト、

人の節約 といった面が非常に大 きく出て きていま

す。 さらに組織変更 に結びついているとい うこと

で、生産部門 と営業部門がそれぞれ持 っていた受
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発注組織 を一本 に して、重複部門の合理化が行 わ

れた ということの ようです。

さらに、皆 さん よく強調 されるのはcに 書 いて

あ りますが、生情報 の共有 とい うことです。今 ま

での システムでい くと、縦割 りの管理 システムの

もとで 自分の情報 を掌握 していて、隣の ピラ ミッ

ドについては情報 が分か らないとい うことがあ っ

たわけですが、現在の 多品種少量生産の時代、 さ

らにマーケ ッ トが極めて狭 くなって きていて、か

っ ユーザの意向 によって 日々変わ ってい くような

状況 では、生情報 を リアル タイムでそれぞれ関連

部 門が共有 してお く必要性 というのは非常に強 く

なって、 そうい う共有の中か らス トラテジーが即

座 に議論 して始 まってい く。今 までの ヒエ ラルキ

ーの ような組織体系でない形で
、生情報の共有 と

い うのが重要に なっているとい うことを、具 体的

な成功例 の皆 さんはそれ を強調 してお られ ま した。

さらに、 もう一つの特色 は企業 を越 えた連携 の

強化 とい うことです。親会社 と子 会社 、子会社 の

中で も形 の違 った ところと設計図、開発計画 その

他 を共有 することによって、その メ リッ トをさら

に倍化 させるといったことが出てきてお ります。

それ を情報 システム面 か ら見た らどういうこと

になるか というのが、aか らfま でに書 いてあ り

ます。 これはも う皆様 もよ く御承 知の ことですが、

何 といって もこ うした経営戦略が とられ る基本的

な要素 というの は、安 くて、簡単になったパ ソコ

ンの普及です。エ ン ドユーザコンピューテ ィング、

つ まりパ ソコ ンでエ ン ドユーザの ところで リアル

タイムに全部物事 がインプ ッ トされ、かつ、それ

がネ ッ トワークによって相互 に結ばれるとい うの

が一つの特色で あ ります。

さらに、dの オープ ン性 、標準の採用 とい うこ

とで 、こういう形でやってい きます と、電子取引

を初 めと して、外部 との取引で標準化 されてい な

いのが非常に不便になって きた、 ここが標準化 さ

れれば今案っかえてい るような問題 とい うの は一

気 に解決す るとい う強い要望 が寄せ られてお りま

す。標準の採用の ところで言 えば、造船 メーカ と

鉄鋼 メー カとの間のEDIと い うのは既 に動 き始

め ま したけれど も、 これ だけでは不十分で、例 え

ば 自動車業界 とのEDIの 標準化 がもっと進 まな

いか とか、電機 メー カと鉄鋼 メーカどの間でそれ

がで きないかといったような、む しろ前向 きない

ろい ろな議論 が出て きてお ります。

さらに、 こうした ことを通 じて感 じた ことがf

で ありまして、通信料金 と情報 システ ムにつ いて

の高いコス トの意識 に驚いているとい うことです。

通信 コス トが高いので、まず二つ に情報 を仕分 け

して、緊急 を要す るものはオ ンタイムで流す けれ

ど も、少 し時間がかかって もいいような ものは安

い通信料のバ ン ドを使 って徐 々に送 ってい くとい

うことで通信料の高 いの を凌いでい るとい う話 も

あ りました。 そこが、も しうんと安 くな って くれ

ば、今強 いて仕分け してい るの が、 もっとリアル

タイムに動 いてい くということで、効 率が さらに

ア ップす るだろうと思います。そうい ったよ うな

ことを強 く言 ってお られま した。

先進事例か ら見 る今後の課題 と して、皆 さん強

調 してお られ るのは、何 といっても、それ をやろ

うとす る ときに社 内の抵抗が強 い。特に一定 の管

理職以上 、及び高年齢者になって くると、 とて も

それにはつ いていけないので猛反対に なるとい う

ことの よ うで した。 しか し、成功 してい るのは ト

ップの強 いサポー トで情報化を進めた企業 であ り

ます。何 と言 って も トップ ・マネジメン トの強い

サポー トとい うのが一番大 きい要素で あ ります。

さらに、それ を導入することによって業務 プ ロセ

スが変更す るだけでな く、必ず組織改正に繋 がっ

ていっているということで、会社全体の膨 れ上が

っていた、あるいは重複 していた組織 を見直 す と

い う組織改正 につ ながってい くケースが大半 で し

た。

これか らの我 々の課題 で もあ ります けれ ど も、

そこで強 く打 ち出 されてお りましたの が、機 器 シ

ステムの相互運用性の欠如 とい うことです。 これ

は非常に難 しい問題ですけれ ども、標準化 が必ず

しもで き上が ってないと、デファク トベースで標
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準 が見 えるまでは投 資を控 えるとい うことにな っ

て しまいがちです。そこで標準化 というもの をも

っ と先 行 して も らえな いか とい う重 要 な課題 が

我 々に突 きつけ られてお ります。

次 に、中小企業の情報化 とい うことで、大企業 、

中堅企業 は情報 化 をどんどん進めるのだけれ ども、

相手になる下請 とか中小企業の情報化が非常に遅

れていて、それに よって自分たちが足 を引っ張 ら

れ るとい うか、 もっと加速 したい情報化の波がな

か なかそこまで行かないとい ったよ うな話 もた く

さん伺ってお ります。

以 上が、今 までの幾 つ かの成功例 を通 じての 、

我 々の勉強で明 らかになったポ イン トです。

このように改善すべ き点は多いのですが、これ

か らどうい う姿 になって い くのだろ うか というの

を識者 に予見 していただいたのが8ペ ージ以下 で

す。

8ペ ージは、産業情報 システムの将来像 とい う

ことで書いてあ ります。今 までの取引は、EDI

に しても比較 的データの内容 を定型化 しやすいよ

うな受発注 とかその他関連情報 、いわば伝票に相

当す るところを電子取引でや ってい くとい う状況

であ り、従 って、それは業界VANと か垂直VA

Nと いった形 で普及 して まい りま した。これが将

来 の形 として は、例 えば伝票 に至 る前 の ビジネ

ス ・ネゴシエーシ ョンの段階 か ら電子で行い、 さ

らに具体的な価格交渉、それに伴 って契約が結 ば

れて、開発 され て、製造 されて、代金決済 される

とい う一連の業務が全部電子 で行われるようにな

ります。ElectronicCommerce(電 子商取引)と

書 いてあ ります けれ ども、そ ういったようなこと

がこれか ら考 えられ るのではないか ということで

す。

私 も最初聞 きま した ときにはちょっと想像がで

きないよ うなことで したけれ ども、そ ういう社会

がやがて訪 れ るとい うこ とが言 われて お ります。

そうなります と、 ビジネス ・ネゴシエーシ ョンの

ところか ら行われるわ けですか ら、ネ ッ トワーク

の上で電子店舗 がで きるわけです。 そこで商売す

るときには、電子による公開入札 が行 われる とい

ったような姿 になってい くわけで、 これは今 のそ

れぞれの産業組織 、企業組織 が様 変わ りす るよう

な要素 を秘 めているなと思 うわけであ ります 。

8ペ ー ジの下 に 「米国の挑戦」 と書 いて ありま

す けれ ども、実 はこの具体的な実験 が アメ リカの

スマ ー トバ レーで行われてお ります。 ヒューレ ッ

トパ ッカー ドの元社長で レーガン ・ア ドミニ ス ト

レーシ ョンとブ ッシュ ・ア ドミニ ス トレーシ ョン

で アメ リカの競争力強化の委員会の委員長 を して

いたジ ョン ・ヤ ング さんが、 リタイヤ した後 スマ

ー トバ レー公社 とい うところの プ レジデ ン トをや

ってお りまして、そこで コンピュータ、半導体 メ

ーカ、銀 行 といった主要な企業 が加入 して 、その ・

中の大手45社 が中心 になって、取 引 プ ロセスの

すべてのデー タをインターネッ トを通 じて送 って

商売がで きないか とい う一種の実験が行われ てい

るとい う例 もあ ります。直ちにはな りません けれ

ども、明 らかにそういった動 きが出て きて いると

い うのが一つです。

もう一つ がCALSで す。今 日はEDIに つ い

て もCALSに つ いて も、慶慮 大学 の國 領先 生 、

宇宙開発事業団の水田先生か らお話 があるよ うで

すか ら、詳細 はその講談に委ね ることに致 しま し

て、CALSと いうの1よ 皆様 もう御存 じか もし

れ ませ んが、意外 と新 しい話 です。 日本 に紹介 さ

れたの も比較的新 しいと考 えて頂 いて良 い と思い

ます。

アメ リカで は、ペ ンタゴ ンが例 えばF15と か

ミサ イル を発注 します が、プ ライムは仮 に決 める

と しま して も、F15と か ミサ イル とい うこ とに

な ると、下請や材料 メーカなど関連 メーカの数 が

信 じられ ないほ ど膨大 にな ります。 さらに相互 に

物 を組み立てて、製造 して、それ を運用す るマニ

ュアル になると、 これ また物す ごい量 のマニ ュア

ルが必要にな ります。 これは半分冗談 ですけれ ど

も、 イー ジス艦 の場合 にマニ ュアル は紙 で約20

トンぐらいにな り、それを積み込 む とイー ジス艦

の 喫水線 が下 がる とい う話 もあ ります 。従 って、
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事故 が起 こったときにマニュアル を見よ うと思 っ

て も、どこにその原因があるのかとい うことが見

つ けられない、あ らゆる面で錯綜す るシステムの

中で物が動 かない とい う状況になって きたの がそ

もそもの原 因のよ うです。

それ をよ り効率的にやるために、ペ ンタゴ ンか

ら発 注す る ときに、開発 、設計 、調達 か ら保 守 、

運用 まで、それぞれの会社で行 うそれぞれのデー

タを関係者 が全部共通で持 って全部分か るよ うに

しよう。従 って、 どこを修正すれば、 自動的にど

こが変わ って くるか とい うのが全部分か るよ うな

形 に して、それで以後の設計、開発 、 さらには運

用全て を一 体的に行 っていこうとい うとてつ もな

いシステムを組 んで、ペ ンダゴンの発注の場合 に

適用 されていたわ けです。

これか らヒン トを得 ま して、今、商務省が中心

にな りま して、 これ をビジネスに導入で きないか

とい うことで勉強 してい るわけです。昨年の秋だ

った と思 いますけれども、私の南カ リフ ォルニ ア

大学 にいた友人か ら連絡があ りま して、ア トラ ン

タでCALSの 大 会 を開 くので、日本 か らもだれ

か然 るべ き人が出て きて 日本 の現状 につ いて説明

して くれないだろうか という話 がありました。 そ

もそもCALSと は何 ぞや とい うの を私 は全 く知

りませんで、 うちの情報 関係に も聞 いてみたので

す が、彼 らも必ず しもよ く知 らないとい うのが正

直 なところで した。

そこで直ちに電子協(社 団法人 日本電子工業振

興協会)の 方に連絡 をとってい ろいろ調べてみた

ところ、東大の先生 と、あと電子協 の中で この勉

強 を して いる人 が1人 お られて 、その もとに二 、

三の メーカの方が常時 この動 きをフォロー してい

る という状況で した。それで直 ちにア トランタに

行って頂いたのですが、実は去年の秋にはその程

度の知識 しかなかったわけです。この半年 間のア

メ リカの動 きその他 を見ながら、特 に今 は私 ども

の石黒企画官 が勉強 して、 これは難 しい、標準化

とかその他 やるべ きことが多い、けれど もこれ を

うまく持 ち込 めれば思い切 った産業 の情報化 及び

生産性の向上が図れ るのではないかと判断致 しま

した。 しかもアメ リカでは、アメリカの全ての政

府 調達 を、2㎜ 年 にはこのCALSを 通 じて行 う

ように してはど うか とい う方向で動 きつつあると

い うことですので、 これについては我 々注 目して

い るところです。

9ペ ー ジにあ ります ように、CALSの 中身 と

してや らなけれ ばいけない ことと して、例 えば情

報 の入力、交換の ための標準、デ ータ形式、定義

づ け、あ るいは伝送の プロ トコル等、あ りとあ ら

ゆることをこれ か ら国の方で標準化 していかなけ

れ ばいけ ませ ん。勉強 も していかなければいけ ま

せ し、情報交換 、共有のためのル ールということ

も、それ をどこまで公開す るのか、どういうふ う

に制限す るのか とい う問題 もあ りま して、大変難

しい問題 を抱 えてお ります。 そこで我々は早速来

年度 に4億 円の予算要求 を組み、発電プ ラン トを

例 に挙 げて、それに伴 う一連の下請 とか材料 メー

カ、部品 メーカ全部 を含 めたCALSの モデル実

験 をや りたい と考 えて、来年度か らパ イロッ トプ

ラン トの勉強 に入 ってい きたいと考 えているわ け

です。

当然のことだと思い ますが、これ らによって設

計時間が5割 短縮 した とか、仕様変更処理時間 が

相当 セーブで きたとか 、そういった効果が出て く

るわ けです。アメ リカの情報ハ イウェイとい うの

は、まさにCALSを アメ リカの産業界 がやって

いこ うとす る場合 の中核 にあ るインフラになるわ

けです。 さらには、データ公開に当たっての商業

規格 とか標準化 とか、そ ういった もの をどん どん

進 め てい って 、21世 紀 の 、ま さに電 子取引の 中

で製造業のバ ーチ ャル ・エ ンタープライズを作 り

たい とい う発想が基本 的にはあるわけです。 この

アメ リカの動 きを十分見なが ら、恐 らくこれで ま

たデ ファク ト ・スタンダー ドがで きて くるよ うな

姿 にもな りかね ないので、先手先手 を打 って我 々

もや っていかなければい けない と思 ってい るわけ

です。

以上 、将来の姿 として、エ レク トロニ ック ・コ
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マースとCALSの お話 を紹介 させて頂 きました。

いずれ もす ぐ来 るとい う話ではあ りませんが、今

か ら勉強 し、ス ター トして、それでやっと間に合

うぐらいのス ピー ドでやって くることは間違いな

い と思い ます。

以下は時間の関係で省略致 します けれども、11

ペ ージ以降 、そ ういう姿 になった ときに、一体産

業社会 はどう変 わるんだろ うか とい うことで、労

働形態 は知的労働の形になるで しょう。時間、空

間の制約か ら解放 され るで しょうか ら、オフ ィス

の機構 も相当変わるで しょうし、 さらに今までの

企画部門だけでな くて、財務部門の人で も、パ ソ

コンさえ持 っていて 、ネ ッ トワークがで きて いれ

ばオ フィスには週 に1回 程度行 くぐらいで、あと

は自由な時間 を持 ちなが ら仕事 がで きるというよ

うな、今では考 えられ ない ような新 しい姿 が出て

くる可能性 が あ ります 。 そ うい う中で企業組織 、

企業社会 、商慣行 といった ものはど うあるべ きか。

さらに企業文化の変革 も相 当大 きいのではないか

といった問題、考 えなければいけないポ イン トを、

この高度産業情報化 プログラムには指摘致 してお

ります。ぜひ イ ンターネ ッ ト等 を通 じて御一読 を

頂 いて、御意見 を頂 ければ と思 います。

以上、非常 に端折 りま したけれ ども、我々の基

本 的な情報化施策の考 え方 、 さらに、その中での

産業の情報化の位置づけとい った ものを御説明申

し上げたわけです。繰 り返 しにな ります けれど も、

これか らの情報化 を進めるメインプレイヤとい う

のは、あくまで情報化に積極的に取 り組 むユーザ

が第一です。第二 に、需要 に応 じて高度 な製品や

サ ービスを供給 する情報産業で あろうと思い ます。

第三に、民間に よって整備 され、かつ高度 な、 シ

ームレスなネ ッ トワークが整備 され ることで しょ

うか ら、その ネッ トワークを供給す る事業者。 こ

うい う三者が メインプレイヤになるだろうと思い

ます。私 は、恐 らくこの順序で メインプレイヤに

な ってい って、 それ を政府 が環 境整 備 しなが ら、

かつ また、国 自身が事業主体 である公的分野はユ

ーザと して入 ってい くとい う形で高度情報化社会

を作 ってい くだろ うと思います。

来年度予算は、今、年内編成 と言われてお りま

す。 それが行われ ます と、平成7年 度 に、大変意

欲的 な幾つ かの情報化予算 を入れてお ります。特

に関係各省 は、昨年来 の我々の新社会資本整備の

呼びかけに応 じま して、思い切 った情報 化予算 が

要求 されてお ります。それ らの予算措置 もで きて

くると思います。

「情報 省」 をつ くれば情報化なんか一遍 にい く

ので はないかと言われる方 がお られ ます。マスコ

ミで もそうい う意見が ときどきあ りますけれ ども、

私 は、これは全 く違 う話だと思います。情報化 と

い うの は、情 報化 を進 め るの が 目的 で はな くて、

それぞれ の 目的 のため の手段 が情報 化です か ら、

例 えば教育水準 を上げ るために、あるいは医療 シ

ステムをより充実 させ るために情報化 を取 り込 ん

でいこうとい うことですか ら、それ は厚生省の予

算であ り、文部省の予算であ り、科学技術庁の予

算であ り、当然各省で 自らの 目的達成のために情

報化予算が要求 されて然 るべ きもの であると思 う

わけです。 それ らが重複すれば、それは整理 すれ

ば良いので、 こうい う時代ですか ら、百家争鳴の

ような形で情報化 がそれぞれの分野 で行われてい

けばいいと考 えているわけです。

さらに、恐 らく年 内か年明け早々には、内閣に

置かれてお ります高度情報通信社会推進本部の答

申が出ると思い ます。 これは 日本版NIIと いう

ことで、これか らまさに中身を作 ることにな りま

すが、恐 らくこれは世界的 な反響 を得るだろ うと

思 います。 それ をもとに2月25日 、26日 の2日

間、ブ ラッセルで アメ リカと欧州 と日本 が中心 に

な りまして、GII(世 界の情報 インフラス トラ

クチ ャ)の 整 備 に 関 す る閣 僚会 議 が あ り ます 。

1994年 の7月 の サ ミッ トでその設置 が決定 され

ました。 日本 か らは、そのときの国会情勢 が許せ

ば通産大 臣、郵政大臣が出ることになると思いま

す。 さらに民間の有識者 も参加 して、将来のGI

Iに 向けての会議 が行われることになると思いま

す。
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中身は 、 これか らの擦 り合わせ ですけれ ど も、

恐 らく規制 と競争 についてバ ランスある形 をど う

とるか。ど こかの国が先 行 して、よその国が遅 れ

るというの もよくないか ら、G7の7ヵ 国で どう

い う姿でバ ランスをとってそれ を進めて い くのか。

さらには非常に難 しい問題です けれど も標準化の

問題 にどうい う考 え方で取 り組んでい くのか。 さ

らには3極 が一緒になって共同で世界 的なアプ リ

ケー シ ョン、その他の共 同のプロジェク トを持て

ないか、そ うすることによって世界全体 の情報化

に向けての強いメ ッセージを送れ ないか、 こん な

ような ことが議論 され ることになると思い ます。

3月 には、産業情報 化プログラムについて、皆

さん方の御意見を頂いて最終答申が出 ることにな

ってお ります。それ に基づいて官民一斉にそれに

向 けて走 るとい うことになろ うか と思 います。先

ほども申 し上 げましたように、産業の情報化 とい

うの は幾つかの成功例 があります。同時 に、 これ

か らの皆様方の企業活動の土台 になる話 だと思い

ます。

さらに、もう一つ言 うと、国際的には 日本の シ

ステム、 日本の市場 、企業行動 とい った ものが不

透 明である、閉鎖的であると指摘す る人 も諸外国

にはお ります。 それ をよ りオープンに、透 明にす

るとい う要求が、アメ リカのみな らず、東南 アジ

アその他の諸外国か らます ます強 くなって くるだ

ろうと思います。今 までのようなもたれ合 い、あ

るいは人 と人 とのつ き合 いのみ によるつ なが り、

企業間、企業群 といったつ き合いを もう少 し透 明

にで きないかとい う話が ます ます強 まって くると

思 います。そうい う面に応 える意味で も、 また生

産性 をより向上 させ る意味 でも、産業の情報 化が、

これか らの皆様方の企業行動の土台になってい く

もの だろうと思ってお ります。

長 くなりま したが、景気 も底離れが着実 に進ん

でいるようです し、今年の末までの成長率 はとも

か くと致 しまして、来年 にな ります とそれ な りに

景気の 明るさが出て くるだろうと思い ます。一連

の情報化の施策の締 め くくりといい ますか 、今 ま

でば らば らにや って きた もの に対 して体系的 な施

策が打 ち出 され、景気が少 し上向 き、そ して皆様

方の リス トラクチ ャリングがいよい よ本格化す る、

そうい う意味で新 しい年 とい うの は非常に重要 な

年に なるだろ うと考 えているわけです。

以上、簡単 ですが、私の本 日の基調講演 とさせ

て頂 きます。アメ リカに劣 るところがまだ非常 に

多いと思い ます。 しか しなが ら、 この1年 半、イ

ンターネ ッ トへの加盟のスピー ドとい うのはアメ

リカの倍 ぐらいの スピー ドだそうですので、 この

流 れが2000年 まで続 けば 、2000年 には、 日本 は

アメ リカと同 じよ うな情報化社会に到達で きるの

ではないかとい うことを言 ってい る先生 がお られ

ま した。私 はそれ ほど楽観 的で は あ りません が、

しか し悲感 も してお りません。 当面、来年か らの

1～2年 というのが極めて重要 な情報 化のための

時期になるのではないか。 それは官民 挙げて取 り

組 まなければいけない問題だろ うと考 えてお りま

す。

簡単ですが、以上 をもちま して、私のお話 を終

わ らせて頂 きます。

ありが とうご ざい ました。(拍 手)
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高度産業情報化プ ログ ラム(原 案)の ポ イ ン ト

平成6年11月

通 商 産 業 省

機械情報産業局

《1.基 本 的視 点 と これ まで の流 れ 》

〈検 討 に当た って の基本的視点 〉

○厳 しい経 済環境 の下で 、我が国産業界 は、企業 の リエ ンジニ ア リング、 「

系列」 に代表 され る特定企業間関係 の見直 しに迫 られて お り、その際我が

国産業全体 の競争力再生 に向けた情報 システム の活用が不 可欠 。

○ 「マルチメデ ィア」 にっ いて は 、ユーザーニーズ を見極 め 、これ に基づ く

アプ リケー シ ョンをいか に積み重 ねてい くこ とが重要 。その意味で産業 の

情報 化の進 展が マル チメデ ィア進展 の鍵 。

〈産業分野の情報化 の これ まで の流 れ〉

○オ ンライン化 は着実 に進展

○ ネ ッ トワー ク化 、LAN化 については米 国 と比較す る と低率

○生産 ・流通 にっ いては進展 してい るが 、一般管理部門 にっ いては 、知的活

動支援等非定型業 務の分野で 遅れ 。

○部門毎 、企業毎 、企業 グループ毎 に、 「局所 的最適化」 を追求 し、統合化

が未発達 。

・日本の企業 にお けるオ ンライ ン化率の推移

85年65%93年92.4%

・日本 の 企 業 間 ネ ッ トワ ー ク化 率

85年18.3%93年36.6%

・オ フ ィス部 門 にお け るパ ソ コ ンの 普及 率(1993年)

日本9.9%米 国41.7%

・パ ソ コ ンの ネ ッ トワー ク化 率(1993年)

日本17%米 国66%

(1)
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《2.産 業をめ ぐる環境変 化 と現 状 の情報 システムの課題》

〈産業 を巡 る環境変化 と課 題 と リエ ンジニ ア リングの新 たな方 向〉

○基礎 的ニーズ の充足感 、国民ニーズの多様化 、アジアNIESの 追い上 げ

→細 分化 され た市場 、多 様な需要 を タイ ミングよ く押 さえ 、機動的 、効率

的に事業展開す る ことによ り市場 を創 出 、拡 大す るこ とが不可欠 。

○ リエ ンジニ ア リングの方 向

・業務改革 一間接業務 を統合 。冗長化 した業務 プ ロセス を短縮化 。

・組織改革 一間接部門 を統合 。階層 を減 少。情 報 を共 有 して機動的 に対応

・企業間関係 の見直 し一経営 資源 を重点 投入 。外部資源 を活用 。

→製 品 、プ ロジ ェク ト単位で機動 的 に企業連携

各部門の長

社内組織

:人

企業間関係

口:企 業

,用 ㍑ ご、!、
〃 川1Mlt、,、

'

↓ ↓

一 プ ンで あ

もに 、機 動

(2)
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〈現 状の産業 システムが抱 える課題 〉

○産業 の情報 システムは 、局所的 に最適 な情報化 を追求 して きた結果 、以下

のよ うな問題点が発生 。

・ 「情報の孤 島」 の発生

・ 「紙の洪水」 の発生

・ 「多端末現象」や 「変換地獄」

この結果 、投 資効率 の面 か らみ る と、情報化投 資が局所的 に とどまる限 り

、限界効用 は著 しく低下 。

・ 「情報 の孤 島」

外部組織 との インタフ ェー スが とれず 、共有で きる情報 をわ ざわ ざ重

複 して処理 を行 うとい った無駄や 、共有す る ことで有効 に活用 され るは

ず の情報が有効利 用 されない まま退蔵 され るとい った問題 。

・ 「紙の洪水」

外部組織 との情報 交換が 、膨大 な量の紙 を通 じて行われ 、かえ づて オ

フ ィスワー クの生 産性 を低下 。また 、一旦 デ ジタル化 され た情報 を 、紙

で受 け取 り、再 び コンピ ュー タに入力、デ ジタル化 され る とい った社 会

的 にみ て壮大 な無駄 。

・ 「多端末現 象」や 「変換 地獄」

取 引上弱い立 場 にあ る企業 は 、取 引先 ご との専用端末機 を複数設 置せ

ざるを得ない とい った 「多端 末現 象」や取 引相手が拡大す るたび に変換

ソフ トウェアや 自社 システムの変 更 に膨 大 な投 資を余儀 な くされ る とい

った 「変換地 獄」 。

(3)
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《3.産 業情報 システムの今後 の展望 と産業社会 の将来像》

〈産業情報 システムの先進事例 〉

○ 先 進 的 な企 業 は 、情 報 シ ステ ム を 活 用 し 、以 下 の よ う な変 革 を実 現 。

・開 発 ・設 計 ・製造 プ ロセ ス にお け る コ ンカ レ ン ト ・エ ンジ ニ ア リ ング

・製 販一 体 の シス テ ム 統 合 に よ る 生 産 か ら販 売 に至 る ビ ジ ネ ス ・プ ロセ ス

の 短縮 化 、 ク イ ック ・レス ポ ンス 。

・EDIを 通 じた企 業 間 連 携 に よ る間 接 業 務 の 合 理化

・LANと パ ソ コ ンの 活 用 に よ る ホ ワ イ トカ ラー の 生 産 性 向上

・ホ ワイ トカラ ー の多 機 能 化 と組 織 の フ ラ ッ ト化

・情 報 シス テ ム と情 報 の 活 用 に よ るビ ジネ ス の 高 付加 価 値 化

・情報 シス テ ム と情 報 を 活 用 した ビ ジ ネ ス ・チ ャ ンス の 拡 大

・開 発 ・設 計 ・製 造 プ ロ セ ス にお け る コ ンカ レ ン ト ・エ ンジ ニ ア リング

〈開 発 、製 造部 門 間 の 企 業 内 統 合 〉

○ コ ン ピ ュー タ ・計 測 器 メ ー カー のY社 は 、経 営 企 画 、研 究 開発 、製 造 の

各 部 門 毎 に孤 立 して いた 情 報 シス テ ム を統 合 。 コ ン カ レ ン トエ ンジニ ア

リ ングの 導 入 によ り、開 発 の リー ドタイ ム を大 幅 に短 縮 、合 理 化 を実 現 。

〈企 業 間 連 携 によ る コ ン カ レ ン ト ・エ ンジニ ア リ ング 〉

○ 新 型 機 の 国際 共 同 開 発 プ ロ ジ ェク トに参 加 した我 が 国 の 航空 機 メー カ ー

5社 は 、3次 元CADを ネ ッ トワー クで 接 続 し、 コ ンカ レ ン ト ・エ ンジ

ニ ア リングを 実 践 。従 来3万 枚 以 上 あ った 設 計 図 面 を完 全 に電 子化 、設

計精 度 の 向上 に よ り 、組 立 現 場 で 発 見 され る不 具 合 を75%削 減 。

(4)
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・製 販一 体 の シス テム 統 合 によ る生 産 か ら販 売 に至 る ビ ジ ネ ス ・プ ロセ ス の 短

縮 化 、 クイ ック レス ポ ンス

〈 製販 の企 業 内統 合 〉

OY社 は 、営 業 部 門 と製 造 部 門 のそ れぞ れ で 行 って い た受 注 処 理業 務 を情

報 シス テ ム に よ り統 合 。受 注 か ら納 入 まで の期 間 を4分 の1に 短縮 、受

注 処 理 業 務 の一 人 当 た り処 理 件 数 を18.5%ア ップ し、人 員 を30%削 減 。

〈 製販 の企 業 間 統 合 〉

○ 健 康 ・化 学 品 メ ー カーK社 は 、製 販一 体 シ ス テ ム に よ り、販 売 店 か ら送

られ て くるPOSデ ー タ を収 集 し、需 要 動 向 の変 化 を生 産 計 画 に迅 速 に

反 映 、一 カ所 か ら全 社 の 製 造 業 務 を広域 的 に管 理 。 同時 に 、量 販店 の棚

割 シ ス テ ム と連 動 、棚 割 指 図 まで 量 販店 に提 供 。

○ 米 国 量 販 店 のW社 は 、POSデ ー タを メー カ ー に 開 示 し、EDIを 用 い

た 自動補 充 シス テ ム を導 入 す る こ とで 、商 品 補 充 を メ ー カー に任せ る ク

イ ッ ク ・レスポ ンス ・シス テ ム を導 入 。従 来10週 間 あ った 在 庫期 間 を

3～4週 間 に短 縮 し、欠 品 率 を大 幅 に引下 げ 。

・EDIを 通 じた企 業 間連 携 に よ る ビ ジ ネス ・プ ロセ ス ・リエ ンジニ ア リ ング

○ 電 機 セ ッ トメー カーS社 と部 品 メ ー カーM社 は 、標 準EDIを 採用 し、

S社 が 所 要 量 計 画 情 報 な ど を提 供 す るこ とに よ り 、M社 が 搬 入 日、搬 入

数 量 の判 断 、在 庫 管 理 を実 施 。同 時 に生 産 手 配 、売 り上 げ 処 理 等 の 関連

業 務 を 自動 化 。S社 側 で は在 庫 を4分 の1に 削減 、調 達 の リー ドタイ ム

を4日 か ら1日 に短 縮 。M社 側 で も 、事 務 作 業 日数 を4日 か ら1日 に短

縮 。

・LANと パ ソ コ ンの 活 用 に よ るホ ワ イ トカラ ー の生 産 性 向上

○総合商社1社 エ ネルギー部門は 、部門LANの 整 備 とパ ソ コンの一人1

台体制 を整備 、営業支援 システム を導入。ペ ーパ ー レス化(コ ピー数が

年間7万5千 枚か ら4万 枚 に)、 残業時 間の21%短 縮 などを実現 。

・ホ ワ イ トカラ ー の多 機 能 化 と組 織 の フ ラ ッ ト化

○ フ ィ ンラ ン ドの総 合 化 学 メー カーK社 は 、購 買 、生 産 、物 流 、販 売 、財

務 の情 報 シス テ ム を統 合 。在 庫 を全 体 で20%削 減 す る一 方 、財務 部 門

が 、販 売 状 況 に応 じた発 注 指 示 を 出す な ど ホ ワ イ トカ ラー の 多機 能 化 を

達 成 。 しか も 、各部 門 の事 務 管 理 部 門 を合 理 化 す る こ とで 中 間 管理 職層

は6階 層 か ら半 分 に。

(5)
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・情報 システム と情報の活 用 による ビジネスの高付加価値化

〈 リテール ・サポー トでスーパ ーのバ ックヤー ドに〉

○食料品卸R社 は 、販売デ ー タを収集 し、全国的な規模の売れ筋情報 を分

析 し、これに基づ いて最適 な棚割 情報 を提供 。さ らに、配送の際 、小売

店は 、積 んであ る順番 に取 り出 してその まま棚 に並べればよ いだけ に し

て商品 を提供(い わ ば 「スーパー のバ ックヤー ド」)。 小 売店側は 、伝

票 ・検 品業務の簡易化 、仕入れ 、陳列時 間の短縮 、在庫 の減少 。

〈ユーザ ーの購 買代理店 〉

○生産用部 品を扱 う流 通商社M社 は 、注文 に応 じて卸す とい う問屋 の発想

を超 えて 、ユ ーザーの欲 しい もの を まとめてパ ッケージに して取 りそろ

える 「ユーザ ーの購 買代理 店」 とい う発想 で事業展 開。M社 の扱 う商品

は20万 点 にも及び 、顧客 は1万 数千社 にも及ぶ ことか ら、情報 システ

ムの活 用 と高 度化が不可欠 。

〈マルチ メデ ィア を活用 して情報武装 〉

○ 大手小売業J社 は、ロー コス ト・マネジメ ン トと消費者ニーズの的確把

握によ る適切 な商品供給体制の両 立 を図 るツール(道 具)と してマルチ

メデ ィア衛星通信 システム を導入 。全国200店 舗のPOSデ ータの集

配信 、内線電話網の構築 、バ ック ・グラ ウ ン ド ・ミュージ ックの配信 、

映像 による新商品情報 、商 品陳列 指示 、社員教育 など多角 的 に利用 。

・情 報 シス テ ム と情 報 を活 用 した ビ ジ ネ ス ・チ ャ ンスの 拡 大

〈情 報 ネ ッ トワー クを通 じて外 部 資源 を活 用 、事 業 を 国際 展 開 〉

○ 米 国A社 は 、国 内外 の販 売 力 を持 つ 企 業 をパ ー トナ ー と し、世 界12カ

国の 販 売網 を構 築 、情報 ネ ッ トワー クを通 じてマ ー ケテ ィン グ 、営 業 支

援 、 カ ス タマ ー サ ー ビス を展 開 。 この結 果 、2年 間 で年 商 を8倍 に増 加 。

〈 イ ン ター ネ ッ トを活 用 して 電 子 店 舗 〉

OD社 は 、販 売 店 に も注 文 して も通 常3カ 月 、遅 い場 合 は5カ 月 かか り 、

顧 客 ニ ー ズ を満 た して い な い洋 書 販 売 に着 目 し、 イ ン ター ネ ッ トを活 用

した無 店 舗 販 売 を開 始 。無駄 な 在 庫 、人 件 費 を持 た ない こ と によ り、3

割 近 く価 格 を下 げ る とと も に 、納 品 まで 平 均2週 間か ら1カ 月で提 供 。

(6)
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〈今後の産業 の情報化 の流 れ と課題 〉

先進事例の特徴 と共 通す る課題 を整理す る と以 下の とお り。

(1)経 営戦略面か らみた特徴

a.情 報 システ ムの連携 による業務 の統合(業 務改革)

b.統 合化 による重複部門の合理化(組 織改革)

c.生 情報 の共有 と戦略 的活用

d.企 業 を超 えた連携の強化 によ る上 記メ リッ トの拡大

(2)情 報 シス テ ム面 か らみ た特 徴

a;徹 底 した エ ン ド ・ユ ーザ ー ・コ ン ピ ュー テ ィング とネ ッ トワ ー ク化

b.分 散 と統 合 の ベ ス トミッ クス の追 求

c.マ ル チ メデ ィア化 へ の積 極 的 取 り組 み

d.オ ー プ ン性 、拡 張 性 、標 準 の 採 用

e.デ ー タ 、ソ フ トウ ェア 、ハ ー ドウ ェアの ア ンバ ン ドリン グ(分 離)

f.通 信 料 金 等 情 報 シス テ ム につ いて の高 い コス ト意 識

(3)先 進 事 例 か らみ る今 後 の 課題

○ 先進 企 業 成 功 の ポ イ ン ト(=一 般 企 業 の問 題 点)

イ.ト ップ ・マ ネ ジ メ ン トの 強 いサ ポ ー ト

ロ.業 務 フ ロー の 改 革

○ 今 後 の課 題

イ.機 器 ・シス テ ム の相 互 運 用 性 の 欠 如

ロ.製 品 コー ド、デ ー タ ・フ ォー マ ッ ト等 ビ ジ ネス ・プ ロ トコル にお け る

独 自仕 様

ハ.中 小 企 業 の 情 報 化 の 遅 れ

二.ソ リュー シ ョンビ ジネ ス の未 成 熟

ホ.取 引 先 との 情 報 化 の ギ ャ ップ

へ.諸 制 度 の 壁

(7)
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○ 将 来 の産 業 情 報 シス テ ム の 具 体 的 イメ ー ジ

・ビ ジネ ス上 の 全 て のプ ロセ ス の 情 報 交 換 を オ ー プ ンな ネ ッ トワー ク上 で

電子 化 して行 うEC(ElectronicCommerce;電 子 商 取 引)

・開 発 ・設 計 、調 達 か ら保 守 ・運 用 まで の 各 局面 にお い て 、 関連 す る全 て

の 主体 が 、技 術 情 報 や 取 引 情 報 を 、特 定 の機 器 、 シス テ ム の制 約 を受 け

る こ とな く デ ジ タル 化 した ま まや りと りで き るCALS(Continuous

AcquisitionandLife-cycleSupPort)

○ このECやCALSと い うオ ーーー一・プ ンな 新 しい ソ フ トな 産 業 情 報 ネ ッ トワー

クの 上 で 、企 業 連 携 、仮 想企 業(バ ー チ ャル ・コー ポ レー シ ョン)企 業

間 統 合(エ ンター プ ラ イズ ・イ ンテ グ レー シ ョン)が 実現 。

これ らの新 しい 産 業 情 報 ネ ッ トワー クは我 が 国 産 業 社 会 の 新 しい 産業 イ

ンフ ラ 、飛 躍 の た め の プ ラ ッ トフ ォー ム 。産 業 界 共 通 の 資 産 と して官 民 一

体 とな って構 築 して い くこ とが 必 要 。

・EC

〈概 要 〉

市場 調 査 ・宣 伝 、取 引 先 の 選 択や 価格 ・品 質 ・納 期 等 の ネ ゴ シエ ー シ ョ

ン 、契 約 、出荷 、請 求 ・支 払 とい った商 取 引 に係 る 全 て の プ ロセ ス に関 連

す る広 範 な企業 の 情 報 シ ステ ム が ネ ッ トワ ー クで連 携 され 、取 引 のプ ロ セ

ス を全 て 情報 ネ ッ トワー ク上 で 電 子 的 に行 う こ と 。

中 小 企業 や個 人 を も含 め た取 引 の 主体 全 てが 、パ ソ コ ン等 を結 ん だ ネ ッ

トワー ク上 にお い て オー プ ンな調 達 や 商取 引 を 行 う こ とが 可 能 に 。

〈米 国の 挑戦 〉

米 国 の シ リコ ンバ レー で は コ ンピ ュー タ/半 導 体 メ ー カや 銀 行 、パ ソ コ

ンの通 信 販売 会 社 な ど大 手45社 が 参 加 し、イ ン ター ネ ッ ト(Internet)

上 で取 引 プ ロセ ス の 全 て の デ ー タ交 換 を行 うた め の 技 術 開 発 、実 験 を行 う

コマ ー スネ ッ ト(CommerceNet)構 想が 進 展 。

(8)
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・CALS(ContinuousAcquisitionandLife-cycleSupport)

〈CALSの 誕 生 と 変 遷 〉

米 国 のDOD(国 防 総 省)が 、 兵 姑 支 援 の た め に つ く っ た 情 報 シス テ ム

の コ ンセ プ ト(ComputerAidedLogisticSupport)が 、産 業 界 へ の 広 が り 、

ContinuousAcquisitionandLife-cycleSupport(継 続 的 な調 達 と ラ イ フ

サ イ クル の サ ポ ー ト)へ と拡 張 ・変 化 。

<CALSと は?-CALSの 三 つ の 側 面>

a.部 門 間 、企 業 間 で 、設 計 図 等 の 技 術情 報 や 受 発 注 等 の取 引 情報 を 、特

定 の機 器 、シ ス テ ム の制 約 を受 け る こ と な く 、情 報 をデ ジ タル化 した ま

まや りと りで き る 、ユ ー ザ ー 本 位 の デ ー タ環 境 を形 成 す る もの 。

b.開 発 ・設 計 、調 達 か ら保 守 ・運 用 まで の 各 局面 にお い て 、関連 す る全

て の部 門 、企 業 とい った主 体 が円 滑 に 、か つ イ ン タ ラ クテ ィブ に情 報 を

や り と り し、情 報 を共 有 、活 用す る こ と に よ り、開 発 、調 達 の リー ドタ

イム の短 縮 、生 産 性 の 向上 、 さ らに は製 品 の ラ イ フサ イ クル 全体 を通 じ

た コス トの 削 減 を図 り、 また 、あ たか も一 つ の企 業(仮 想 企 業:Virtual

corporation)の よ う に連 携 す る た めの 新 しい産 業 情 報 イ ンフ ラ 。

c.数 値 デ ー タの み な らず 、設 計図 、マ ニ ュア ル な ど画 像 や音 声 を含 め た

マ ル チ メデ ィア 情報 がや りと りで きる未 来 型 産業 情 報 シス テ ム

<CALSの 中身>

a.情 報 の 入力 、交 換 の た め の標 準

b.情 報 交 換 、共 有 のた め の ル ー ル

c.関 連 ソ フ トウ ェア

<CALSの 具体的効果 一定量 的効果 について は米国調 査 による>

a.開 発 ・設計

デー タ交換規 格の標準化 によ り、自由なデー タ交換が可能 にな り、並

行 して作業 を進 め る ことが可能 。新規開発の設計時 間は50%短 縮 、仕

様変 更の処理時 間 は30～50%短 縮

(9)
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b.製 造

製造 工程 での不具合 を開発 ・設 計工程 に即座 に反映する ことが可能 と

な り、生産工 程の立 ち上 げ時 間の短縮 と製造 ミス等の削減 。品質は80

%改 善 、製造 コス トは15～60%削 減 。

c.調 達

仕様 書 、図 面等の技術情報(画 像)を 含め 、デ ジタル化 された情報 を

直接交換で きるた め、デ ー タ伝送 に伴 うエ ラーは98%削 減 。

d.運 用管理

関係主体のデー タベ ースが ネ ッ トワー クによ り統合 され 、文書 、図面

等の情報 に全て 関連 付けが されて いるため 、改造 、改修等 によ り修正 を

行 った場合で も 、関係箇 所の情報が もれ な く訂正 されるこ とか ら、文書

変更管理 にか かる時 間は30%削 減 。

電子 マニ ュアル装 置 を装置 システム に接続す る ことによ り、障害箇所

を 自動的 に判 断 し画 面 に表示 、併 せて修理手 順 、設 計図等 の呼出可能 と

な り、障害箇所 発見 の正確性 が35%改 善 。

〈米 国 の挑 戦 〉

・TQM(TotalQualityManagement)や 、CE(ConcurerrentEngineering)、

BPR(BuisinessProcessReengineering)を 遂 行 して 行 く上 で 、情 報 を共

有 す る た め の基 盤 と して 、CALSを 認識 。 自動車 、航 空 機 とい った 業 界

で 実際 にCALS的 な シ ステ ム を 導 入 。

・CALSに よ る 政 府 調 達 導 入 の 動 きが 広 ま りつ っ あ り、2000年 まで に 、

多 国 籍 企 業 や 中 小 企 業 に至 る まで 、官 公 庁 との 取 引 を行 う全 て の 業者 は 、

CALSプ ロ グ ラ ム に準 拠 す る事 を義 務 づ け る とと も に 、特 に 中小企 業 に

対 して の教 育 を 行 うな ど 、官 民 に よ るCALS普 及 が 進 展 。

(10)
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〈産業社会の将来像 〉

○産業情報ネ ッ トワー クの進展 によ り、新た な産業社会が実現

・労 働 形 態

一パ ソ コ ン 、LANの 活 用 によ り、知 的 な労 働 ヘ シフ トが 可 能 に。

一 方 で ホ ワ イ トカラ ー は 、情 報 を使 い 、如 何 に 付加 価値 を つけ られ

るか が 課 題 に 。

一モ ー ビ ル ・コ ン ピ ュー テ ィン グ によ り営 業 のみ な らず 、商 品企画 、

財務 まで時 間 、空 間 の 制 約 か らの解 放 。

→ 在 宅 勤 務 、 フ レ ックス タイ ム 、女 性 ・主 婦 の 活 躍 、支 店展 開 戦略

の 見 直 し

・企業組織

一部 門 と部門の連携で はな く、個人個 人がプロジ ェク ト単位で機動 的

に連携 。→ 部門長的管理職 の位 置付けの変化

一部 門
、企業 の壁が崩れ 、個人 の知力 とスキルが情報 ネ ッ トワー クに

よ り結 びつ く個人本位 の企業 組織 。→個人の流動化 増大

・商慣 行 と産業 組 織

一製 品 、プ ロ ジ ェ ク ト単 位 で 、機 動的 に 、バ ー チ ャル ・コー ポ レー シ

ョン(仮 想 企 業)と エ ン ター プ ライ ズ ・イ ンテ グ レー シ ョン(企 業

間 統 合)が 出現 。分 社化 、ア ウ トソ ー ジ ング も 同時 に進 展 。

→ ドラ イ に合 従 連 衡 を繰 り返 す 水平 型 産 業組 織

一得 意 分 野 へ の経 営 資 源 の 集 中 投 入 と ラ イバ ル 企 業 を含 め た 企業 連 携

とい う経 営 戦 略 の 大 転 換 が 加 速 。

一電 子 取 引 をベ ー ス と した 「ビ ジ ネス ・イ ンター フ ェー ス」 ともい

うべ き取 引 方 法 にっ いて の基 本 的標 準 が 新 た な 商 慣 行 を形 成 。

・企業文化 の変革

一情報 の共有 の手段は大部屋方 式か ら電子 メー ルへ 。

一企業連携 の手段 はカ ンパ ン方 式か らCALSへ 。

一産業 におけ るマルチ メデ ィアの活用が 、一般 家庭へ の普及 の素地 に

(11)
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《4.今 後の産 業の情報 化 の取 り組み と方 策》

〈今後の産業情報 ネ ッ トワー ク実現 のためのキー ワー ド〉

○今後の産業情 報ネ ッ トワー クを実現す るため には、

「デ ジ タル化」

「オープ ン化」

「情報 の共有 と連携」

が ポイ ン ト

〈今後 の産 業の情報化推進 に向けた具体 的な政 府の取 り組み 〉

○今後 の産業の情報化 は民間部 門の イニ シアテ ィブ によ って推進 されるべ き

もの。政 府 の役割 は民間部門の イニシアテ ィブ を補完 し、強化す ること。

○政府 として は、個 々の企業 内 システムでは な く 社会全体 と してのマ クロ

的最適化 に向けた標 準化の推進 、 コンピ ュー タセ キ ュリテ ィ対策 、情報化

の進展 に対応 した各種 制度の見直 し、基 礎的 な技術開発 な ど主 にソフ ト面

の環境整備が必要 。

(1)標 準EDIの 普 及促 進

a.連 携 指 針 制 度 の 活 用

b.CII標 準 の 普 及 促 進(ア フ ター ケ ア体 制 の 整備)

c.国 際 化 へ の 対 応

d.業 際EDIパ イ ロ ッ ト ・モ デ ル 調 査 研究 開 発

e.経 営 トップ 層 へ の啓 蒙

f.人 材 の育 成

(2)生 産 ・調 達 ・運 用 支 援 統 合 情 報 シス テ ム の研 究 開発(CALSの 推 進)

(12)
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(3)EC(ElectronicCommerce)の 実 現 に 向け た 制 度 的基 盤 の整 備

a.契 約 の成 立 に関 す るル ール

b.デ ー タの保 存 、証 拠 性

c.ト ラブ ル 時 の立 証 責 任 と責 任 分担

d.消 費 者 保 護 の 観 点 か らの検 討

e.電 子 決 済 の 仕組 み に 関す る検 討

f.デ ー タの安 全保 護

(4)中 小企 業 の情 報 化 の推 進

a.中 小 企 業 へ のEDI導 入 促進

b.ネ ッ トワー クを 活 用 した 情報 収集 ・提 供

c.中 小 企 業 の 支 援 体 制 の 整 備

(5)個 別業種の情報化 を活 用 した構造改革

(6)公 的 分野 の 情 報 化 促 進 一社 会 全体 の情 報 化 の 起 爆 剤 。

a.申 請 ・届 出 ・報 告 等 の 電 子化

b.行 政 情 報 の 電 子 化

c.政 府 調 達 の 電 子 化

・ そ の 他 の 公 的 分 野(教 育 、研 究 、医療 、図 書 館)に 係 る情 報 化 の 取 り組 み

(7)諸 制度の見直 し

・産業の情報化 の障害 とな る可能性のある既存 の法 律(例 えば商法 、税法 、

印紙税法等)や 制度等 を整 理

・システム監査 やデ ー タの改 ざんの防止 のため の各種 対策の検討

(8)相 互運用性の確 保

(9)安 全 性 ・信 頼性 の 向上

a.コ ンピ ュー タセ キ ュ リテ ィ対 策

b.シ ス テ ム 監 査

c.コ ンピ ュー タ ウ イル ス対 策

d.暗 号 アル ゴ リズ ム登 録

(10)情 報 リテ ラ シー の 酒 養

(13)
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基 調 講 演

『産業情報ネ ッ トワークの進展 とインパク ト』

慶磨義塾大学 教授

石 井 威 望
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基調講演 産業情報ネッ トワークの進展とインパク ト

慶雁義塾大学 教授

石井 威望

ただいま御紹介頂 きま し

た慶応義塾大学の石井で ご

ざいます。

渡辺機械情報産業局長の

後に私 に与 えられましたテ

ーマについて、お手元の レ

ジュメに従 ってお話 し申 し

上 げたい と思 い ます。先 ほど行 き届いた局長の お

話 がありましたが、特に情報化の産業面で ネッ ト

ワークの進展 がどの ようにイ ンパ ク トを与 えてい

くかとい うことを少 し詳 しく申 し上げたいと思い

ます。

まず初 めに、労働形態の変化 について申 し上げ

ます。従来、工業社会では分業 とか専門化 、細分

化 、ある意味 では個別化 とい うように、分断がな

されます。その結果 、縦 割 りが出て くる、あるい

は一つの場所で一つの こと しか しないとい うこと

にな ります。明治政府では、農業社会か ら工業社

会に変わ るときに これ が非常に進み 、お役所の シ

ステムはもちろんの こと、 それをなるべ くコピー

す るよ うな形 で産業 界 も近代 化 をや ったわけで、

農業社会 とは大変違 うわけです。

例 えば時間 を考 えてみて もきちん と区切 られて

お ります。何時何分か ら何時何分 までは就業時間

で あって、遊 びながら仕事 をす るのは不道徳で あ

るとか、あるいは場所につ いて も、 ここは遊ぶ と

ころ、ここは学 ぶところとい うようにな り、した

がって、学校教育 でも時間を きちん とす るとい う

ことがモ ラルになってい るわけです。そのために

時計 が必要だ った り、いろい ろル ールがたたき込

まれ るわけであ ります。

情報社会 に移 っていきます と、そ うい うことが

産業 の中で も変わ って くるわけで 、新 しい情報 化、

特に最近のマルチ メデ ィアの ような高度な ものや、

ネッ トワークが出 てまい ります と当然影響 を受け

るわけです。 コ ンピュー タが登場 してか ら約50

年たってい ます が、初め は専 ら定型業務に使 われ

ました。経理処理 とか、生産の現場 で も決 まり切

ったことを反復す る処理 で情報 システムの メリッ

トが確認 されたわけです 。逆 に言 うと、例外処理

はなるべ く載 せず 、プ ログ ラムに して も一つ を多

数回繰 り返 してメ リッ トを得 た方がいいわ けです。

従って、工業化社 会における情報化は、定型業務

で、量 が反復 して多い ところで一番メ リッ トがあ

ったわけです。そ こが人力ではな くて機械 に置 き

かえられ 、当然、著 しい生産性の向上があるわけ

です。

しか し、一般事務処理 、例外 が多い とか、一品

ごとに違 うとかというものにな ります と今の原則

が当てはま らない。分断化 していって専門化 した

り集中化 していったことは、今申 し上 げました定

型的な反復業務 を多 くす る、そ こに集約化 してい

くということをや ったとも言 えるわけであ ります。

ところが、本 質的に知的 な労働などで 、情報 が高

度にな ります と、そ うはで きません。みんなで会

議 をす る、営業 戦略 を考 えるなど とい うことは 、

従来の コンピュー タに載 らない。 しか しコンピュ

ータで量産型の ところ、少 品種 多量生産 がで きる

ようなところが どん どん膨 れ上 がります と、それ

に伴って一般事務処理 も増 えるわけです から、そ

の部分の書類 が増 える。先 ほどもそうい う例 をお

っしゃってお りま したが、情報の孤島みたいなも

のがで きた りす るわ けです。

一方 、社会のル ール も、一般 的な事務処理の方

が変わ りませ んか ら、お役所に出す ような もの は

全部紙で出 さなけれ ばいけない とか、オ リジナル

は全部 コンピュー タに載 ったとしても、最後の と

ころで は紙 の洪水 になる。 ちなみに東京都 、地方
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自治体の立場でいい ましても紙 ごみばか り増 える。

従来 は知的労働即紙であ り、紙に書 いたもので な

ければ信用で きない と考 えていたところがあ りま

す。教育で使われ るのは紙です。試験 もペーパ ー

テス トで、口頭試問はいかがわ しいとか、みんな

が公平で満足す るのはペーパーテス トで あり、 し

か も、何時何分か ら何時何分 まで一斉にや らない

と納 得 しない。 それであ きらめて しまったわけで

す。

しか し、本来、知 的な人間の活動はそ うい うこ

ととは違 ってお ります。時間 というのは後か ら入

って きたわけで、全部合 わせなければいかん とい

うことはありません。情報にその程度の アクテ ィ

ビテ ィ しかなか ったか ら、やむを得ずそ うしてい

たと言 えます。そ こが今の情報技術で自由にやれ

るよ うになります と、む しろそ う変 えていった企

業 の方が競争力 を持 ち、 したがって、創造的 な職

場 ほ どフレ ックス タイムになったり、自由になっ

た り、従来の職場の概念 と変わって くる とい うこ

とが起 こったわけです。

特 に情報の共有化 とい うのは、 そのために会議

をした り、時間 をとったり、資料 を作 った りとい

うの が本質ではないわ けです。それはあ くまで も

手段 であり、ほかの方法でカバーで きる、あるい

は もっといい方法 があればそちらへ移れば よいの

です。 また、そ ういうエ フィシェンシーとい うか、

手段の部分で解決で きるとす ると、その次に残 る

の は内容 というか、マルチメデ ィアの言葉で言 う

とコ ンテンツとか、意味 とか、最 も知的 とい う言

葉 にふ さわ しい人間の独創能力などが残 って くる

わ けです。

「より知的な労働へ」 というの は、労働 の形態

が、今の情報化の進展 とともに、産業の中で も基

本 的 に変 わって くる。情報 の収 集 が楽に なれば 、

どういう情報に ターゲ ッ トを絞 るか とい う、選択

の方が重要度を増 して くるわけです。あ るいはど

うい うことを新 しく思いついて新規に始めるか と

い うこと、そこに付加価値 が多 くなってい きます。

つ まり、ほとんど絶望的に思 っていた従来 の時

間 や空間の制約 が、情報機器の進歩 によりな くな

りつつ あ ります。特にPDA、 携帯端末が 自分の

体 について動 くとい うことは大 変労働の形態 を変

えると思い ます。営業 マンも一 々事務所に帰 らず

に、その場 でいろい ろなことがで きる。従って情

報化 は、人間とともに移動で きる ぐらいダウンサ

イジ ングや高機能、あるいは無線の通信が出て く

る点がポ イン トです。

私 自身 も携 帯端末 を持 って約1年 にな ります 。

1年 前 までは電子手帳 があ りま したけれど も、ど

うも使いに くいところがあ りま したが、今は全面

的 にこれで原稿 を書 き、これでメモをとってお り

ます。新 しいものは完全に通信 オ リエ ンテ ッ ドに

な って います。 いわゆる携 帯電 話 と一緒 に なる。

そ うする と、端末か ら携帯電話です ぐに、例 えば

インターネ ッ トに入ることがで きるわけです。で

きなければ、その営業マ ンの本来持 っているポテ

ンシャルが、時間的 、空間的、機械的なフ ィジカ

ルな制限で発揮で きません。 だか ら、歩 いてい る

ときは歩 くことに、移動 してい るときは移動 して

い ることに専念す る以外 にないわけです。

ところが、競争の激 しい産業 では本来 その人が

持 っている能力 をど う発揮す るかが重要ですか ら、

携帯端末 などは、何百台 もあったり、全員が持 っ

ていた りす ると非常に違 います。一人で持 って も

あ まり意味はあ りません。大体、取扱説明書 を読

むだけで も大 変です。私の周 りに若 い学生がた く

さん お ります が、彼 らがみ んな持 ってい ます と、

お互 いに情報 が共有 され ます。赤外線で1m飛 ぶ

無線通信機能 がありますか ら、 これで情報 をや り

と りします と、仲間 うちでペーパー レスで議事録

などを全部作 ることがで きます 。 これ は三 日坊主

などで は決 してなくて、私は1年 近 くや ってお り

ます し、確実 にそうい うグループが中心になると

いうことを実感 しています。 この1年 で変わ りま

した。

さらに これ か らもっと変わるだろうと思います。

なぜか といいます と、携帯端末 は 日本 よりもむ し

ろアジア地域で非常に使われているか らです。学
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生 がア ジアか ら帰 って きて異 口同音 に言 うのは、

みんな携帯電話でや ってい る、 日本は遅れている。

この携帯電話 と情報 端末が一緒 になることは時間

の問題 です。 日本 が何で も進んで いるという、ア

ジアの中での雁行説、雁 が飛んで いるよ うなモデ

ル を今事実が覆 しているわけで あります。

特 に1990年 代 の終 わ りころ を考 えます と、直

接携帯電話 から、(イ リジウム計画の よ うに)衛

星 に直結 します と、地上の どこにいて も全然問題

になりません。つ まりジャングルの 中であろうが、

太平洋の上であろ うが、砂漠の真 ん中であろうが、

全 く関係 ないわけです。問題は、そうい うことを

で きる人間がいるか 、そういうもの を持っている

か。電源 も全部電池ですか ら、机上の コンピュー

タの商用電源 とは全然関係 ありません。

そ うい うことで時間 、空間の制約か らの解放は、

人間 が生物 と して活躍 す る基本で あ ると同時 に、

これが本格的に産業 に影響 し、特 に一般管理業務

等 に も影響 が出て くる。昔 はどうして もオ フィス

に行 かなければいけないということがあ りました

が、オ フィスにいるとかか って くる電話などで邪

魔 された り、そばに人がいた りとかいろいろあり

ます。 だか ら、モー ビル ・コ ンピューテ ィングと

い う言葉 もあ ります し、あるいは今始 まっている

フレックスタイムとか、自分の時間について、例

えば女性に しろ、高齢者 に しろ、 もっと社会的に

考 えると大 きな動 きが出て きます。あるいは支店

や営業所の設置 とい うときに も考 え方が変わるか

も しれません。

そ うなります と、労働形態 の変化の結果 として

当然組織へ変化 が及んで くるわけであ ります。こ

れが企業組織 における変化 です。個 人個 人が情報

武装 して能力がア ップ します と、部門を越 えた機

動的連携 が可能 になります。 これ はあ くまで も可

能性です から、頑 と してそ うい うことはや らせな

い、手足 を縛 ることも企業 には可能です 。 しか し、

競争の自由経済社会ですか ら、逆 に個 人個人の能

力 をフルに活用 させ ようとい う企業 も当然出て く

るわ けです。手足 を縛 ってい る企業 とフル に活用

させ る企業が競争すれば、結果は明 らかです。つ

まり1人 の生産性 を考 えてみ ると、一方はわ ざわ

ざ可能 なもの をや らせ ないのですか ら、 これはオ

ポチュニテ ィコス トがかか っているわけです。

今、 リエ ンジニ ア リングとか リス トラクチ ャリ

ング とか言 われて いますが、具体的には、そ うい

うネッ トワークづ くりを機動的に連携するのであ

って、固定化 して いるわけで はありません。バ ー

チャル コーポ レーシ ョンの例 もありますが、ある

ときに結 ばれ て、そ こで一 定の 関係 がで きて も、

そこで一回切れて しまえば別です。あるいは多元

的に、多重 的に、ダイナ ミックにつ ながっている

ということで あ ります。

そうい うネ ッ トワークをフル に利 用 した共 同作

業とい うの は、私 自身 もなかなか感 じがわか りま

せんで したが、私 がお ります慶応の藤沢キ ャンパ

スは一種の実験的 な場 ですの で、学生にネ ッ トワ

ークの中で共 同作業的な ことをや らせてお ります

が、これは予想以上に大 きなメ リッ トが出て まい

ります。 どうして出るか とか、そうい う理屈 よ り

もやってみれば確実に出るということです。

これはあ まりいい比喩 ではないか もしれ ません

が、例 えば一 人一人 を別々に しておいて俳句 をつ

くりな さい とい うの と、一方 では連歌 とい うのが

あります。1人 が言 います と、隣の人がそれ を聞

いて言 う、全員が聞いてい ます か ら、順番 に言 っ

てい く。発句、一番初めに言 う人と、最後の挙句

まで、全員が回 りながら座 になってや る。 あの と

きには一人一人の能力 とい うよ りも、全体の 中で 、

場合によっては予想 しなか ったよ うな句 を誰かが

言 う。 それにつ られて私 もとい うことになります。

です か ら、従来 の学校教育の試験方法 とは全 く

逆です。絶対 カンニ ング してはいけません。1人

で全部 や りな さい。全部分断す るわけです。つ ま

り一人一人 をたこ壼 に入れた時にどの くらいでき

るかとい う能力 を測定す るのが主 目的で、 カンニ

ングは まこ とに不道 徳 だ とい う ことに な ります。

それが市民社会 とい うか、近代的な工業化時代の

教育の常識で あったわけで あります。従 って、試
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験 は非常 に厳格 なわけです。

ところが、今申 し上げま した共同作業 、連歌 方

式で考 えます と、 カンニ ング奨励み たいになるわ

けです。お互いにやっているほかの面白いの を見

な さい。見ていい と思 ったら、それ を盗 みなさい。

盗んでそれをす ぐや りな さい。そ うす るとまた盗

む人がい る。これが相互共鳴 を します と、1人 だ

けで一生懸 命や るのに比べると、相乗効果で よ く

なってい く。新 しい意味の集団主義の ようなこと

が出て くる可能性 があります。

実験的に、私 もこのところ二、三の先生 とや っ

てお りますけれ ども、個人個人がプ ロジェク トを

持 って いて、物理的に1ヵ 所 に集 まらずに、ネ ッ

トワークの中でバ ーチャルに、ダイナ ミックに会

議 がで きていきます と、今の新 しい タイプの共 同

的なものが出て きます。大部屋 とか、昔か ら日本

で も共同作業的 なものがありますけれども、それ

が もっと本格的 なハー ドウェアを伴 った、技術革

新 を踏 まえたものになってい きます。

そ うな ります と、当然 プロジェク トの リー ダと

か管理職の立場 も変わ ります。例 えば試験監督 の

先生 は、今 までです と、厳密 にお互いに リー クし

てないかチェック していました。 ところが、 リー

クを大 いにしな さいとい うことになったら、先 生

は何 を したらいいのか ということにな ります。失

業するの か。そ うではな くて、今度、先生は全体

の動 きをネッ トワークの中で観察で きるわけです。

どこでどのよ うな交流が起 こったかがわか るわけ

です。 ですか ら、全体の能力をア ップさせ る新 し

いタイプの能力が管理者 に要求 され ます し、 中間

管理的なところは要 らな くなるわけです。 この辺

は少 しや りなが ら体系化 されてい くと思いますが、

ち ょっ とやってみるだけです ぐにわかります。

だか ら、従来の部門長的な管理職の位置づ けと

いうの も、当然変わるだろうと思 います し、個 人

本位 といって も、個人が分断 された個人で はな く

て、つ ながった個 人とい うか、個人個人の知力 と

スキルが相互 に結びつ くとい う前提での場 が与 え

られ る、活躍の場 がで きるとい うことです。です

か ら、あくまで も自主的 なもの で、連歌 の ときに

自分が何 を言 うかは全 く自由です。 その ときは周

りとか前の人の句 を十分考 えてやる。十分考 える

だけの情報 を集 め、その人 に提供で きることが こ

の ネ ッ トワークの持 って いる本 質 的 な意味 です。

そ うい う場合 には、個人は自主 的、流動的で、緩

やかなというか、弾力的な形になるわけで ありま

す。それ を硬 直的なマネジメン トでで きるはずは

ありませんか ら、フルにネ ッ トワークのポテンシ

ャル を生かす ような新 しい手法 も考 え られて くる

わ けです。

以上が会社の中 というか、個人の労働経済 か ら

始 まったことですが、それがもっと広 が ります と、

産業 全体の組織 や商慣行 に影響 して まい り ます。

それがバ ーチ ャル コーポ レーシ ョンとかエ ンター

プライズ ・インテグ レーシ ョンと言われている も

のです。機能 だけ見てお ります と、ネ ッ トワーク

の 中で会社の壁がないような、一つの会社 のよ う

にも見 える形態 はす ぐ作れ るわけです。 それによ

って さっきの連歌方式で、全体 と しては そのグル

ープ、組 み合わせが大変いいパ フ ォーマ ンス を生

み 出す とい うことですか ら、競争的 な中でそれが

生 き残 っていくとい うことは当然か もしれ ません。

歴史的に見ま して も、バ ーチ ャル コーポ レー シ

ョンとか今話題 になっているよ うなところは、 ア

メ リカがなぜ先行 したかとい うの は、ち ょうど日

本 のバ ブル の ころの裏返 しとい え ます。80年 代 、

日本 は圧倒 的に強い製造業 と日本的経営 などで走

っておりました。 その ときにピンチになったアメ

リカ側が、む しろ大胆 に人員削減 をや った り、不

採算部門 を切 り捨てた りしま したが、一方で それ

を補 うだけの新 しい投入を しなければいけません。

そのために徹底 した情報装備 を行 い、切 り捨て た

ところも、内製 か ら外製へ とい うことでパ ー トナ

を探 して外注化 してい くときの リンケー ジ、企業

連携 を効率的に行 うことが生 き残 りの必要条件 に

な り、そこでそ ういうもの が出て きたわけで あ り

ます。

この後で もお話 があります ようなCALSと か
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ビジネス ・プロセス ・リエ ンジニア リング、いろ

いろな手法が出て きたわ けです。それ をす ること

によって、 自分の最 も得意で、最 も有効で、従 っ

て、社会全体か ら見て もそれがいいというような

得意な分野 に経 営資源を集 中投入する。一方で外

部資源 を最大限に活用す るようなシステムが組め

るようになって きたわけです。 この辺 がアメリカ

が90年 代初 めか らやった 、 日本 に先 行 した部分

です。

「メ イ ド ・イ ン ・ア メ リカ」 とい う本 が1980

年代の 中ごろに書 かれ ま した。書 くために 日本に

随分調査に来 てお られ ま して、私 もその1人 であ

るMITの スーザ ン ・バ ーガーという女性 のプロ

フェッサのお手伝 いを したことがあります。6年

前です。 今年(1994年)の1月5日 にその先生

が もう一回来 られ ました。以前 日本で調査 したと

ころを全部一つ一 つ調査す るんだ といって、4日

の晩に来 られて5日 は1日 調査 におつ き合い しま

した。

アメ リカの活性 化は、 日本がバ ブル で量的拡大

を していたときに、産業の情報化によ り質的変化

をや ったわけです。 それを背景に した最近のマル

チメデ ィアなど、 日本は遅 れたとい えます。 もち

ろん コンピュータ化 してないけれ ども、非常 に緊

密 な企業連携 、例 えば持ちつ持 たれつ のウェ ッ ト

な系列関係 などはあ りましたが、アメ リカは追い

込 まれて、ある意味では苦 しまぎれにやったかも

しれ ませんが、結果 としては大変いい、新 しい情

報の ポテンシャル を フルに活用 したような システ

ムを作 り出 した。 そ こで私 どもも今 それ を学 ぶよ

うなフェーズに来て いるのではないか と思 います。

先 ほど通産省か らお話が ありま したが、これは

当然 じっ くり腰 を落 ちつ けて、アメ リカと違 う日

本の土壌 にど うい うふ うに落 ちつ けて い くのか。

かつ てのデ ミング さんの クォ リテ ィ ・コン トロー

ル(QC)で はあ りません が、その ままではなか

なか難 しいと思い ますが、 しか し、何 に もカルチ

ャがないわ けではあ りませんので、企業間の問題

に しまして も、ただ企業間統 合で、エ ンタープラ

イズ ・イ ンテ グ レー シ ョンとい う英語 に して も、

実在 している 日本の企業の間の関係、これ を具 体

的にどうな じませてい くかとい うところが問題で

す。

従来 、ちょっと反対の ことをやっていたよ うな反

省 もあるわけです。例 えばプライベー トなフ ォー

マ ッ トに固執 しまして、特定の企業 しか入れない、

囲い込み をや って結束の強化を図 ったり、差別 化

をす ることも一 つの戦略 としてとられた と思い ま

す。その道具 と して情報 シス テムが使われた とい

うこともあった と思い ます。 もちろん短期的に は

ライバルか らの追い上 げをかわ し、あるいは先行

利益 もあったか も しれない。 しか しその結果 、変

換地獄や多端末現象な ど、そのつけも随分払わ さ

れて いると思 います。

む しろ トー タルコス トを安 くするための標準 化

や、 ビジネス ・イ ンタフェースの標 準化 を進 め、

さっ き言い ま したよ うなコンテ ンツ、もっと自分

たちの創造力 とかユニークさとか、そ ういうもの

を本格 的にフルに使 って、つ まりそこに資源 を集

中させ てや った方が、プ ライベー ト・フォーマ ッ

トなんかでや ってい るのではか えって ロスだ とい

うふ うにだんだん変わ って きているのではないか

と思い ます。

従 って、質 的変化 とい うべきか、 日本の考 え方

の変化か もしれませんが 、取 引方法が電子化す る

と同時 に、組織の変更 とか考 え方の変更 とか、あ

るいはアウ トソー シングと言われ るような分社化

とか、外に出てい く、外の資源 をうまく使 う。バ

ーチャルに は自分の会社 の中の様 に感 じるのです

けれど も、ハ ー ドウェアで見ていると外に分散 し

ているわけです。だか ら、分散 という言葉 と集 中

とい う言葉 がわか りに くくなります。片一 方では

インテグ レーシ ョンとい って統 合化 してい るわけ

です し、バ ーチ ャルの ネッ トワークの 中では一 体

になってい くわ けです。 ところが、それは実態 で

見るとかな り離れ た海外 であるとか、海外 進出 と

いうのが起 こるわけであ ります。

ですか ら、一方で起 こりました円高 、長い景 気
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不況の克服 とい うときに、一方 では今 申 し上げ ま

したよ うな新 しいタイプの情報化の進展 、特 にネ

ッ トワーク化の進展 が起 こって きているとい うの

が現状で はないか と思います。ですか ら、言 葉だ

けで 、イ ンテグ レー ションとアウ トソーシングと

か分社化 とい うのは相反す るのではないか。言葉

に こだわ ると全体 が見 えないわけ であ りま して、

最近 よ くバーチャル ・リア リテ ィなんて言い ます

けれ ども、バ ーチ ャル ・リアリテ ィと リアル ・リ

ア リテ ィの両方 を一緒 に考 えることが これか ら必

要 だと思い ます。

今 まで もOEMの よ うに、マーケ ッ トを辿 って

い くとライバル メーカとも何処 かで繋 がって いる

ことはあ りました。 しか し、それを情報の 中で も

っと効率的、徹底 的に、それ を突 き詰 めてい くと

一人一人の働 く人の能力の アップが前提 になって、

情報 を装備 した人たちが新 しい労働形態で 、よ り

知的 に、より効率的に働 くことがで きるよ うにな

って きたのです。

そ うな りますと、企業文化など と言 われ るもの

も大 いに影響を受けて くるわけであ ります。 日本

で は大部屋方式 とい うことがよく言 われ ます。外

国 人は部屋 を、文字 どお り近代 工業化 の分業 とか

専業化の シ ンボルみ たいに別 々に区切 っています。

しか し、 これ もいいところがあります。最近 、仕

切 りをうんと低 くして立 ち上が った ら向 こうが見

える。だけど、座 ると別々になってい るとい う形

もとられております が、ともか く大部屋のいい と

ころと、一人一人の プライバ シーの問題 といかに

うまく調整す るかとい うことだ と思 います。

電子 メールなども、私 自身、全 員が使 ってい る

社会 というのは余 りわからなかったのですが、 も

う4年 目に入ってお ります慶磨藤沢 キャ ンパ スの

例 で い い ます と、完 全 に電 子 メ ール ベ ー スで

4,000人 ぐらいの学生 が動 いてお ります。 その 中

に入 ってみます と、やは り世の 中は こうい うふ う

になると思います。 しょっちゅ う来 るか ら面倒 く

さい ともい えますけれ ども、それ によって非常 に

多 くの会議や書類 がな くなるわけです。

最近ではち ょっとこれが行 き過 ぎまして、そこ

に見 えている人 と電子メールでや りとりしていま

す。 そこへ行 って言 えばいいと思 います が、それ

よ りも早 いというわ けです。 これ はち ょっと脱線

しますけれど も、手紙に近 くなっているわ けです。

万葉集の昔 か ら相聞 なんて、恋文 を書いたり、歌

を送 った りしますね。あれ と同 じで、電子 メール

でどうも新 しいカ ップルがで きるスター トの とき

に相聞歌 みたいなものが行って いるのではないか

と思 うぐらいメデ ィアとして使 いこなされてい る。

そ うなります と、電子メールがない職場 なんて考

えられないわけです。

逆に そうい う状況 にな って、先 ほどのよ うにカ

ンニング奨励 的な雰囲気にな ります と、完全 に情

報の共有化が起 こります。逆 にそ こを見ていれば

一番全体の ことがわか る。情報 の広場がで きるわ

けです。 ネ ッ トワークの 中で うろうろ していると

いろいろお も しろい ものがあ ります。首相官邸 も

最近 イ ンター ネ ッ トのMOSAICで 村 山首相 の顔

が出て いるホームページを持 っていますけれど も、

今 まで何の興味 もなかったけれ ども、ちょっ と行

ってみ よ うか とい うことになるわけです。本当に

首 相官邸 まで行 くの は勇気 が要 ります けれ ども、

ネ ッ トワークの中だった ら行 け ます。

もう少 し違 う実例 でいいます と、文京区本郷 に

ある水野薬局 さん とい うの はホームページを持 っ

てお られます。普通の薬局 はほ とん どの人は知 り

ませんが、イ ンター ネッ トで うろ うろ遊 んでい る

学生たちは、本郷 とい うと水野薬局 と知 って いる

わけです。 お じさんの顔 、店の構 え、店 員、どん

なもの を売 っているなど、全部書 いて ありますか

ら、知 っているわけです。そばにいて も知 らない

人はい っぱいいますが、物理 的に遠 くて も、ネ ッ

トワークの中で市民 がお互いに交流 を始めている

部分 があります。これが ビジネス とか産業の中に、

商習慣 に移 ってい くの は時間の問題 ではないか と

思います。

従来 もカ ンパ ン方式の ような企業連携 がありま

したが、 これが本格 的 にCALSに なる ことは、
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今のよ うな学生の動 きな どを見てお ります と、こ

れは時代の流れであり、従来 もデザ インとか企業

間で連携 して開発 した り してお りましたが、 これ

もコンカレン ト・エ ンジニア リングに当然行 くだ

ろ う。 これ は大 きな歴 史の流れであって、明治維

新で農業 か ら工業 に移 った。農業 も残 るで しょう。

反対す る人 もいるで しょうが、 しか し、主力は何

といって も移 ってい く。学校教育 も全部 それでな

され る。産業の中でもそういう トレン ドを考 えざ

るを得ないわ けであ ります。

ですか ら、資材調達 にお けるカンパ ン方式は続

けていていいのですが、それ をさらにコンピュー

タ化 、システム化 してや ってい くことは、かつて

のカルチ ャーの否定 ではな くて、それ をよ り進展

させ るとい うことです。ですか ら、かつての資本

関係での系列 、属人的な人脈が相 当影響 を受 ける

と思います。 ネ ッ トワークの 中で動 きますと全部

記録 が残 ります し、今ど うかとい うの が瞬時 に し

てわかるわけです。だれ が今 ホームページに来て

い るかとい うの も全部 わかるわ けです。ですか ら、

従来 とは違った意味の新 しいル ール とかモ ラル と

か、共 同作業のや り方 が出てまいりまして、従来

のいろいろな方式、大部屋 とかカンパ ン方式 とか

とどうつ ながってい くの かが、今ち ょうど始 まっ

ているところだと思います。

したがって、余 り大 げ さに考 えないで 、あ くま

で今の産業情報化のいろいろな機材はツールだと

割 り切 って もいいのか もしれません。特 にダウン

サ イジングなどを考 えてみ ます と、ち ょっと前 ま

では本 当に高かった もの が嫌 になるぐらい安 くな

って、 しか も性能が よくな ってものすご く普及 し

て い く。全員 がそれ を使 い こなす とい うことは 、

遅かれ早 かれ起 こって しま うという前提で議論 さ

れ る時期 に来 たのだ ろうと思 います。

最近、マルチメデ ィア とい うことがよ く言われ

てお りますが、言葉だけが一 人歩 き した り、何百

兆 とい う数字が、それは本 当かななどと言われて

お りますが、余 りそこだけに こだわ ってどうか と

い うことよりも、情報化 を活用 した リエ ンジニァ

リング とか、それ を支援す る産業 の インフ ラ整備

をとにか くやることが第一ではないかと思い ます。

アメ リカの場合 も、NIIやGIIな どいろいろ

言われてい るよ うですが、そ ういう情報 インフラ

がなければ、道路 がないモー タリゼーシ ョンを論

じるみたい なもので 、ある程度必要です が、もち

ろんその 中での試行錯誤等 あって、アメ リカに し

ろ日本 に しろそれがうまく行 き出 します と、需要

と供給の好循環 が当然出て まい ります。

ある程度 ネ ッ トワークの コス トパ フォーマ ンス

が満足で きる状況になれば、爆発的にそち らに移

ることは目に見 えてお りま して、ただ、残念 なが

らまだ一皮 むけてないという声が現場 で聞かれ ま

す。今の状況で は足 らないのです。性 能で見 まし

て も、 ソフ トに しましても足 らない。 あるいは教

育 もそ うで 、 まだ全 員 が とは な って お りませ ん。

大体先生 が足 りませんか ら、本格的 な教育 を しよ

うとして も、そこで ネックになって います。 しか

し、先生 があるところを超 えます と、あとはネズ

ミ算式 に増 えますか ら、 これは時間の問題で そこ

を押 してい く以外にないと思 います。

したが って、いずれ全社 会的に、つ まりすべて

の家庭 、すべ ての個 人 が そ うなるので しょ うが 、

今、中小企業 などを含めた ビジネスユースが鍵 を

握 ってい るのではないか と思い ます 。初 めか ら家

庭 とか個 人 とか、 そ うい う ところに飛 べ ませ ん。

特 に費用 を考 えます と、ビジネスユー スとい うこ

とで、企業 、産業 にお ける情報 化の ネ ッ トワーク

が出て くる。 ネッ トワークの 中で活躍 する シチズ

ンの こ とを、最近 ネテ ィズ ンと言 ってお ります。

その ネテ ィズンの人口 がある程 度増 えてい く。そ

のネテ ィズ ンをべ一うに してバ ーチ ャル ワール ド

でいろいろなことが動 き出す。 それが リアル ワー

ル ドに新 しいビジネス、新規 需要 をつ くってい く。

これが需要 とか供給の好循環ですが 、その 中で も

注 目してお りますの は中小 企業 の動 きです。

最近 、塵隠の藤沢キャンパ スにた くさんの企業 の

方、 自治 体 の方 、外 国の方 もお見 えに な ります 。

年間約4,000人 ぐらい見えてお ります。です か ら、
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1日 何十人 も来てお られ るわけです。 この秋 、変

わ りま したことは、中小企業の方がかな りた くさ

ん見 にきてお られ ます。 この人 たちは大企業の方

と違 い ます。大企業の方はよ く勉強 した人 が来 ま

す。非常に理詰めで、ちょっと問題 だなと思 うの

は、頭 でっかちで、余 り自分で さわ ったことは な

いとい う人 がいるのです。初めて来 て、学生が事

もなげに、1年 生の女子学生がち ょこちょこっと

や って世界各国のデー タなどを持 って くるの を見

ると、それ は知 っているけれ ども、自分でやった

ことはない、ち ょっとや らせて くだ さい といって

や ってい るのは典型的な大企業の優秀な人たちの

パ ターンです。

ところが、中小企業の人はそ うで はあ りませ ん。

余 り知 らない。 だけど、来て、見て、す ぐわか る。

わか った ら帰 ってす ぐ明 日か らや ろうとい う気 の

早 い人がた くさんいるわけです。 これはかつ ての

モ ー タ リゼー シ ョンの ときの軽 自動車 だ った り、

最 近でい えばファ ックスだった り、真 っ先 に中小

企業 で入れたわ けです。大企業 は稟議 した り組織

的 にい き ます けれ ど も、その辺 が飛 び越 され て 、

そのかわ り何 に使 うか は、ある意味では独創的 な

い ろい ろな ことを工夫 してい く。 そ う しな い と、

せっか く投入 した資金が回収で きない とい うこと

もあ るわけです。

私 はよ くこういう話の最後 には人材の問題 が大

事だ、教 育 をしようと言 っています。 これには上

か らの教 育 もあります が、草の根 とい うか、ボ ト

ムア ップの、(こ れは人数 だとか事業所 数で言 え

ば圧倒 的 に多いわけですか ら)そ うい うところが

日本全体の産業の高度情報 化、ネ ッ トワーク化 に

いつ動 き出すのか。今ち ょうどその前夜 だ とい う

感触 を、お見 えになった中小企業の方たち と実際

に接 しております と感 じます。

ロボ ッ トもそうで した。 ロボ ッ トとかNC工 作

機 械、 これは一種 の産業の情報化 の現場 におけ る

初歩 的段 階だ ったか も しれ ませ ん。 あの とき も、

海外で は、御承知のように、アメ リカで は空軍 だ

とか大航 空会社 がNC工 作機 械 を入れ たので す。

CADな どもそうで した。 日本の場合 は、本当の

中小企業 まで ロボ ッ トとかNC工 作機械 を入れ ま

した。あのときも非常に意外で した。 こういうと

ころにこういう高度 なもの が入 るのか、本当に使

えるんだろうか、それだけの能力 を持 っているの

だろうか と大変不思議に思 いま したが、結果 とし

ては、あっとい う間にマス タし、逆 に中小企業 的

な うまい タイプに換骨奪胎 してお使 いになるとい

うことが起 こったわけです。 これが 日本のお もし

ろ さとい うか、 これ も大部屋の文化 とい うので し

ょうか、現場 で見よ う見まねか ら勉強 しなが らや

ってい くとい うことが起 こったのではないか と思

います。

ついにインパク トは草の根あた りまで じわ じわ

と来 ているので はないか。 これ が恐 らく1990年

代の中ごろには下支 えを して動 き出すのではない

か とい うことを最後 に申 し上げ まして、私の話を

終わ りたい と思 います。

御清聴 ありがと うご ざい ました。(拍 手)
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講 演 EDIと 産業変革

慶磨義塾大学 助教授

國 領 二 郎

御紹介 頂 きま した國領 で

ご ざい ます 。高 いとこ ろか

ら失礼致 します が、よ ろ し

くお願い致 します。

私 は、5年 ほどにな りま

す が、アメ リカで情報 ネ ッ

トワーク を使 った産業 構造

であるとか、その 中で企業経営が どのよ うに変革

されていっているのか とい うことにつ いて研究 さ

せ て頂 き、 この2年 ぐ らい は 日本 に戻 りま して 、

研究 させ て頂いております。その過程 において認

識す るに至 った一つの流 れのよ うなことをお話 し

させて頂 きたい と思 ってお ります。

お手元に同 じものが あると思いますので、よろ

しい方 をご覧頂 ければ と思い ます。今、世の中を

挙げて情報 ネ ッ トワーク、情報 システムのあ り方

が根本的に変 わ りつつ あるとい う認識 があると思

いますけれ ど も、 これ が基 本的 には集 中処理 型、

大型 のメ イ ンフレー ムをベ ース と した ものか ら、

小型機の ネ ッ トワークへ とい うことで表現で きる

か と思 います(図1)。 私 が主 に研究 してお りま

す企業間の ネ ッ トワー ク、電子 データ交換(ED

I)と 呼 ばれて お ります けれ ども、 これ もこの

10年 間 ぐらいで かな り大 き く変質 しつつ あ りま

す。

この辺は、今 日こち らにいらっしゃる皆様 には

自明のことか と思います けれ ども、大型 コンピュ

ー タを使 って 、それに対 して 入出力装置 があ る

(以下(A)と す る)と い う形の もの か ら、それ

ぞれの ところに インテ リジェン トなコンピュー タ

が置かれて 、それがネッ トワークの 中を通 ってデ

ータが交換 されてい く(以 下(B)と する)と い

う形式の もの に変わって きてい ると思い ます。 こ

れが単 に情報 システムの作 り方 とい うレベル を越

えた意味合い を持っているとい うことが非常 に重

要 なところではないかと思い ます。

二つ指摘 させて頂 きます と、まず(A)の 方 は

データと業務用の ソフ トが集 中 して置かれている

というものです。 これはSISの 事例 で非常に有

名な例 が幾つ かあ りますけれども、古典的 な例 で、

アメ リカン ・ホスピタル ・サプライとい う会社 が

病院 に向けて戦略 ネ ッ トワーク、取 引 ネッ トワー

クを構築 した とい う事例 があるわけです。 ここで

非常に重要 なことは、アメ リカン ・ホスピタル ・

サプライとい うのが取引先の在庫管理 をするとい

う点であ ります。つ まり当時は コンピュー タが非

常 に高かったので、買 えないような中型の病院に

対 して、在庫処理 も しますとい うよ うなことをこ

の構造の中でや ってい ったわけです。そう します

と、取引先 の病院 と しては、アメ リカン ・ホスピ

タル ・サプ ライ社か ら商 品 を買 うの をやめるとい

うことは簡単です けれ ども、同時に在庫管理がで

きな くなって しま うとい う、 こっちの方が威力が

大 きくて、今流行 りの言葉 を使 えば 、ビジネスプ

ロセス を囲い込 まれて しまうとい う形で、 こちら

のシステムが企業 間 を囲 い込む、その意味で戦略

ネ ッ トという表現 の され方 を して きたのではない

かと思い ます。

これに対 して、(B)の シス テム とい うの は 、

「自分の ところの在庫 管理 は自分の ところでや り

ま しょう」 とい う形の ものです。同 じくデータ交

換するに当たってもホス ト側の イ ンテ リジェ ンス

に頼 るような ことは しないで、単 にフロ ッピーで

デ ー タを渡 して いるの と同 じような感 じで、「お

互 いが全 く対等な立場でデ ータを処理 し、データ

ベース を自分の ところで持 って、必要 なデー タだ

けを企業 と企業の間で交換 しま しょう」 というこ

とに なって きたわ けです 。 こ うします と、(A)
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企業間システムも集中処理か ら分散処理へ

センター/大 型計算機

デ ー タ

業 務 ソ フ ト

・中核 会社に よる取引先業務 の 囲い込み

・囲い 込み 型 とイ ンフラ型

パソコン

データ
業務ソフ ト

'パ ソ コ ン ー

デ 一 夕

業 務 ソ フ ト

/
透明なネッ トワーク

＼ データ交換の標準

データ
業務 ソフ ト

パ ソコン

データ
業務ソフ ト

パソコン

・セ ン ター の 存 在 しな い 取 引 シ ス テ ム

・標 準 デー タ 形 式 の 普 及

(EDIFACTな ど)

◎1994byJiroKokuryo

図1企 業間システムも集中処理から分散処理へ

オープ ン ・シ ス テム上の 二つ の取 引形 態

戦略的提携型
取 引 先 絞 り込 み 、 密 接 な 協 力 。

PB(プ ライ ベ ー ト ・ブ ラ ン ド)な どに 典 型 的 に見 られ る 。

電子市場型
取 引の場 を提供 し取引 活性化。

両 者 は 一 見 矛 盾 す る が 、

とい う点 で 一 致 す る 。

◎1994byJiroKokuryo

図2オ ープ ン ・システム上 の二つの取引形態
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に見 られ ますよ うな、どち らが主で、どちらが従

であるとい う関係 は全 くな くなりまして、自由な

デー タ交換が水平的 にで きるような状態 が、企業

の間で もで きるよ うにな ってまい ります。

次 に、第二点、 これ も非常に密接 に関連 してい

るのですが 、(A)で す と、 とにか く中央 に非常

に大 きな固定投資がある。 ホス トがあって、それ

に ネッ トワークのよ うなもの を作 り込 んでい くの

で非常 に大 きな固定投資が発生す る。そ うします

と、メ ンバ ーが多ければ 多いほどいいという属性

を持つ ということになっていたのではないか と思

い ます。ですか ら、数を沢山取 り込 もうというよ

うな競争 になっていた。 これに対 しま して、(B)

はパ ソコ ンレベルの話で、 そこに標準的なソフ ト

ウェアを載せて、今だったら、例 えば インターネ

ッ トにで も繋 げて しまえば非常 に安価 にで きる。

従来に比べてず っと小 さな取引システムで も固定

投資 を十分賄 えるとい う状態になって きていると

いうところが大 きいのでは ないかと思います。

(B)の 方 を実現 する上で極 めて重要になりま

すのが、データ交換 を行 うに当たっての標準 が十

分確立 されてい ること、これがないと(B)の 方

は運用で きないわけです が、アメ リカにお きま し

て く標準 システム とい うもの が80年 代の後半 に

急速 に普 及 して、今やANSIX12と 呼 ばれ

るような標準です とか、EDIFACTと 呼 ばれ

るような標準 があります し、 日本 におきましては、

本 日の主催者で ありますCIIが 標準 を作 ってい

るわ けです 。 アメ リカでは 、80年 代の後半 にな

りま して(B)の ネ ッ トワーク、企業間の取 引デ

ー タの交換のや り方、それを実現するための標準

システムの採用 が大変に急速 に普 及 したわけです。

これは、それ がいい ことであるとい う理念に基

づいて標準化 を進めた とい うよ りは、アメ リカの

場合 は、産業の リス トラクチ ャリング、今 までの

ような固定投 資の大 きい(A)の ようなシステム

を作 って、企業 を囲い込 んでい くとい う経営のや

り方 その ものが、否定 とまでは言 いませ んけれど

も、 もう持ち切 れない とい う状態 になって、非常

に身軽で、時のニーズに応 じて戦略パ ー トナーを

変 えられるような身軽 なネ ッ トワークの必要に迫

られて(B)の よ うな ものが普及 してきたとい う

ふ うに言 えるのではないかと思います。

その現実 的な現 われ方 と してパ ター ンが二つ

(図2)、 過去 しつ こく色 々な事例 を追 いかけた中

で浮 かび上 がって きてい ます 。最初 の方は戦略提

携型 と名づ けてお ります。 これは日本で もそちら

の方向に向 けて明 らかに動 きが出ていると思 いま

す。私が アメ リカで調査 したのは1989年 ぐらい

です が、アメ リカが非常に苦 しい思いを しながら

リス トラクチャ リング をや っている真っ最中で し

た。 その中での一つの有力な方策 と して、戦略提

携、例 えば、今 日本の新聞などで も盛んに取 り上

げられる小売 とメーカの間の製販同盟のようなも

のがあ りました。 その中で標準EDIが 、それを

実現 するツールの 中核 と して使 われていたという

のが実態だ と思い ます。 これにつ いては、後ほど

もう少 し御説明致 します。

電子市場型 とい うのは、今 インターネッ トなど

を通 じて自由な、電子的 な取 引がネ ッ トワークの

上でで きるとい うイメー ジか と思 いますけれ ども、

こうい う動 きも一方であ ると思 います。

この二つのパ ターンが、一 見矛盾す るよ うな考

え方のようにも思 えるのですが、何れ も、基本的

にはアメ リカの会社の、従来の自分の社内に経営

資源 を取 り込んでい くとい う発想 を捨てて、「な

るべ く外部資源を使 って いこう、自分の ところで

は必要以上の固定費 を抱 え込むのはやめ よう、必

要以上の経営資源 を会社の内部に抱 え込んでいく

のはやめよう」 とす る動 きの二つの形態だ ったと

考 えられ ます。

まず、戦略提携型(図3)で すが、 これは情報

ネッ トワークを使 ってパ ー トナ ー会社 と緊密 な業

務調整 を行 うことにネ ッ トワークを使 う。製販同

盟 とか プライベ ー ト・ブ ラン ドなどの実現 ツール

とされています。

ここで重要 なのはパ ー トナーシ ップ指向 とい う

ことで 、取 引先は急激 に絞 り込んでい るという点
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図3戦 略提携型

従来の企業間の情報の流れ

分散処 理 ネ ッ トワー ク時 代の情 報の 流れ
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図4従 来の企業間の情報 の流れ
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です。 ネ ッ トワーク社会の イメー ジと致 しまして、

広 く不特定多数の企業 同士が 自由に取引す るとい

うの がネ ッ トワーク社会の あり方ではないか とい

う思 い込みがあるか と思 います。私 もそ うい う思

い込みで研究 を始めたのです が、現実的 にはネ ッ

トワークを使いながら取引先の絞 り込み をや って

いる。 これ は先 ほど申 し上 げたネ ッ トワークの損

益分岐点が下がって きているということが一つの

ポ イン トだと思います。

従来の メインフレーム を活用 した ネッ トワーク

は、沢山メ ンバーがいない と成立 しない ものであ

ったのに対 して、ネ ッ トワーク部分は外 に出 して

しまって、自分の ところは小型の コンピュータだ

けを持 って、標準パ ッケー ジソフ トなどを使 って

デー タ交換 をや るということに割 り切 って しまい

ます と、相手 は数が少な くて もいいとい うことで

す。実際 にフ ィール ドを回 って沢山色々な人の話

を聞いてみ てや っとわか ったのです が、非常 に自

由 な組み合 わせで少人数のグループがオープ ンな

ネ ッ トワークの上で形成 されてい く。今 までは数

が沢山いなければいけなか ったので 、色々な取引

先 を巻 き込 もうとしていたのに対 して、 「ここと

組むんだ」 とい うところと極 めて密接な情報交換

を行 うツール としてのオープ ン型の ネ ッ トワーク

の使い方 がな されている。製販同盟 がその典型的

な使われ方 であります。

ただ、 ここでは、非常に密 接な関係 がで き上が

りつつ あることはあるのですが、従来の系列的な

関係 、「身 も心 もあなたの もの よ」 とい う感 じの 、

固定的、長年動 か しがたいような取 引関係 がで き

上 がってい るわけではな くて 、組み換 え可能な提

携関係です し、商品分野別の提携 のよ うなことが

行 われてい るという辺 りがちょっと違 うと思い ま

す。標準 システムを使って いつで もパー トナーを

組みか えられ るけれ ども、ある時点 では、その時

点の戦略ニーズに合致 した会社 とパー トナ ーシ ッ

プを組んでい くという姿があ るとい うことです。

図3の 下に書 きま したけれ ども、昔の企業間の

関係のパ ラダイムとい うのは 、長年 つ き合 いを続

けることによって緊密 な調整 をす ることがで きる

とい う関係で ありました。それ に対 して、今 日の

ネ ッ トワークが実現 して くれるのは、開放的 なイ

ンタフェースを持 って、非常にローコス トで企業

間の情報交換 がで きる体制 を作 ってお くことによ

って、新 しいパ ー トナー会社 とで もす ぐに大量の

情報 を交換 して、す ぐに緊密な関係 になれ る機動

的な提携 関係 を武器 と した経営 がで きるようにな

ってきているということだと思います(図4)。

その中では、従来 は、営業 と購 買担 当者 とい う

ように、企業 の関係 が点 と点で結ばれていて 、物

流 、経理、販売 とい う人たちは相手の会社 とは切

り離れてい るとい う状態か ら、企業 の中 もネ ッ ト

ワークで結ばれ、企業の間が企業間 ネ ッ トワーク

で結 ばれて、何処 と何処の間の組み合 わせの情報

交換 がパ ー トナー会社 との間でで きる。現実 的に

アメリカで使われているの はまだ電子 メールの レ

ベルで、テキス ト情報 がほ とんどで した。私 が2

年間アメ リカにいない間に既に今 ごろは そうなっ

てい るので はな いか とい う気が します けれ ど も、

これが単 なる電子メールだけではな くて 、CAD

データの ようなものがお互 いのデスク トップ同士

をポ ンポ ン行 き交 うとい うよ うな状態 がす ぐや っ

て くると予想 され ます。

もう一つ は電子市場型(図5)と 呼 ばれる、 も

う一方のオープ ンシステム時代 、分散処理 システ

ム時代 の企業間の一つの現 われです。先 ほ どお話

し致 しましたの が、コ ンピュー タネ ッ トワークを

使 って二つの会社 が非常 に緊密 な関係 を結 んで い

くとい うもの に対 して 、もう一つの形は割合不特

定の人間がネ ッ トワークの 中を介 して 自由に取引

を行ってい くよ うな形 、これ も実際 にあるわけで

す。

商取引の中で全 て戦略提携でできるものではあ

りません。戦略提携 が発生す るよ うな状況 とい う

のは、例 えば自動車会社 が自動車部品 を買 うとい

うよ うな形 で、非常 に定型的 に物 が流れている と

いう状態 です。一方 それ以外 に、例 えば 中古自動

車の在庫 交換や 、絵の取引、不動産の取 引 とか と
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サ ー ビ ス統 合 機 能

情報 を物流 プロセ スな どの他の
要素 と組み 合わせサ ービスを成
立 させる.

メ デ ィア ・ネ ッ トワ ー ク

物理的 インフラス トラクチ ャの
上に機 材を用意 し定型的なサ ー
ビスを提 供する.

物 理 的 イ ン フ ラ

ス トラ ク チ ャ

Rightofwayを 確 保 ・提供

ビジネスの展開

グー どンτ微

テ レマー ケ
テ ィング会社

カ タログ通販会社

Q菊 月サ_ビ ス

ノ デ ィア'
イン フラr推 璽

電話 サー ヒス

ビデオテ ックス

電話型

ナ ー ど ズ ・

ユ　は

㍍ ζ議 ト

・プ ライベー ト

NW構 築 して

サ ー ヒス 提供

ノ デ ィ ア 翻

ニフテ ィ

ステーシ ョン

VISA・NW

全 銀 ネ ッ ト

番 組 配 信 会 社

インターネット

集中処理型 分散処理型

1994byJiroKokuryo

図5電 子市場型

プ ラ ッ トフ ォー ム の 機 能

取引相手の探索

信用(情 報)提 供

経済価値評価

標準取引手順の提供

固定費の変動費化

関連資料
今井賢一 ・國領二郎編(1994)
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図6プ ラ ッ トフォームの形態
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い うよ うな、非常 に散 発的に しか取引 が行われな

いよ うな関係の時 に、コンピュー タネ ッ トワーク

の中で取引が成立す るためには どうい う条件が必

要なの かとい うことが問題です。

これ もコンピュータネ ッ トワークの技術の方 を

中心 にやってい らっ しゃる方 が、割合ユ ー トピア

的にお考 えになるの は、 コンピュー タネ ッ トワー

クとい うものがあ りさえすれば 、インターネ ッ ト

があ りさえすれば、その上です ぐに自由な取引が

で き上がってい くので はないかとい うことだと思

います。 しか し、実際 には、 ここに書 いてあ りま

す ような機能(図6)が 、社会的にど こかで作 り

込 まれていない限 り、ネ ッ トワークの上での取引

というのは成立 していか ないだろうと思 います。

最初が取引相手の探索 、これはもう自明のよ う

な気が します。一体どこに自分の欲 しい ものを売

ってい る人がいるのか、一体 どこに自分のお客様

がいるのかということを探索す る機能がなければ

いけません。二番 目、 これが一番重要 なような気

が しますけれ ども、ネ ッ トワークの反対側 に見え

る人間 とか会社が果た して信用で きるのかど うか。

パ ソコン通信上の詐欺の よ うな話 がよ く指摘 され

ます けれ ども、ネ ッ トワークの上で相手が信用で

きるかで きないか とい うことを保証 してい くよ う

な存在 が必要です。 それか ら、流れて いる商品の

経済価値が一体 どれ ぐらいあるのかということを

評価す る存在 というのが必要 になります。 それか

ら、標準取引手順の提供 ですけれ ども、ランダム

にいつ も違 う相手 と取 引 をす るときに、いつ も取

引手順 が違 っているとコス トが高 くつ き過 ぎて上

手 くいかない。これの標準的なもの を提供す る機

能 とい うのが必要で しょう。最後は、ネ ッ トワー

クの固定費 を変動化す る要素 というもの も大 きい

と思います。

ポ イン トは、 こうい う機能 を満たすよ うな社会

的な存在 が色 々出て きてい る。現在、今井賢一先

生 と一緒 に 「プラッ トフォーム ・ビジネス」 とい

うコンセプ トを追いかけてお りますが、単 に物理

的なネ ッ トワークが あるだけではなくて、その上

に先ほど申 し上げた必要 な機能 を追加 して、その

上で世の中における企業間の取 引関係 を活性化 さ

せ るような ビジネスが今必 要 とされてい ます し、

色 々な形 で出て きていると思 います。時間がない

ので余 り細 かくお話 しできません けれども、 ここ

で も分散処理 ネ ッ トワークとい うものがオポチ ュ

ニテ ィとして出て きてお ります。従来は、プラ ッ

トフォームの機能 を提供す る ときに、コンピュー

タネ ッ トワークその もの も一緒 に提供 しなければ

サー ビスがで きなか った。オー クネ ッ トとい う中

古 自動車のオークシ ョンをネ ッ トワーク上でや る

とい う、この業界では有名な会社 があるわけです

けれ ども、そこも自分で専用線 を借 りて コンピュ

ータネ ットワー クを張 って、 その上にオークシ ョ

ン機能 を追加 して初めて取 引 を成 立 させ るような

形 になってお ります。

それに対 して、今 ここが(電 子市場型 の中の メ

デ ィア特化型=①)切 り離 され た形のサー ビスが、

これ も情報ハ イウエ イの上 に整備 されて きて、メ

デ ィアの ところが インフラ的 な形で提供 され るよ

うになって きた段階 で② が切 り離 されて、 自分の

ところは取 引を成立 させ るとい うサービスの部分

に特化 して付加価値 をつけてい こうというような

会社 が出て きております。 これ も新 聞紙上でよ く

出て きます、例 えば ミス ミさん とい う金型部品の

会社 が、パ ソコ ン通信 を使 って取 引先 とベ ンダを

結んでいこうとい うことを、完 全 アウ トソースベ

ースでやっていこ うということを されてお ります

し、今、実際の もの というよりは期待感 を込めて

インターネ ッ ト上の色 々な取 引が言われているわ

けですが、こうい うもの も今後 どん どん出て くる

で あろうということだと思い ます。

先 ほ どアメ リカにお ける標準 システムとかネ ッ

トワー クの使 い方 とい うもの が、80年 代の後 半

に非常に普及 して きたということを申 し上 げま し

たけれ ども、これはや は りアメ リカにおけ る経営

パ ラダイムの革新(図7)と 非常 に密接に関連 し

ていると思 います。 こういった経営パ ラダイムの

転換の部分抜 きに情報 ネ ッ トワークの部分だけを
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・に お} の

・中 核 的機 能 ・事 業 に 集 中投 資 。

一揮

・自社が優位 にない事業 ・機 能 を外部 化。 ア ウ トソース 。

他社商 品 との 組み合わせ を前提 と した商 品開発 。

・専 門化 し専門領域での高 い シ ェア を狙 う。

・戦 略提携で最良の資 源の組 み合わせ 。

製版同盟に よる商品開発 か ら販売 までの シー ム レス化 。

・事業部 単位のM&Aで 人 間 ごと再編 。雇 用不安 をな くす。
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図7米 国にお ける一連の事業再編運動

分散処理情報 ネ ッ トワー ク時代 の経営

「囲 い込 み」経営

人材/ベ ンダ/チ ャネルの囲い込み

独 自仕様 インター フェー ス

▼
囲い込み型ネットワーク分業

高固定費=高 成長指向

多 角化 ・総 合 化 へ の プ レ ッシ ャー

フルライン商品戦略
人を養うために事業を増やす
チャネル維持の為に商品増やす

複雑な組織構造
複雑な人事体系
増大するシステム間の矛盾
増大す る組織の 自己防衛

オーブ ン型 経営

自社の中核業務に資源を集中投入
外部資源の徹底利用

標準インターフェース徹底利用

↓
開放構造型 ネッ トワーク分業

低固定費=高 利益指向

専 門化 ・分業 化

外注化
戦略的提携
M&Aに よる再編成

シンプル で効 率 的な構造

明快な 人事 考課
矛盾の 少ない組 織

風通 しの良い人 的 ネ ッ トワーク

ゑ歳迦=穰 鎚『存ネッ済クーク㎡罐 をテポ一戸
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図8分 散処理情報ネッ トワーク時代の経営
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考 えてみても、 日本の発展 とい うもの を図ること

はで きないのではないか ということを考 えておる

わけです。

これ はほかの方が別の コ ンテクス トで議論 され

てお りますが、「会社 の資源の投資先 を自分の中

核業務の ところに集中 させ ていこう、中核業務以

外の ところは大胆 にほかの会社 に任せ ていこう」

とい う経営パ ラダイムがあ ります。 これはきれい

事 とい うよ りは、 アメ リカにお きま して80年 代

に、収益性の低 い事業 を抱 え込 んでい ます と乗 っ

取 られて しまうとか 、非 常 に不景気 だ ったので 、

固定費 を持 っていると倒 産 して しまうとい う切羽

詰 まった状況があって こ ういうことが進んでいっ

たわけです。 こういった外部資源 を活用 した経営

というものを、先 ほどの標準 システムを使った戦

略 的提携で非常に ローコス トで進めてい く。提携

関係 というのを機動 的に色 々な会社 と作 っていく

ことがで きるというニーズ とテクノロジーの融合

の中で、経営 パ ラダイムの根本的 な転換 が起 こっ

て、その 中で標準 システム とい うものが使われて

い ったということだろうと思 います。

この考 え方 を整理 した ものが、「分散処理情報

ネ ッ トワーク時代の経営」(図8)と い うことに

なるのではないか と思 います。従来の経営パ ラダ

イムが、「自社の戦略 に とって重要で あるものは

なるべ く自社の 中に抱 え込 んでお こう」 と言 うも

のだった。抱 え込んで独 自の仕事のやり方につい

て改善 を積み重ねて自社 内とかグループ内では非

常にパ フ ォーマ ンスのいいシステムを作 ってい く

とい う考 え方です。 これは 日本 だけでな くてアメ

リカの60年 代 の大企業 は大体 この発想で きてい

るわ けです。 こういう考 え方の経営が一方であっ

た。 ところが、 これが固定費 とか際限のない多角

化のニ ーズの圧力がかかって うまくいかな くなっ

て きてい る。

これ に対 して新 しい発想 の考 え方 とい うの が、

「オー プン型経営」 と私 は呼 んで いるのですけれ

ども、徹底 的に外部資源 を使 ってい こうとい うも

のです。 ここで、徹底的に外部資源 を使 ってい く

ためには、自社 がよその会社 と情報のや り取 りを

す るような場合 、仕事の手順 その もの を、提携関

係が組みやす いような構造 を初 めか ら作 ってお く

必要があ る。 システムでいきます と、標準 システ

ムを初めか ら使 っておかないと、新 たな提携 関係

を結ぼ うと思った会社 と情報の交換 を始め ようと

思ったときに大 変なコス トがかか って しまうわけ

です。常 日頃か らオープンなインタフェースとい

うもの を使 って、会社の構造 を開放的な構造に し

てお くこと。 これ をや らない限 り、急に外部資源

を使 った経営 をや ろうと思ってもで きないわけで

す。 とい うことで、標準 システムが非常に普及 し

たとい うことと、アメリカで外部資源依存型の経

営が広 がったとい うこととは密接不可分に関係 し

てい るとい うことを、 ここで申 し上 げたいと思 い

ます。

日本が これか らよって立 とうと思って いるよ う

なハ イテク産業 、大規模なシステムが非常に速 い

スピー ドで進 化す るというよ うな業界の色 々なパ

ーツを組み合 わせなければいけない ような商品に

ついて、すべての部分で 自社 が他社 よりも優れて

いるシステムを作 ろうと思 うの は非現実 的なわけ

です。ですか ら、戦略 的提携 で外部の その時点で

最 も優れた りソースと自社の リソースを組み合わ

せて、提携関係の 中で競争力のある商品 とい うも

のを提供 していか なければなりませ ん。その中で 、

常 日頃、自分の会社の構造 、システムの作 り方 に

標準的 なシステムを使 って、外 と提携関係 を結 び

やす い状態 を作 ってい ることが大事 だと思います。

以上 が私の論点 で ござい ます。 どうも失礼致 しま

した。(拍 手)

一43一

]



1



講 演

『CALSの 現状 と実現に向けての課題』

宇宙開発事業団 参事

水 田 浩





講 演CALSの 現状と実現に向けての課題

宇宙開発事業団 参事

水 田 浩

御紹 介頂 きま した水田 と

申 します。

CALSの 現 状 と実現 の

ための課題 につ いてお話 し

たい と思 い ます。 ここで 申

し上 げ るの はほ とん どカ タ

ログデ ー タで ご ざい ま して 、

それ以上お知 りにな りたい方 は、ぜひJEIDA

研究会に御参加 くだ さい。

まず、CALSの 現 状 です が、一言 で言 うと、

DefenseのCALSか らCommercialのCALS、

アメ リカで言 えば、DOD(国 防総省)か らDO

C(商 務省)へ 移 りがけているところです。NI

I(NationalInforrnationInfrastmctUre)を 皆様御

存 じだ と思い ますが、その 中の テーマは7つ です。

こ の 中 で 、 製 造 技 術 、 環 境 監 視 、 医 療 、

ElectronicCommerce、 行政情報化、 これ らがC

ALSに 関係 してお ります(図1)。 ひ とまとめ

にす るのか、 それぞれで走 るのかのは、私 には ま

だよくわかりませ ん。

今、アメ リカのDODが 直接予算を上げている

のは約1,000億 円 ぐらい。 その普及効果が大体10

倍 ぐらいになって、GNPで は1兆 円ぐらい。そ

れが政府調達のよ うな ノンデ ィフェンスに移 ると

100倍 ぐらい、民間ベ ース に移 るとその100倍 と

い う予想 を立てているようです(図2)。

DefenseCALS(図3)で は、とにかく戦わ

なければな りませんので 、品質 が最高であればよ

く、お金 は問わ ないのです が、CommercialCA

LSで は、とにか く値段 が安 くなければだめだ と

い う体質に移 ります。

今の ところCommercialCALSの 繊(図4)

は、 この よ うに なって い るといわれてお ります。

CALSは アメ リカにとって も、日本、 ヨーロッ

パにとって も恐 らく自分の国の産業 が生 き延びる

ための世界戦略 とい う位置づけに なると思い ます。

そのために使 う基盤技術 はコンカレン ト・エ ンジ

ニア リングです。 それ を実施す るのに必要 な情報

交換 にEDIとSTEPを 使い ます。それ をアメ

リカの場合 はNationalSuperHighwayと い うハ ー

ドウェアとNationalInformationInfrastuctUreと い

うソフ トウェアの上に載せ る。 そ して、エ ンター

プライズ ・インテグレーシ ョンとコーポ レー ト・

イン フ ォメ ー シ ョン ・マ ネ ジメ ン ト(CIM)、

物造 りではない方の、 日本語で言 うとリエ ンジニ

ア リングとい うCIMとEIと を使 っての共同運

用の環境 でやろ うとい うことです。

もう一つ、その プロ トタイプですが、戦略を組

むために、ネ ッ トワーク上で ア トランダムにパ ー

トナを組んで物 をつ くることがで きるか実証 して

みようとい うの がアジール ・マニ ュファクチ ャリ

ングです。本 当にそれがで きれ ば、Commercial

CALSを インフラとして仕事がで きるとい うこ

とで、ElectronicCommerceと 言 ってい ます。C

ALSを 実施 してElectronicCommerceへ 向 かっ

て行 こ うとい うの がCommercialCALSの 考 え

です。

ですか ら、DefenseCALSの 場合 は、兵器 シ

ステムを納 める時間 を短 くして、 コス トを少な く

して、評 判の悪 い品質 を向上 させ ることが目的で

あったわけです が、コマーシャルに移 ろ うとして

いるCALSは 、グローバル なインフォメー シ ョ

ン ・インフラス トラクチ ャの国際 標準 をつ くる一

種の ドライビング ・フォースに しようという戦略

です。そ して、情報 インフラの研究 開発 、その他

いろい ろ巨大 な投資 をするための理 由付 けに もな

ると思い ます。 いろい ろなもの を提供 しますか ら、

1兆 円、100兆 円 とい うよ うなマーケ ッ トを提供
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す る と 考 えて 、 そ こで ソ フ トウ ェ ア が ど ん ど ん で

き れ ば 、 そ れ は 世 界 に 向 か っ て 売 っ て い け る と い

う戦 略 で す(図5、 図6)。

CALSの 主 な プ ロ ジ ェ ク トは 、 大 体 こ の 三 本

立 て で し た 。JointCALSは 、 陸 ・海 ・空 を 含

め た統 合CALSを や る プ ロ ジ ェ ク トで 、 こ れ ば

技 術 マ ニ ュ ア ル が 中 心 で す 。 そ れ か らJEDMI

CS(JointEngineeringDataManagment

InformationandControlSystem)、 これ は エ ン ジ ニ

ア リ ン グ ・デ ー タ ・マ ネ ジ メ ン ト ・シ ス テ ム の 開

発 、 これ も ジ ョ イ ン トと い う形 に な っ て お り ま す 。

そ れ か らFCIM(FlexibleCIM)、 この 三 本 立

て で す 。 ア メ リ カ のCALSの ベ ー ス に な る プ ロ

ジ ェ ク トは こ う い う形 で す 。 で す か ら 、 い ろ い ろ

な ソ フ トウ ェ ア ・プ ロ ダ ク トが 出 て き て い ま す 。

現 在 話 題 と な っ て い る エ ン ジ ニ ア リ ン グ ・デ ー

タ ・マ ネ ジ メ ン ト関 係 の プ ロ ダ ク トも 、EDMと

言 っ た み た り 、PDMと い う の も あ り ます け れ ど

も 、 そ う い う ソ フ トウ ェ ア が10本 近 くで き て お

り ます(図7)。

実 際 に 出 て き たCommercialCALSの プ ロ ジ

ェ ク ト(図8)の 例 と し て は 、NASAMIL-

R-28002と い う ス タ ン ダ ー ドを使 う こ と に な っ

た と い う こ と で す 。

ボ ー イ ン グ777の 場 合 は(図9)、 国 が お 金 を

出 した わ け で は あ り ませ ん の で 、 これ がCALS

で あ る と ボ ー イ ン グ が 言 っ て い る か ど う か わ か り

ま せ ん け れ ど も 、 商 務 省 の 方 は 、 ボ ー イ ン グ777

がCommercialCALSと して い い 例 で あ る と 言

っ て い ます 。

そ れ に 負 け て は い け な い と い う こ と で 、 ヨ ー ロ

ッパ の 方 は 、 こ れ が 来 年 か ら ス タ ー トす る プ ロ ジ

ェ ク トで 、AdvancedInformationTechnologyin

ManufacturingandDesign(図10)で あ り ま す 。

四 つ の 段 階 に 分 か れ て お り ま して 、 プ ロ ダ ク トの

デ フ ィニ シ ョ ン と モ デ リ ン グ と 製 造 と ロ ジ ス テ ィ

ッ ク ス で あ り ま す 。 も う一 つ 下 に イ ン フ ォ メ ー シ

ョ ン ・マ ネ ジ メ ン トが あ り ま す 。 オ ー ル ヨー ロ ッ

パ で や ろ う と い う考 えで す 。

各段階 の今始 まっているサ ブプロジェク ト(図

11)は この様な ものです。 プロダク トのモデ リン

グの ところです と、DigitnlMoek-upだ とか、c

ADの もう少 しよくした もの、CADとCAEと

の イ ンタフェース、コ ンフ ィギュ レーシ ョン ・マ

ネジメン ト、マニュ ファクチ ャ リング ・エ ンジニ

ア リングもそうです。それか ら、プ ロダクション

の コ ン トロール ・ロジステ ィックス。 日本に比べ

て、 ヨーロッパの方 が ロジステ ィックスは、兵隊

をうんと持ってい るだけ進んでい るよ うです。 そ

れか らインフォメー シ ョン ・マ ネジメ ン ト、これ

は 日本で も同 じだ と思 います。

いずれに しろ、コンカレン ト・エ ンジニアリン

グをや るために、欧 州内で国際的に どうす るかと

い うことです。 ヨーロ ッパ全体の生 き延 び策 とし

て各企業 か らいろい ろな提 案 が出て お ります し、

ユー リカプロジェク トのよ うに、EUが サポー ト

する研究開発 もあ ります。AITは 今持 っている

インフ ォメーシ ョン ・テクノロジをベースにして

来年 か ら力 を入れ ようと しているのがツール ・ボ

ックスとい うものです(図12)。

ど うい う企業が参 加 して い るか(図13)と い

うと、 ヨーロッパのオ ール自動車企業のよ うにな

ってお り、 そこに航空宇宙 関係の企業 も入ってい

ます。ですか ら、自動車産業 で うま くいけば、そ

の まま航空宇宙 に移せ るとい う意図があるように

思 えます。

結局 は、今の ソフ トウェア開発の 戦いの場 は、

デ ジタルで製品デー タを作 ったところが世界 を牛

耳れ る観点か ら、覇権 を競 った開発競争 をやって

い ると見ていいと思 います。それ がここではST

EPと 言 える よ うな もの だ と思 い ます(図14、

図15)。

1年 に1回 、CALSの 技術の集大成がアメ リ

カで 、CALSEXPO(図16、 図17、 図18)

と して行 われ ます。 今年は12月 の5日 か らロン

グビーチで 開催 され ます。3,000人 ぐらい集 まり

ます。その 中で注意すべ き点 はこの4つ です。

一つは、Meta-dataExchangeInitiative(ME
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1)と いう組織 がつ くられ ます。 そこでMeta-

dataを 定義すれば、マ シー ンを選ばず、 ソフ トを

選ばず、物 が作 れるとい うところまで検討 しよう

ということです。

二つ 目は、IntemationalCALSで 、 ヨーロッ

パ もアメ リカもアジア も1票 ずつ持つ体制 が検討

され るはずです。

三つ 目は、今申 し上げ ま したようにDefenseC

ALSとCommercialCALSを 別々に行 うのか

一つ にして行 うのか検討 されて いるよ うです。 ど

うもDefenseCALSの 方 は、ほかの防衛 産業 と

同 じように、投入 した金額 に対 して効果 が上がっ

てないという評価 もされ ています。

最 後 がEDIとCALSとElectronic

Commerceの 流 れ です。 以前 はEDIとECは 、

EDIが フォーマ ッ トが しっか り してい る場合 、

ECは どち らかとい うとノンフォーマ ッ トでやる

ような話 をしていたのですけれど も、 どうもそ う

で はな くなって きま して、EDIが ビジネス ・プ

ロ トコルで フォーマ ッ トが しっか りしている。そ

の上にCALSと い う技 術情報 を載せて さらに幅

を広げるとい うことです。つ まり、紙 を使わ ない

でや るビジネスを全 て含 んでCommercialCAL

Sの 事 をECと 呼 ぶ よ うにな って い るようです 。

この4つ が恐 らくCALSEXPOの ロング ビ

ーチの注意すべ き点 だと思 います。 そうい う情報

を探 して持って帰 ろ うと思 っています。

次 に、実現 の ための課題(図19)で す が、 こ

こでは問題提起 ではな く解決策につ いてお話 しし

よ うと思います。

システム工学 をや られて いる方には常識 で しょ

うけれ ども、 ここに挙 げ ま した10ぐ らいの、チ

ェック リス トの ような もの があります。 あること

をやるために、 これはある、これはないと自分の

技術 を評価 して、半分 なか ったらやめた方がいい

とい う話 にな るの だ ろ うと思 い ます。 こ うい う

10ぐ らいの項 目でCALSを チ ェ ック してみ ま

す。

その前 にJEIDA研 究会(図20、 図21)の

話 を させ て頂 きます。JEIDAで やって頂いた

CALS研 究会 は、90人 を超 えるよ うに な りつ

つあ ります。 ものや システムを発注す る調達の グ

ループ と、それ を受 ける供給 グル ープ、それか ら

情報技術 グル ーフ.、今増 えているのは調達 と情報

技術 です。登録 され てい る方 も90人 近 くな って

います。

何 をや っ たか(図22)で す が、 アメ リカの

3,000人 ぐ らい集 まるCALSEXPOに 行 って

資料 を集め、沢 山のその勉強結果 をCALS技 術

セ ミナーで発表 し、皆 さんの御意 見 を聞いたの が

去年です。二番 目は、CALSは 標準化 と言われ

るぐ らい標準 を使 ってい ますので、CALSの 基

礎 となる標準 を翻訳 しま した。次 にCALSを 導

入すべ きか について、調査報告書 を出 してお りま

す。最後 に先 日のCALSJAPANの 午後の

セ ッシ ョンで 中間報告 をさせて頂いてお ります。

来年 にで きれば という話ですが、JEIDAで

発表 す るかど うかは別 に して、CALS研 究会で

今盛 んに仕事 を していますのは、入門書や標準書 、

CALS導 入の ガイ ドブ ック、調達 のガイ ドブ ッ

ク、それか ら調達案、情報技術、そ うい う本 が出

て くると思い ます。 また、国 も含めて推進 会議 と

研究組合が発足す る予定です。 もう一つ、通産 省

の プロジェク トがスター トします。 また、CAL

SPACIFIC,95を 開催 します(図23)。

CALSの 行 き着 く先は、真 ん中に自動車で も

ロケ ッ トで も発電所で も何で もいいのです が、紙

を一斉使わ ないでネ ッ トワークの 中で作 る情報社

会にな ることです(図24)。 社会的 な インパ ク ト、

それ か ら個人の会社への インパク トがど うい うも

のか、法律 をどう変 えなければな らないか を、実

際 にや ってみ ないこ とには言 えないので10年 が

か りでや ってい るの がCALSで あります。

CALSの 基本 的 な概念(図25)は 、 あ らゆ

るデー タは一度 しかつ くらない、そ して何度 も使

うことを徹底す ることです。それか ら製品 デー タ

は共有す る。共有ほど 日本人の不得意 なことはな

い気 も しますが、一方で は、共有 こそ 日本の製造
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技術 を支 えているんだとい う言い方 もあり、 これ

はやってみ なければわか らないと思います。 まず

最初 にや るのが、共有のための情報の インタフェ

ースを確立 することです。 これは設計か ら廃棄 ま

で 、各段階 でいろい ろな情報がで きます。それ を

各段階 の壁 を破 って、情報 が共有 できるように イ

ンタフェースをつ くるとい うことです。それがで

きた ら統合 しようということです。

開発戦 略(図26)も シ ンプル で、 これ は万 国

共通 だと思 います。要す るに、方針 とか指導 とか

標準 は、一国では一つの組織 で決 める。 これ がバ

ラバ ラになると標準 がバ ラバ ラにな ります。 ただ

し、政府か ら出て くる開発 プロジェク トはそれぞ

れの プロジェク トでや って くだ さいとい うことで

す。今申 し上げ ましたように、自動化 と統合 とフ

ェーズ を二つに分 けてや ります。技術 ・方針 ・法

律 などあ らゆ る問題 が出て きます。 それは1年 や

2年 で解決で きるよ うな問題ではないと思い ます

けれ ども、官 と民 との共同で解決 します。技術 に

関す る限 り民間の方 で リーダー シップをとること

になってい ます。

次 は方 法についてです(図27)。 これ はか な り

主観的ですが、機能 は4つ で、調達 、設計、製造、

ロジステ ィックスの形 になると思います。調 達で

はEDIと 古い意味 でのElectronicCommerceを

使い ます。設計では コンカ レン ト・エ ンジニ ア リ

ング、 これはSTEPが 中心 になります。製造 は

今 日本 が世界一で しょうか ら、製造工学 、品質工

学 とをぜ ひCALSに 生 か して頂 きたいと思 いま

す。 それか ら、ロジステ ィックスは戦争す る国 し

か経験 が なく、 日本 には ソフ トウェアがあ りませ

んので、欧米の ソフ トを頂 こうとい うことで す。

この4つ の方 法の 間で情報 交換 す るため に は、

どうして もデ ジタル化 、構造化 された情報 が必要

なので、SGMLを 使 います。で き上が る ドキ ュ

メン トはIETMと い うマルチ メデ ィアのマニ ュ

アル になると思 います。あと、この5つ は全部英

語 でで きてお りますので、 日本語では機械翻訳 が

必要だろ うと思います。

これ を図 に しま した(図28)。 調達 か ら廃棄 ま

で、ライフサイクルの情報 アセスメ ン トをします

と、いろいろなところで インフォメーシ ョン ・ア

イラ ン ド(情 報の孤 島)が で きてお りますの で 、

これ を破 るために自動変換の プロジェク トをやっ

てみ ようとい うことです。

ここに日本の情報 化の調査が あります。SIS、

ダウ ンサ イジ ング、 リエ ンジニ ア リングと情報化

が 目まぐるしく変わ るので企業 はその変化につ い

て行 けな くなって い るよ うです(図29、 図30)。

日本の場合 、EDIも い ろい ろな形で あるので 、

どのEDIにCALSが 乗 っか っていったらいい

のかとい うことです。

調達か ら廃棄 までの ドキュメ ン トを全部集めて

並べてみ ます と、会社 ごと、部門 ごと、全部キ ャ

ラク タも違 うし、フ ォーマ ッ トも違 うということ

が頻発 します。これ を一つに しなければな りませ

ん(図31、 図32)。 これ に恐 らく何10億 というお

金 がかかると思います。 それで も、このよ うな段

階 を経て統合化 しなければなりませ ん。

イメージとしては こうです(図33)。 どこで も

必要な ところの ドキュメン トに仮想空間の中で飛

んでいけるとい う感 じを持 ちた いとい うことです。

基礎 となる標準 はそん なに沢 山あ りません(図

34)。 画像関係の標準 、製 品モデル標準、 これが

STEPで す。それか らイメー ジ関係で、 ラス タ

ーの標準。SGMLの ドキュメ ン ト標準。それか

らCITISと い うサー ビスの標準 でコン トラク

タがその製品の全 うイフサイクルに渡 って維持管

理 しなければ ならない義務 と してのデータベース

の保持 とい うことにな ります けれ ども、そうい う

サービスを新 しく作 ります。

これはJEIDAの 研究 グル ープ活動のほんの

一例 で 、標 準 グル ープが作 った技 術標準書 です

(図35)。 こういうものが沢山出て きます。皆 さん

のお役 に立つ仕事 を しています。

これ は私が言 うことではないか もしれ ませ んが、

とにか くや ってみる しかない と御理解 いただいて、

来年か ら成功例 に したいとい うケースが発足 しま
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す(図36)。

どの よ うに実施す るかはまだ議論の最 中ですが、

この よ うな イメー ジで はないか と私 は思 います

(図37)。 ドキ ュメン トの系統 、プ ロジェク ト管

理 の系統 、コンカレン ト・エ ンジニ アリングの系

統 で、い ろいろなフェーズごとの各企業 間での情

報 交換 が どの くらいうまくい くかが当面開発の主

体になる と思い ます。

もう一 つ、これはぜひお願 い したいと思ってお

りますの が教育訓練 です(図38)。 特 に中小企業

のCALSへ の トレーニ ング、アメ リカでは国が

お金 を出 してや ってお ります。沢山の頭字語 が出

て きますので、それを覚 えるの も大変です。 こう

い うもの を一生懸命教 えています。

これが流れで、EDIか らCALSへ 、CAL

Sか らElectronicCommerceへ とい う流 れです

(図39)。 この場合 はエ ンタープライズ ・イ ンテ

グレーシ ョンですけれ ども、 これ をひ っ くるめ ま

してElectronicCommerceへ という概念 で、いろ

いろなところにCALSの 資源 センターがで きて

います。大体大学の軒先 を借 りているよ うな感 じ

で す。 これ がハ ブ ・ステ ー シ ョンの 中心 に な り、

ハ ブの回 りにスポークがで きまして、その スポー

クを リジ ョナル ・センターと呼んでいます。 これ

は各企業 、中小企業とか、地域の企業 の方が寄 り

集 まって センターを作 り、 そのセンターがハ ブか

らの サポ ー トを受けるとい う組織体系です。

必 要 な実 行 組 織 の案 を示 しま した(図40)。

Meta-dataの 世界で、設計 か ら製造 、ロジステ

ィックスまで全部含めたようなワーキ ンググルー

プが必要で 、国際的にで きるMeta-dataの 組織

に対応 したような組織体系 も要るのではないか と

思 ってお ります。 この中で先ほど申 し上げま した

資源 セ ンターが 日本 に10ヵ 所 ぐらい必要で はな

いかと思 います。 それか ら情報 セ ンターは、CA

LSJAPANで もデモ を行 い ま した よ うに、

既 にで きてい ます。機能は まだ完全ではあ りませ

ん けれ ど も、で きるだけ早 く、12月 中に運用 を

開始 したい と思 ってお ります。それか ら、伝令ゲ

ームの ような、情報 をどんどん渡 していくための

テス トベ ッド ・プロジェク トもや らなければな ら

ないと思い ます。

その ため に こうい う組織団 体がで きますの で、

御参加頂 きたい と思 います(図41)。

ど この企業 で も、EDI部 門、CAD/CAM

部門、何 とか部門 とい うように縦割 りで、ほとん

どが情報 アイラン ドになってお ります。ですか ら、

企業 の中にぜひCALS研 究会 を作 って頂 きたい

と思い ます。今の ところ、社長か らCALSを や

れと任命を受 けた企業 は1社 しか知 りません。い

ずれ そうなって頂 きたいと思い ます(図42)。

この ように、まだCALSは 完全にでき上がっ

たものではな く、いつで きるのか もわか りません。

しか し、 日本 が貢献で きる、つ まりISOの 場 で

競 えるのは、 日本 は製造技術 ではないかと私 は思

ってお ります(図43)。 アメ リカの場合、冷戦後

はISOが 一種の戦 いの場 だとい う戦略を立てて

お りますけれども。

来年の話 をさせ ていただきます と、PACIF

ICJAPAN'94の 経験 を基にCALSE

XPOで す が、それ を来年 はCALSPAC

IFIC'95を 開催 します。で きればCALS

JAPANの 考 えをアジア全体に広 めたCALS

PACIFICと して開催 してみたい と思 ってお

りますので、ぜひ御協力のほ どお願 い します(図

44,45)。

あ りがとうございま した。(拍 手)
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NllとECとCALS

闇闇閨師
行
政
情
報
化

ツ ー ル とサ ー ビス

情 報 ス ー パ ー ハ イ ウエ イ

1兆 円/年

⑭
Defense

CALS

図1CALSの 現状

100兆 円/年

一@-
Non-defense

CALS

図2CALSの 市場規模

一50一

画
由

10000兆 円/年

民 間 製 造 業

Commercial

CALS



DefenseCALS=WARREADlNESS－ 品 質

↓
Commercial:CALS:コ ス ト

1製 品 開 発 期 間 の 短 縮

2製 品 開 発 コ ス トの 低 減

3.品 質 の 改 善

図3CALSの 目的

ビ ジ ョン

実施[鋼
　　　　　

口

toachieve

CetrOnlCOmmerCe

世界戦略

基盤技術

情報交換

技術 とインフラ
FiberOpt.Netwrok,Gll

共同運用環境
Datacreatedonce-used

manytimes

ProductModeltoRobotic

Cells,Partners,CITIS

図4CALS産 業
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複雑 な製品、 システ ムの全 うイフサ イクルに関 して

機 能、プロセ ス、情報 を統合 す る世界共通の運動 で ある。

紙 を使 わ ない ビジ ネ ス ・システ ムで あ る。

1.製 品 開発 期 間 の短 縮

2.製 品 コ ス トの低 減

3.品 質 の 向上

デジタル情報の高度利用

ソフ トウエアの道具 が必要

図5CALSと は何 か

1.仮想企 業の環境 でGllの 国際標 準 を作 る最大 の力で ある。

2情 報 インフラの研究開発 、特に情報 デ ータ交換 、デ ータ統合 、

イ ンターペラ ビリテ イの開発研究 の最大 の駆動 力で ある。

3.Nllの研 究開発 、標準化 、試験、 ビジネス、教育 の最大の市場

である。

4.政府 、産業界、国際標 準関係者 、情報 産業界 、国際機 関 など

に非常に大 きな影 響 を与 えてい る。

－CALSの 父 －DanielS .ApPleton-CALSJAPAN'94

図6CALSは 何 か
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1.JointCALS-一 技 術 マ ニ ュ ア ル

ー 陸 軍 が 中 心 と な っ て 進 め て い る 。

2.JEDMICS(JointEngineeringDataMangement

lnformationandControlSystem)一 一技 術 デ ータ 管 理

一 海 軍 が 中 心

3.FCiM(FlexibleCIM)一 －CIM

－ 海 軍 が 中 心

図7CALSプ ロジェク ト

マ
琴 NASA

TheNationaSAeronauticsandSpace

Administration(NASA)hasrecently

メ き 二 二 ご 。file。,
MIL-R-28002forraster.

1RMDirectiveOSF94.2is

contractuallyrequiredforthe

SpaceStation.

図8NASA
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ADigitalAirplane--CommercialCALS

す べ て の 製 品 デ ー タ は ボ ー イ ン グ社 が 作 成 、 管 理 。

1.IBMの 大 型 コ ン ピ ュ ー タ19台

2.WS:2200台

3.米 日英 技 術 者:4000人(ネ ッ トワ ー ク で)

4.部 品 数1約300万 個

5.搭 載 す る コ ン ピ ュ ー タ=200台(独 立3系 統)

6.プ ロ ジ ェ ク トの 期 間:4年 間

7.参 加 国:17ケ 国

8.プ ロ ジ ェ ク トの 経 費:約30-40億 ドル

図9Boeing777
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AdvancedlnformationTechnologyin・DesignandManufacturing

1.ProductModelling

1)DigitalMock-up
2)EnhancedCADsystems
3)InterfaceCAD!CAE

4)ProductconfigurationManagement

2.ManufacturingEngineering
1)Simulationplatformofautomationdevice .s
2)lntegrationofprocessplanningactivities

3)Manufacturingondifferentproductionsites
4)Managementofmanufacturingdata

3.ProductionControlandLogistics

1)Flexibleproductionandlogisticprocesses

2)Management◎factivitiesperformedonshopfloorlevel

4.lnformationManagement
1)ProductdatastandardsandSTEPevaluation
2)lnformation/DataManagement
3)Knowledgecollectionandutilisation
4)ITanClTelecommunicationtoolsforConcurrentEngineering

図11AIT-lnitiative(2)
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十Dassa・lt

QRenault

⇔

十DASA

coordinatedby

Daimlgr・Benz

図13AIT-lnitiative(4)

1990年 代

1980年 代

1970年 代

ユ ー ザ ・イ ン タ フ ェ ー ス

フ レイ ム ワ ー ク

製品 データ

巨]巨]座 ヨー)M
言語

サ ー ビ ス

OS

ハ ー ドウ エ ア

統 合 メカニズム

個 々の アプ リ

ケー ション技術

伝 統的 なコン

ピュータ環境

図14製 品 デー タか ら見 たデータ管理体系
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META-DATA

META-DATA

META-DATA

A もの(シ ス テ ム)を つ くる

ll 1 1 1 1
ものを

調達する

ものを

設計する

ものを

製造する

ものを

供給する

ものを

運用する

ものを

維持する
もの を

廃棄する

STEP

REAL

DATA
EC!EDI

8会R" 8会ζ' 巨]回 画

図15CEの ための情報の統合

注 目 す べ き こ と

1.Meta-dataExchangelnitiative(MEI)

'94が 結 成 さ れ る
。

2」nternationalCALSCongress(ICC)が

結 成 さ れ る 。

3DefenseCALSとCommercialCALS

が 議 論 さ れ る 。

4.EDIとCALSとElectronicCommerce

の 関 連 が 議 論 さ れ る 。

図16CALSEXPO'94(ロ ン グ ビ ー チ)



lntegratingtheGlobalEnterprise!

12月5日(月)

Tutorials

T1:CALSIO1-Understandingthe

OpPortunity

T2:CALA201-CALSImplementaion

GuidanceforAcquisitionManagers

-HowdoTheydothat?Anadvan-

cedcourse

T3:EC/EDl

T4:SGMLandtheMIL-28001Appli-

cation

T5=STEP

T6:StandardsforCALS-Stopand

SmelltheStandards

T7:Enterpriselntegration-CALS

Architecture;TheDoD

EnterpriseModeI

T8:ConcurrentEngineering

T9:lnternet-SpontaneousElectro-

nicCommerceonthelnternet

TIO:BPR/ABC/1DEF・ ・Business

ProcessReengineeringand

lDEFModeling

図17CALSEXPO,94(ロ ン グ ビ ー チ)(D

12月6日(火)

1.Welcome&OpeningRemarks

2.KeynoteAddress

3.lndustryKeynote-CommercialCALSintheAirlinelndustry

4.CALS&DefenseEnterpriselntegration
5.CALS-EnterpriselntegrationinEuropeanManufacturing

6.lnitiativeforElectronicCommer'ce

7.CALSinDefensePrograms

12月8日(木)

8.OpeningRemarks&theCALSISGExecutiveAdvisoryCouncil

9.lmplementationPlansforDefenseEnterpriselntegration/CALS

10.Panel:CALS&theGlobalVision

1)Europeanlntegration/lmplementationofCALSlnitiative

2)lnternationalCALS/ElectronicCommerce

3)CALSinWorldwideDefenseLogistics

4)CALS&theInternet-MultトnationalBusinessOpportunities

11.ClosingRemarks 、

図18CALSEXPO「94(ロ ン グ ビ ー チ)(2)
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1.概 念(Concept)

2.方 法(Method)

3.ツ ー ノレ(Tool)

4.手 川頁(Procedure)一 －GuideBook

5.標 準(Standard)

6.成 功 例(SuccessStory)

7.教 育 訓 練(Education&Training)

8.学 ん だ 教 訓(LessonLearned)

9.実 行 組 織(Organization)

10.実 行 の た め の 資 源(Resources)

図19実 現のための課題

1.JEIDACALS研 究 会 は1991年4月 に発 足 した 。

2.J日DACALS研 究 会 はCALSEXPO'91,92,93とCALSEUROPE'92

93,94とCALSPACIFIC'92,94に 代 表 を派 遣 した。

3.JEIDACALS研 究会 はCALS標 準 と国 内標 準 の 対比 を1992年1月 まで

行 った。

4.JEIDACALS研 究 会 は 国 内のCALS関 連情 報 技 術 の 調 査 を1992年8月

ま で 行 った 。

5.第1回 のCALS技 術 セ ミナ ー を1993年4月12-13日 機 械 振 興 会 館 の

会議 室 行 った 。

6.JEIDACALS研 究 会 は1994年1月 に組織 を改 革 し、 す べ て の産 業 界 か ら

の 参 加 を図 った 。

7.JEIDACALS研 究 会 は関連 機 関 にCALSへ の参 加 を要 請 した 。

8.CALSJAPAN'94を 開催 した。

図20JEIDACALS研 究会 の活動
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日本 のCALS体 制
JE旧ACALS研 究 会

事務局

ALSJAPAN'94実 行委 員会

一企画 部 会

一プ ロ グ ラム部会

一展示 運 営部 会

情 報 セ ン ターWG

JEIDAテ ー マ コー ナWG

CALSサ ロ ンWG

約80名

WG1一 調 達 側WG

WG2一 供 給 側WG

WG3一 情 報 技 術WG

図21CALSの 推 進組織

1.CALSEXPO'92の レ ビ ュ ー(1)(2)

2.CALS標 準 文 書 の 翻 訳

1)MIL-HDBK-59BCALS開 発 ガ イ ド

2)MlL-STD-1388-2Bロ ジ ス チ ッ ク ス支 援 解 析 記 録

3)MlL-STD・-974CITIS機 能 仕 様 書

4)MIL-STD-1840B技 術 情 報 の 自動 変 換

3.CALSの 研 究 に 関 す る 調 査 報 告 書(94一 計 一14)

4.CALS研 究会 中 間 報 告

図22JEIDACAしS研 究会の成果

一60一



1.JEIDACALS研 究会 の 成 果

1)CALS入 門 書

2)CALS標 準 書

3)CALS導 入 ガ イ ドブ ッ ク

4)CALS調 達 ガ イ ドブ ッ ク

5)日 本 の 調 達 案

6)日 本 の供 給案

7)日 本 の情 報技 術

8)日 本 のCALSプ ロ ジ ェ ク ト案

2.CALS推 進 会 議 ・研 究 組 合 発 足

3.通 産 省CALSプ ロ ジェ ク トス ター ト

4.CALSPACIFIC'95開 催

図23来 年度計画

21世 紀の製造業 仮 想事業体 のプロ トタイプ

ライ フサ イク ル

ア セ ス メ ン ト

図24CALSの ビジョン
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1.デ ー タ は 一 度 つ く り 、 幾 度 も使 う 。

2.製 品 デ ー タ を共 有 す る た め に 、共 通 の

イ ン ター フ ェ イ ス を確 立 す る。

3.プ ロセ スの 統 合 を容 易 に す る 。

図25CALSの 基本概念

1.方針 、指 導 、標 準 化 を中央 に集 中 す る。

2.開 発 は分 散 で 行 な う。

3.技 術 、方 針 、 法律 な どの 問 題 は

官 と民 との共 同 で解 決 す る。

4.自 動 化 と統 合 の2つ の段 階 に分 け て

実 行 す る。

5.技 術 的 な リー ダー シ ップ は民 が取 る。

図26CALSの 開発戦略



ContinuousAcquisitionandLifecycleSupport

PL法,環 境 保 全 法

1調 達 一… 一一一…EC/ED十 一 ー ー ー レ

2.設 計 一ー一 一 … 一 一一 一ーー－CE-一 ーー 一

3製 造 … 品 質 工 学

4.ロ ジ ス テ ック ス ー 一一 ・・一・一 一・-ILS －一

籠:輪 ㍗6機 械翻訳
lLS:lntegratgdLoglstlcSupPort

SGML:StandardGenera|lzedMarkupLanguage

tETM:lnteractiveElectronlcTechnlcalManual

5.

文書

SGML

IETM

図27CALSの 方法

情報の孤島

製品 ・システムの

ライフサイクル

プロジェク ト管理

コンカレン ト・

エンジニア リング

技術文書

データベース

ネ ッ トワ ー ク

〆
調達'〔 設計;「'〔 納入〕(運 用〕 〔廃棄〕＼ ノ 人製 造 ノ

(IIEE)

EDl

○

ILS

1ETM

⊂⊃

図28情 報の自動変換
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EDISTANDARD

EDIFACT

ANSIX12

Cll/EIAJ

J/JCA

OtherlndustrySTD

Private

日本

0.5%

0.5

12.1

28.0

12.6

45.9

米 国

0.3%

74.0

5

2

4

1

2

1.日本 はCll!EIAJ標 準 とJ/JCA標 準 に2分 されている。

2.日本のデータは1992年 情報管理協会第2回EDI調 査(回 答企業数338)

3.米 国のデータはデンバー大学1993年ED1調 査

図29EDIの 利用状 態

SIS ダ ウ ンサ イ ジ ン グ リエ ン ジニ ア リン グ

実施中

開発中

検討中

考 えてい ない

29.0%

9.0

41.9

20.0

24.1%

18.8

42.6

14.4

13.6%

8.4

67.6

10.5

1.情 報 管 理協 会1994年5月 第8回 調 査

2.2099社 か ら401社 の 回答 を得 た。

図30日 本の情報 システムの現状
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技術文書の電子化の必要性 傾状)
契約会社(会社ごとに文書.図面等の形式が異なる)

不 具 合 管 理

各 成 果等 の 報 告 書

運 用 要求 書

コ ン テ ン ジ ェン シ 手踊

膵 細 な実 施 計 画 香

工 程 管 理 宙十画

社 内 故 宮十基 準

不 具 合 状 況

品 質 管 理 計 画 書

下 請 け仕 様 書

部 品 ・材 料 購 入 仕 様 書

製 造 手 」願 書

詳 細 試 験 計 画 書

社 内8試 験 結 果

詳 細 製 品 仕 様 書

図31技 術文書の電子化の必要性(現 状)

CALS導 入前

紙による情報交換

政府 産業界

第1段 階

デジタル情報による情報交換

政府 産業界

標
準
化

/

自
動
化

[一

第2段階

デジダル情報の共有

政府/産 業界

GCO
システム運用

CAC
CALSを 使 っての

契約実施案提示

CALSIP
自社のCALS導 入計画

CALS

国防総省 企業連合

図32CALSの 開発手順
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工
魍

/ラ イ7サ イクルシステム

∠ 継螂籾殻

視覚的な環境でプロジェク ト全体の状況を把握す る。

図33CALSの イ メージ

. 基 本 標 準

MIL-STD-1840
P1技術情報交換

画像標準 製品モデル
撰進

イ メー ジ

標 準
文書標準 サー ビス

標準

lGEiS-2800

図 面

CGM-28003

線 画

ラ ス タ ー28002

ラ ス タ ー 図 形

PDES/STEP

全製造製品

モデル

SGML吟28001

文 書

lETM

マ ニ ュ ア ル

CITIS-974

共 有

デ ー タ ベ ー ス

lLS-1388

ロ ジ ス.テ ッ ク ス

図34CALS技 術情報の標準

一66一



CALS

業務処 理 ・情銀技術 領域

業
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処
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自動 化(CALSの 適 用 フ ェー ズ1)
・全ての情報をデジタル化 し、フ ァイルの形態で共有化する。これにより各機関では
相互参照 とデータ変換が可能 となるものの、業務プロセスは統合されてお らず、電

子メールやEDI等 による情報交換 にとどまる。

技術文書管理 プ ロ ジェ ク ト管 理
コ ンカ レ ン ト

エ ン ジニ ア リ ング

第
1

段
階

設
計
解
析

技術↑ri{眼科

(図) ㊥ 形似管理、作業内

訳レポー ト(文)
1レガシーデ一夕1

レ リ・ ドモデル1運用マニュアルの

デジタル化

コス トレ

ポー ト
1設纐 提案1

: 』品データ司

第
2

段
階

変
更
要
求

}

変更提案
の)捌

.

「

形態管理、作業内

訳レポー ト(図)
…

技" 柵 阻資料 E－ 夕・ビ・」変更要求{∬

変更認可申請書(文)

第
3

段

変
更
評
価

・

魎
i[i鉋

1製品データ酎

…

通用マニュアルの

見直し 訳 レメ

形態管理、作業内
一 ト(文)

第
4

段
階

製
造
開
発

…

繭
:

iデ_タ
:

iレ ビュー 1
:

… 製造括袖1
運用マニュアルの

田集(lETM)

:

形態管理、作業内

訳 レポー ト() 1・AD/・AMl
:

第
5

段
階

運
用
支
援

…

■

li:
匿 更実施許可Φ

巡廻マニュアルの

利∫n承2 1
コス トレ

ポー ト

形似管理、

作業内訳レポー ト

図37CALSの 実施 プロセス

1.略 語 集 の 作 成

2.CALS入 門

3.CALS環 境 の ツ ー ル(COTS)

4.CALSとJIS

5製 品 モ デ ル と企 業 モ デ ル ーラ イ フ サ イ クル モ デ ル

6電 子 文 書 の 管 理

図38CALS教 育/訓 練システムの作成
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図39EDI・CALS・EC

紙 を使 わないでモノをつ くるすべ ての企 業の集 まり

日本 で1つ の組織 CALS産 業会議

議長

関連団体 との連係顧開会

圃
運営委員会

国際関係

情報技術調 達/ビ ジネ ス
・プ ロ セ ス

設計 製造 ロ ジ スチ ックス

日本語

翻訳

1 1

ネ ッ トワ ー ク ・

テ ス トベ ッ ド
情報 セ ンター 資 源 セ ンタ ー

図40実 行組織案
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図41CALS推 進会議(仮 称)

1.企 業 内 にCALS研 究会 を設 置 す べ きで あ る。

2.企 業 内 にCALS部 門 を もつ べ きで あ る。

3.受 注 プ ロ ジ ェ ク トを従 来通 り(as-is}とCALSを つ か った(to-be)

の ワ ー ク フ ロー が作 れ る よ うに、作 業 プ ロセ ス を検 討 すべ きで あ る。

4.企 業 内 のCALS導 入計 画 をつ くるべ き であ る。

5.CALSJAPAN'94,CALSPACIFIC'95に 参 加 す べ きで あ る。

6.CALS産 業 会 議 に参加 す べ き であ る。

一標準化推進のために

一標準CAD/CAMシ ステム

ー企業圏標準化

一企業別標準化

一業務別(機 械系 、電気系 など)標 準化
一パ ソコンや流通 ソフ トベ ンダに期待 す ること

図42CALS推 進 のために 日本 企業 がなすべ きこと
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1.CALSは 防 衛 シツテ ム の開 発 か ら始 ま った が 、世界 共 通 の も

の つ く りの統 合 シス テム と して 、実施 され よ うと して い る。

2.米 国 のCALS予 算 は年 々倍 額 に な って い る。 防 衛 費 は大 幅 に削

減 され て い る中 での 増 額 で あ る。

3.米 国 はCALSを 、 自国 の製 造 業 、特 に 中小 企 業 の産 業 競 争 力 を

取 り返 す ため の シス テム と位 置 ず け て い る。

4.欧 州 はISO-9000の 次 はCALSと 考 え て 、米 国 の独 走 を阻 止 し

よ う と して い る。

5.CALSは す で に実 行可 能 に な って来 て い る。CALSEUROPE
'94の キ ャ ッチ フ レー ズ はCALSisoperationalで あ る

。

6.輸 出 はCALS仕 様 で 、輸 入 のCALS仕 様 で とな る。

7.日 本 のCALSを 開発 し、世界 の標 準 に しな けれ ば 、 日本 の 製 造

業 は世 界 の 下 請 け業 とな る。

8.日 本 が誇 る製 造 技 術 を体 系 化 し、 ソ フ ト化 して 、世 界 のCALS

に貢 献 ぐべ き で あ る。

図43CALS実 現 のために

一国の閉 ざされた製造 か ら世界 の開かれた製造へ

部品の

輸入
生産現場は

市場の近 くへ

図4421世 紀の日本の製造業
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納期短縮
コス ト削減

品質向上

ContinuousAcquisitionandLifecycleSupport

統合 調達支援 システム

政府 政府調達 産 業界

調達構想

運用維持

廃 棄 リサ イクル

公共事業

医療

CALS

教育

コ ン ピ ュ ー タ

と

ネ ッ トワ ー ク

受注

製造

納入
運用支援

情報通信
の

産業育成

Nationa|andGlobalInformationlnfrastructure

情 報 社 会 の 世 界 共 通 の 調 達 政 府 調 達 方 式

図45CALS－ 紙 を一切使 わない政府調達の革命
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『産業の高度情報化に向けて』
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【司会】 これよ りパ ネル デ ィスカ ッシ ョンを始

め させ て頂 きます。

プ ログ ラムにもあります通 り 「産業 の高度情報

化 に向 けて」 とい うテーマで活発な御討議 をお願

い したいと思い ます。 コーデ ィネーターは東京電

力株式会社の窪田芳夫理事 にお願 い致 してお りま

す。窪 田理 事は、EDI推 進協議会の企画委員長

を初 め、多 くの場で我 が国の情報化の発展に貢献

してお られ ます。 その業績か ら、先 月の情報 化月

間の式典 にお きま して通商産業大臣か ら表彰 を受

けてお られ ます。

それ では、窪田理事、宜 しくお願い致 します。

【窪田】 御紹介頂 きま した東京電力の窪田で ご

ざい ます。本 日のパ ネルデ ィスカ ッシ ョンの コー

デ ィネー ターを務 め させ て頂 きます。

まず最初 に、本 日パ ネ リス トをお願 い してお り

ます方 々の御紹介 から始 めたい と思い ます。

まず 、花王株式会社の平坂敏夫取締役 システ ム

開発部長 です。花王株式会社 は、皆様御承知 の通

り、情報化先進企業 と して優れ た業績 を上げてお

られ まして、本 日はユ ーザのお立場でパ ネリス ト

をお願 い致 してお ります。

日本鋼管株式会社鉄鋼事業部情報化推進部の堀

内好浩部長 です。堀 内部長は、社団法人鋼材倶 楽

部鉄鋼EDIセ ンター企画運営委員長 と して、鉄

鋼業界 でEDIやCALSの 推進に指導的な立場

で御活躍 されてお ります。今 日はそ ういった面 で

い ろいろ御発言が頂 けるもの と期待 してお ります。

富士通株式会社の丸山武常務取締役です。丸山

常務は、現在富士通株式会社で クライアン トサ ー

バ ー推進本部長 を務めてお られ ます。今 までに も

OSな どの基本 ソフ トウェアで は、富士通の中核

的 な技術者 として今 日の コンピュータ産業 を支 え

て こられ た方です。本 日は コンピュー タベ ンダの

お立場でパ ネリス トをお願 い致 してお ります。

NTTデ ータ通信株式会社の大橋純理事 ・経営

企画部長 です。NTTデ ー タ通信 は、御存 じの通

り大手 ソフ トウェア会社 として、 またNTTか ら

分離独立 した会社ですので、今 日一番必要 と され

ます ネ ッ トワーク技術において大変優れた技術 を

お持ちの会社です。本 日は通信事業者 とい う立場

ではな くて、システム ・インチグレータの お立場

でい ろいろ御発言 を頂 きたい と思ってお ります。

最後は、通商産業省機械情報産業局の石黒憲彦

情報政策企画室長です。本 日、御講演頂 きま した

渡辺局長の 「産業情報 高度化 プログラム」 を、立

案 された指導者 です。行政 のお立場 で産業界の指

導 に当たってお られ まして、本 日は そのお立場 か

らいろいろ御示唆 をいただければと思い ます。

それでは、早速本題 に入 りたいと思 います。

本 日の産業情報化 シンポジウムは、影 山会長の

お話 に もあ りま した通 り、第10回 の記念すべ き

大会 です。翻ってみます と、1985年9月 に第1回

が行 われた訳 ですが、その時の テーマが 「企業 間

ネッ トワーク」 とい う事で、その時代 がネ ッ トワ

ーク時代の始 まりだったので はないか と思 います。

それか ら10年 を経 ま して、今 日、産業 の情報 化

は多 くの御関係の皆様 の御努力に よりまして確実

に進歩 を遂 げてきてお ります が、渡辺局長のお話

に もあ りま したように 「日米の格差 は開いて しま

ったな」 とい うのが実感 です。 それにはいろいろ

な理 由があるで しょう。 これ か らの討議の 中で も

次第 にその辺の経過 が明 らかになるかと思います。

これまでの情報化 とい うの は、 メインフ レーム

を中心 と した個別業務 、部門別業 務か ら、企業 内

の全社的統合 、更に企業 間の連携 へ とい う進歩を

遂 げて きた訳 です。 それか ら、10年 ぐらい前 に

始 まりま した情報化投 資の急速 な増大によ りまし

て、我 が国の情報化の進展 は飛躍的 に進んだ訳で

すが、現在は、やや膨 らみ過 ぎた情報 化投資に対

して反省期にあるとい う時代 だと思い ます。 それ

がかえって 日米の情報 化の力の差 になって しまっ

た とい うお話 が今朝 ほどあった と思 います。

最 近は、ダウンサ イジングとか いろい ろな言葉

で言 われて 、新 しい技術 が普及 して まい りました。

ネ ッ トワークもそ うです し、パ ーソナル コンピュ

ータとい う優れ ものが安 く、賢 くなったとい う事

が、これまで限界 と考 え られていた情報 システム
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に対 して新 しい姿 が見 えて くる時代になって来た

と言 う訳 です。一つ は、従来の メインフレーム中

心で あったシステムを、ク ライアン トサーバーに

よ り、 より機能的なシステムへ と方向転換 し、再

構築 を図 っている会社 、或 いは既 に終わった会社

もあると思います。情報 を経営戦略的に活用す る

とい う視点か ら、仕事 の流 れの見直 しを行った り、

収集 されたデータの広域 的な活用 という事で、ペ

ーパ ー レスや情報活用に よる新 しい企業戦略の展

開 とい った方向 に発展 して い る会社 もあ ります。

情報 の共有化 を手段 に、従来の仕事 を前提 とした

組織 や人員配置 を根本 的に見直す事 が片一方では

必要です。

そ ういった形 で情報技 術 を使 った ビジネス ・プ

ロセス ・リエ ンジニ ア リングとい うの も一頃大変

はや りましたが、BPRと いうのは単 に人減 らし

では ありません。情報 化技術 を使 って新 しい企業

戦略 を展 開す るとい う視 点 が 欠けて お ります と、

BPRが 掛 け声だけで終わ って しまうので はない

かと私は思 います。

最近は、社内のデータ連携 に止 まらず、関係の

ある他企業 のデータを通信回線 を介 して直接 自社

のコ ンピュー タに取 り込 む電子 データ交換(ED

I)が 始 まり、デ ータの一元管理 を実現 して在庫

の圧縮 、生産工程の効率化 とい う面で大 きな功績

を上 げつつある事は御承知の通 りです。

こういった急速 な情報化 の進展 は、社会に様々

な歪 み も起 こ してお ります。 これ も先 ほどの先生

方か らいろいろお話があ りま した。よ く言われ ま

す紙 の洪水 、多端末現象、 そういったいろいろな

問題はバ ランスの とれた システ ムの開発が行われ

ていない一つの結果 だと思い ます。そ ういった意

味で一層 の標準化 が望 まれ ると思います。

それか ら、伝統 的な事務処理 、例 えば経理業務

の ような従来の仕組みの 中にがっちり組み込 まれ

た もの と、新 しい情報化技術 といった もの との衝

突 が至 るところで起 こって くると思い ます。社内

システムのみな らず、法律 や社会制度 といった も

の と新 しい電子化技術 とい う問題 がいろいろな面

で歪み を生 じて きていると思い ます。 そうい った

多 くの障害 は あるに して も、これを賢 く解決 しな

が ら、新 しい情報 化時代 を乗 り切 っていかなけれ

ばな らないと思い ます。

それ では、早速パ ネルデ ィスカ ッシ ョンに入 り

たい と思 います。パ ネル討論の進め方 と致 しま し

ては、第1フ ェーズはパ ネリス トの方か ら産業の

情報化 に対す る問題意識や情報化の進展 と課題に

ついて問題提起 を して頂 きまして、それをどの様

に克服 して行 ったかにつ いてのお話 しを頂 きます。

そ して第2フ ェーズと致 しましては、産業情報 ネ

ッ トワークの在 り方や、今後の産業情報化の取 り

組み方 と方策 につ いて御討議を頂 きます。更 に時

間が許 されれば、会場の皆様か らの御質問、御意

見を頂戴致 しま して、最後 に纏 めを したいと思 っ

てお ります。

それでは、第1フ ェーズの議論 に入 りたい と思

い ます。平坂取締役 よりお話 を頂 きたいと思い ま

す。今 日の情報 化の大 きな流れ をど う捉 え、 どの

様に課題 を克 服 して きたかについてお話 を頂 けれ

ば と思 います。

それで は、平坂取締役、宜 しくお願 い致 します。

第1フ ェーズ'

産業の情報化 の進展 と課題

ユーザの立場から

【平坂】 ただい ま御紹介に預 か りま した平坂 で

ご ざい ます。私 は、3年 半ほ ど情報 システムを担

当 しま して、それまでは生産等 のいろいろな分野

で働いてお りました。今 日、3年 半の浅い経験で

すが、私 なが らの経験 を今 までやってきた事 を交

じえてお話 ししたいと思います。

今、窪田理 事か らお話があ りましたように、午

前 中ず っとお話 を聞いてお りま して、またCAL

Sの 話 も聞 きま して、全 くその通 りだなと思い ま

した。 ど うい う事か というと、やは りその時 々の

情報 の力 を使 って、企業 を組織の面 や業務の面で
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全部変 えていかなければいけない。花王 を振 り返

ってみ ます と、約30年 前か らシステ ム化 を進 め

て きた訳 です が、やはりその時 々に応 じた最近 の

情報 技術 を使 って業務 を して きた し、「情報 シス

テム を経営 の革新のツール として うまく使 って き

たな。」 という事 が言えると思います。

今 、 この よ うな情 報技 術 の大 転換 期 に あ っ て 、

我々は大 きく二つの課題 を抱 えて いるのではない

か と思い ます。一番 目は企業の中で抱 えている課

題 、二番 目は企業の外、要するに企業 間で抱 えて

い る問題 とい うように大 きく分類 され るのでは な

いか と思い ます。特 に企業内の問題につ きまして

は、午前 中にもお話 がありましたように、今 まで

の システム化 とい うのは定型業務 に係 るシステ ム

化で、非定常業務やホワイ トカ ラーの生産性 を上

げ るような システム化はまだ成 されていなかった

し、ハー ド、ソフ トに関 して も技術的にそれが出

来 なか ったのが問題で はなか ったか とい う事 で 、

今、我々は企業内のシステムを徹底的に整備 しよ

うとい う事で進めてお ります。

整 備の仕方 と して二つ挙げてお りま して、全 員

が使 える共有デー タベースを構築 して、その共 有

の デー タベー スをベ ースに仕事 を変 えてい こ う、

要す るにデータベースを活用 した仕事に どん どん

変 えてい こう、それに よってエ ン ドユーザ ・コン

ピューテ ィング等 を進めてホ ワイ トカラーの生 産

性 、ひいては基幹系の スリム化 も図 ってい こうと

い う考 え方 です。企業内システムの整備 の1番 目

と しては、「共有のデ ータベースの整 備 とエ ン ド

ユーザ ・コンピューティングの展開」 とい う事 を

挙げてお ります。

二番 目は、それに伴 って 「基幹系、ホス トを徹

底 的に、ハ ー ド、 ソフ トともス リムにす る」 とい

う事 を挙げてお ります。

話は この二つで簡単ですが、こうい う情報技 術

の激動期にあって、我々は余 り迷 ってはいけない

とい う事 で、企業 内 システム を整 備す る段 階 で、

2年 前に整備する原則 を三つほど設け ました。今

はそれに従 ってやっております。 その三つ とい う

のは、一つは、今、オ ープ ン化 とい う事 が騒 がれ

てお りますが、大 きな汎用機械、大型 コ ンピュー

タはす ぐオープン化 にはな らないだろ うとい う事

で、大型 コ ンピュー タ、ホス トは出来 るだけ シン

グルに近 い形で使 います よという事で、ホス トは

シングル化す る。二番 目は、先ほ ど多端末現象 と

いう事 があ りま したが、端末 についてはDOS/

Vの ウイ ン ドウズ を使用 していくとい う原則、三

番 目は、ハ ー ドとソフ トを完全に分離 して使 って

い くとい う原則、そ うい う三つの原則 で基幹系の

ス リム化 を図 り、 しか も、共有デ ータベースを構

築 してEUCを 進めてい く。 これ を企業内の シス

テムの整備 という事 で進 めてお ります。今、情報

化投資は余 り儲か らない とい う事ですが、我々に

は、こうい う原則 の もとにやるだ けで相 当の メリ

ッ トが出てまいりまして、ちなみに情報 コス トが

半減する ぐらいのメ リ ッ トが出て来 るという事が

言 えます。

もう一つ は、企業外 のシステムですが、これは

今一番遅 れているところで、企業間ネ ッ トワー ク

を早 く構築 していかなけれ ばいけ ないという事で

す。 これは、EDIを 進 めてい くに して も標準化

の問題 やセキュ リテ ィの問題等い ろいろな問題 が

あ りまして、これ を一遍 に広 げるとい う事ではな

く、ある企業 と逐次 問題点 を挙げ なが らモデル的

に行い、問題点 を解決 しなが ら、次 の企業に広 げ

て い くとい う事 で、現 在8～10の 企業 とEDI

をテス ト的に進めてお ります。

もう一つ 、CALSの 話 を聞 いてお りま して 、

CALSを 企業間で、文書 とか全て を電子的に行

う、即 ち紙の無い製造工程 、紙の無い作業 を進め

るために、まず第一に進 めなければいけないのは、

企業 内の システムの整備 を優先 して進 めて、一企

業の中だけでも紙の無い開発か ら製造 が出来 るよ

うな環境 をある程度 テス ト的 に作 っていかなけれ

ばいけないという事 を感 じた訳 です。

【窪 田】 有 り難 うご ざいま した。今 の平坂取締

役のお話の中で 、コス トの半減 を達成 出来 そうだ

とお っしゃいま したが、具体的にはどの辺が メ リ
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ッ トにな ります か。主な ものを一つ 、二つお願 い

します。

【平坂】 基 幹系でいい ます と、ハ ー ド、 ソフ ト

ともス リム化するとい う例ですが、ハー ドについ

て は、今 まで五つのベ ンダを使ってお りま したが、

それ をシングルに近 い、二つのベ ンダにす る事 だ

けで も仕事の無駄 、アプリケーションの無駄 を排

除 し、 ホス トが集約出来 る。 それとコンピュー タ

セ ンターが仙台、東京、大阪、福岡 と4セ ンター

あった もの を、分散で はなくて集 中す る事によっ

て集 中の メ リッ トを出 してお ります。大 きなメ リ

ッ トとい うの はそう言 う所です。後 は、共有の デ

ー タベースを使 ってEUCを や る事 によって基幹

系のアプ リケーシ ョンをダウンサ イジ ング出来 る、

そこが一番大 きなポ イン トだと思います。

【窪田】 有 り難 うご ざい ました。

続 きまして、堀内部長 、お願 い致 します。

【堀内】 先 ほ ど窪田 コーデ ィネー タか ら御紹介

頂 きました鉄鋼EDIセ ンターで鉄鋼業界のED

Iを 推 進 してお りますNKKの 堀内でご ざいます。

産業の情報化 の抱 える課題 について一言 申 し述べ

たいと思い ます。

先刻来、渡辺局長 、石井先生 を初め とした諸先

生方の御講演 を拝聴 させて頂 きまして、改 めて時

代 が大 き く変化 しているという事 を再認識 した者

の一人 です。 また、通商産業省では高度情報化の

小委 員会が設置 され まして、産業分野の情報化 に

ついて具体的 なビジ ョンとその実現の ための政策

の在 り方 につ いて詳細に検討 を行 ってお られ ると

い う事 をお伺 い してお ります。内容につ いては後

ほ ど石 黒室長 か らお話があるかと思い ます。先 ほ

ど来私 が強 く感 じて いる事ですが、情報化の プロ

グラムについて、我 々民 間の企業 が如何 に長期的

な ビジ ョンに立 って実践す るか という事が一番必

要 なのではないかと感 じてお ります。

私 自身 の今 までの経験 ですが、昭和39年 に入

社 しま して 、製鉄所の建設 、私共は広島県に5本

の高炉 があ りま して、今2本 しか動 いてお りませ

んが、その5本 の高炉建設 を担当 しま した。その

後、扇島、京浜地区に工場の リプ レースのために

京浜の方に戻 って まい りま して、当時 は日本最後

で最新鋭の製鉄所だ とい う事で、工場 のFA、 工

程生 産管 理 の 自動化 の 担 当 を10年 や り ま した。

それか ら、本社 に参 りま して10年 間、今度 は販

売 ・生産 ・流 通のシステム をやれ とい う事で、3

年ばか り前に完成 させた訳 です。

渡辺局長か らお話 がありましたように、何で部

門毎になってい るかという事 を、本社に参 りま し

て、或 いは同業他社の方 ともいろいろ議論 をす る

場 がありま したが、私 は当然 そうなって然るべ き

かなと思 ってお ります。何故か と言 うと、 日本の

1960年 代 以降の情報 化 とい うの は、企業経営 そ

の もの が欧 米 に追 いつ け追 い越 せ とい う事 で 、

1960年 代 は特 にスケ ール メ リッ トを追求 しま し

た。70年 代 は コス ト ・リダクシ ョン、80年 代は

パ ワーと情熱 といいますか、そ ういう意味で品質

を追求 した とい う事で、 まさに生産効率優先 の企

業経営が 日本的 な経営ではなか ったかと思います。

そ こで感 じる事 は、 システムその ものが、本社

は大量の事務処理の効率化、工場 は無人化 、自動

化、いわゆるブルーカラーの省力化 とい う事が メ

インで した。それか ら、本社部門 に於 きましては、

今までは部門毎にその組織 が どれだけ有効 に機能

するか とい う組織体制 、経営の姿勢 だったので は

ないか と思 ってお ります。従 いまして、今 こうい

う状態になって いるとい うの は、 日本的経営 その

ものがシステムに反映 されて いるのではないかと

感 じる訳 です。

今よ く言われ てお りますの は、ホワイ トカラー

の生産性向上、定常的業務 か ら創造的な業務への

シフ トとい う言 い方 をされてお ります。そこで一

番大事 なポ イン トは、情報技術 が全て解決 して く

れるという事で ライン部門に提案 します と、何 を

言 っているんだ という反発 を感 じて きます。なぜ

なら、ホワイ トカラーとい うのは もともと定常業

務 をす るために会社 に採用 され たので はない と、

私は思います が、彼 ら自身は 、自分たちは今創造

的な仕事 を して ないとは思 っていないのではない
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か と思います。従 いま して、使 ってみ ると確 かに

「くだ らない仕事 をや ってい るのか、 こんなに便

利か!」 とい う事は一杯 あるかと思い ます。そう

い う事で、この辺 については攻 め方 といいますか、

アプローチの仕方 が非常 に難 しかろうと思います。

それ を二番 目に申 し上げたいと思います。

もう一つは、情報 システム部門の在 り方 、或い

は今後ど うあるべ きかという事 が、今 まさに問わ

れているのではないかと思います。情報 システム

部門 とい うのは、業務 その もの が非常に緻密 で正

確 な事を要求 され ます。 そうします と、 どうして

も細かいところに 目が行 って、大 きなところ、よ

く言われる木 を見て森 を見ない視野の狭 さといい

ますか、傾向に陥ってはいないかとい う事を、部

門 自らが もう一度原点 に返 って考 える必要がある

のではないかという事 を提案 したいと思い ます。

特に情報 システム部門 は、いわゆる リエ ンジニ

ア リングとか業務改革 とか組織改革 とか、今 まで

ある既存の概念な り企業のカル チャに対 して、ま

さに挑戦 をしようという事 を問 われてい る訳です。

そ うします と、情報 システム部門 を担当 している

人 自身が考え方 を大 きく変 えてい く必要があろう

か と思います。

以上 です。

【窪 田】 有 り難 うご ざいま した。既存 の、人間

の温かみのある日本的経営の問題が、今情報化技

術 によって大 きく変化す るので はないか と言 う堀

内部長の力強い御 発言 だったと思 います。私 もこ

の点について大変 同感ですが、多分 日本 的文化の

ままでいたいとい う会社 もかな りおあ りで しょう

し、そ うは言 って も、取 り残 されて しまっては大

変だ という危機感 をお持ちの会社 もおあ りと思い

ます。この辺は第2フ ェーズの議論で少 し深めて

みたいと思っております。

それでは、丸山常務 、お願い致 します。

ハー ドウェアベ ンダの立場から

【丸山】 私は富士通 に長い事 お りま して 、大体

がプ ログ ラム言語の コ ンパ イラで あ ります とか 、

初期のOSの 構造設計 であります とか、商品化 で

あ ります とか、或いは コンピュー タのアーキテク

チャ関係など、そうい った技術開発部門で過 ご し

てきま した。その後、 この数年はお客様 に近 い と

ころの システムの構築 のお手伝いであります とか、

更 に、最近は富士通内の営業部門とシステム部 門、

或 いは事業部門 を兼ね備 えた ような、クライア ン

トサ ーバー システムと言 ってお りますが、それ を

軸 と して推進す るとい う本部の責任 を仰 せつか っ

てお ります。

コーデ ィネー タの窪田理事か ら、コンピュー タ

ベ ンダと して とお話 し頂 きま したが、富士通 とい

うの は、勿論 コ ンピュー タ関係、情報通信技術 に

基づ く製品 を(ハ ー ド、 ソフ トの製品が あります

が)皆 様 に御提供 し、 その サポ ー トも していて 、

それ は伝統 的 なベ ンダの一 つの形態 で あ ります。

初期 には、必ず しも職能 と して明確化 していなか

った訳であ りますが、最近 は、非常 に明確化 して

お ります システム ・イ ンテグ レーシ ョンの 作業 、

或 いはソ リューシ ョン ・プロバ イダ、ソ リュー シ

ョンのベ ンダとしての富士通、 こういった役割が

だん だん大 きくなって来 てお ります。加 えて、V

ANで あります とか、パ ソコン通信のサ ービス事

業の プロバ イダで もあ るとい う、若干広 がりつつ

あるベ ンダの役割 とい う事でお話 しさせて頂 きた

いと思い ます。

まず、ベ ンダといい ます と、その対比す るもの

はユ ーザ とい う事になると思い ますが、私が思い

ます に、 日本 におけるコ ンピュー タ産業 は、 コン

ピュータベ ンダと言 ってもいいか もしれ ませんが、

ユ ーザに育て られて きたとい うのが非常 に強い特

徴で はないかと思い ます。 日本の リーデ ィング ・

カ ンパ ニー、鉄鋼 であ ります とか 自動車 、流通 、

金融 など、それ ぞれの部門、 それぞれの業界で代

表的 な、非常 に力強い、先進的な、遠 くを見た ビ

ジネスを進めてきている リーデ ィング ・カンパニ

ーの皆様方 、特 にその中の情報 シス テム部 門の

方 々に引っ張 って こられ たとい う事 があると思い
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ます。

それに対 して、今はマルチベ ンダの時代 であり

ます。ユーザは特定のベ ンダだけ とつ き合 ってい

るのではないとい う面が強調 されてお ります。 し

か しなが ら、そうい う環境 にお きまして も、ユ ー

ザのパ ー トナーとして、先進的 なプロジェク トに

一緒 に参画 させて頂 くこ との重要性 は ます ます高

まっているので はないか と思 ってい る訳で ありま

す。それをマル チベ ンダとい うキーワー ドで示 さ

れる環境の中でどうや って維持 して、効果 的なも

のに していくか という事 を一つの問題意識 と して

持 ってお ります。

日本の経営者 の方 々が、特に これ までの企業の

情報 システムとい うもの をどの様 に見 られている

か、これにはい ろいろなデ ータ、ア ンケー ト調査

などがあります。私共の コ ンサル タン ト業 をやっ

て お ります会社 で富 士通 シス テム総研(FRI)

というのがあ りま して、こ こが最近行 った調査 が

面 白いのではないか と思 いますので、御紹介 した

いと思います。 これは 日本 の上場 企業約300社 や

米国のフォーチュンの何百 という会社の中で 、約

100社 の社長に直接 回答頂 いた ア ンケー ト調査で

あ ります。同 じ質問 を出 して、その回答か ら日米

の差 が浮き上がって きているところがあるという

事 です。

一つは
、社長自 ら、社 内の情報 システム、或 い

は コンピュータは不可欠な存在 であるとい う認識

は殆 ど同 じなのです 。この アンケー ト調査で も3

分の2以 上の社長がそうであると言 ってお ります。

それでは、社 長 の仕 事 に必要 な情 報源 と して 、

情報 システム部門は本 当に必要か、重要 なのか と

いう質問に対 して、米国では3分 の1が 「イエス」

と答 えてい ます。 日本の企業 の場 合 にはわず か

2%し か 「イエ ス」 とい う答 えが ない。 それ は、

日本の企業の場合には、本 当に必要 な情報 は、情

報 システム部門では なくて 、身近 にあります本社

の スタッフ部門から得ているとい う事で、その答

えが実に4分 の3を 占めてい ます。

また、情報 とい うの は、 「ヒ ト ・モ ノ ・カネに

続 く第4の 経営 資源で ある」 とい う事では100%

なのです が、で は、御 自身 はコンピュータなりパ

ソコンな りを使 っているの かどうか とい う事では、

米 国の場合 、85%が 殆 ど手放 せ ない ようなツー

ル と して使 っているとい う答 えです。 日本 の企業

の場合 は比較的少 なく4分 の1の 方が、 コンピュ

ー タがなければ仕事 にな らない とい う答 えを して

いる。 この辺に情報 システム部門のあ り方 、ツー

ル としての システムの使 い方 にかな りシャープな

対比 が見 られ るのではないか と思います。

私共 はベ ンダと して、ユーザの組織 、 トップの

方か らワーカーの方 までの幅の 中で どうい うニー

ズが あるのか、そこを適切 に捕 まえて、効果 、効

用が はっきり見えるようなもの を具体的な形 で御

提案す るとい う事が最 も重要 な課題 だと思 ってお

ります。

企業 の情報 システム とい うの は 目的 に よって、

「全社 システム」、「特定 の個 々の専門化 された部

門の 目的に合 った部門 システム」、「個 人或 いはプ

ロフェッシ ョナル なス タ ッフの ツール としての シ

ステム」 とい う三つに大別 出来 るのではないかと

私は思います。

歴 史的に見 ます と、全社の業務 、或 いは企業 の

運用、オペ レーシ ョンその ものが 目的で あるよう

な基幹業務 システムとい うものか ら始 まって いる

訳です し、情報投 資 もそこに殆 どの もの が注 がれ

てきた。大変貴重 なシステムを最大限 に活用す る、

人手 もそれ によって減 らす 、省力化 を図るとい う

事が主 な課題 、 テーマ で あったか と思 い ます が 、

窪 田理事が おっ しゃられたよ うに、最近はパ ソコ

ンに代表 され るように、ハー ドだけに限ってみ ま

す と大変安価で 、もはや貴重 品ではない素材 が溢

れ るよ うな時代 になって きている訳です。初期 に

は表計算で あ ります とか ワープ ロ等、 そうい う個

人ない しはプ ロフェ ッシ ョナル ス タッフの算盤 と

かペ ンにかわるツール とい う事 で浸透 して まい り

ま した し、更 には部門業務 システムに広が って き

ている。 これがク ライアン トサーバ ーシステムに

代表 されるよ うなものであ ろうと思い ます。
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この結果 、情報 システムとい うのは、企業組織

のあ り方 に合わせた配置 ・導入 ・活用が可能 にな

る時代 になって来た、そ ういう素材が溢れ るよ う

な時代 になって来 た とい う事だと思います。情報

システムの分散 とか集 中とか と言 います が、これ

も全て企業 の組織 に合 った情報 システムの在 り方

とい う事 に他 な らないと思い ます。 また、こうい

った システムを使 って企業 の ノウハウや情報 を共

有化す る とい う事 もあります し、企業の 中の専門

知識 を持 った人 たちのスキル を全社で活用す るよ

うな仕組み等 にマルチメデ ィアに しろネ ッ トワー

クに しろ使 われ出 している。或いはそれに よって

企業の競争優位 を獲得 してい くという時代 に入 っ

て いるの だろうと思 います。

その 中で もネ ッ トワークとい うのが重要な もの

に なって きてい ると思います。それが企業 の通常

のオ フ ィシャルな組織 とは別な組織 を形成 し出 し

てい るよ うな存在 に もなっているのではないか と

思い ます。堀内部長 も、平坂取締役 も触れ られ ま

したが、 ホワイ トカ ラーの生産性 、多機能化 を実

現す るよ うな、組織 の フラ ッ ト化 を図 るツールで

あるとい う事が認識 されて きたのではないか と思

い ます。

特 にパ ソコン通信の普及 、或 いはインター ネ ッ

トの利 用の本格 化 とい うの が進 んで い る訳 です 。

更 には、企業の中だけではなくて、企業間に跨 る

よ うな情報活用の場 が広 がっているとい う事で は、

EDIも そ うです し、CALSも そうで あると思

い ます。 そ うい う中にあって、相互運用性 で あ り

ます とかセキュ リテ ィの問題の様 に、特に企業 と

してのネ ッ トワークの利用 ・活用 という時に は欠

かせない、或 いはインフラと しての絶対必須条件

とい うのがある訳で、 その辺 につ いての問題 を解

決 してい く、安心 して使って頂け るもの に して い

くとい うことが、特 にベ ンダと しての課題 だと思

ってお ります。

以上です。

【窪 田】 ど うも有 り難 うございま した。流 石 こ

の道のべテ ランであ る丸山常務ですので、示唆 に

富 んだ有 り難 いお話 を聞 けた と思 い ます。 ただ、

非常に謙虚 にベ ンダはユ ーザに教育 されたとお っ

しゃい ま したが、私 はユ ーザの立場 か らす ると、

メーカさんにい ろいろ教育 して頂 いて育て られて、

今 日まだ親離 れ しな くて独立心 が薄 い とい うか、

メ ーカ さんが本気になって推薦 して くれないと動

きに くいとい う、情報 システム部門の迷いとい う

のが まだかなりあるよ うな気が致 します。 そうい

う意味 でオ ープン化 、ネ ッ トワーク化のユーザの

心構 えというのは、今 日話題 になったような新 し

い傾 向について勉強 し、 自らのシステムに定着化

させ る事が必要では ないかと思 います。

一つ 、意地 の悪 い質問ですが、パ ソコン通信の

話 があ りま して、私 もニ フテ ィサーブを使わせて

頂 いてお ります が 、なか なか繋 が らないのです 。

あれは如何 で しょうか。

【丸山】 言 い訳 が上手 ではないのですが、急激

に会員 が増 えてお ります。ニ フテ ィは私共 と 日商

岩 井 とでや ってお ります が、現在70数 万の会 員

がいて 、もち ろん止 めていかれる方 も少 しはいる

訳 です が、毎 月2万 以上の会員が増 えてお ります。

それを見越 してネ ッ トワーク系の インフラの整備

も進 めてお ります が、それに追 いつ いていないと

い う事 があろ うと思 います。

特 に、時間帯 によ りま して使 用頻度が違 う、波

があるとい う事で、一番込む時間 というのは深夜

です。窪田理 事は深夜 お使 いなのではないで しょ

うか。 それに比 べ まして、早朝 、午前 中などは比

較 的空 いていて、接続 に トラブルがあるとい う事

は無 いと思い ます。何れ に致 しま して も、こ うい

う初期の立 ち上が りの時期 に解決 して いかなけれ

ばいけない問題の一つ だと思 ってお ります。御指

摘、有 り難 うございま した。

【窪田】 アクセスポ イン トが増 えて、来年 には

自由自在 に使 えるような環境 を提供 して頂 く事 を

期待致 します。

それでは、NTTデ ー タの大橋理事 にお願 い し

たいと思います。
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ソフ トウェアベ ンダの立場か ら

【大橋】NTTデ ータ通信の大橋で ご ざいます。

今 日、私 も朝か ら渡辺局長他四つの御講演 を聞

かせて頂 きま して、新 たにいろいろな面で考 えさ

せ て頂いたとい う事で大変有意義 だったと思い ま

す。併せて、こ ういったパ ネル に も、未熟なが ら

出 させて頂 きま して、 また皆様方の いろいろな御

意見を伺わせ て頂 けるという事は大変有 り難 いと

思 ってお ります。

私 は、昭和44年 に当時の電電公社 に入 りま し

た。昭和44年 とい うのは、電電公社 にデー タ通

信本部 とい うのが設置 された年で ありま して、丁

度 その時か らデー タ通信の仕事 を行 って きました。

6年 半前 にNTTデ ータ通信 とい う事で分社致 し

ま して、やってい る仕事 とい うの はその間変わっ

ていなかったと言 えるか と思 います。

どちらかといいます と、企画的 な仕事 をや って

きた事が多いのですが、最近で申 します と、現在

の職 にかわる平成5年3月 まで、九州で全般的 な

仕事 を してお りま して、その中で、当時流行のS

ISの 営業 とい う事で、例 えば地場の産業等 にシ

ステムをいろいろ御提案 したり、金融機関或 いは

地方 自治体の仕事等 もやって まい りま した。地方

の中小ユーザ(中 には大ユ ーザ もあ りますが)と

直接交流が出来 た、或いはいろい ろなお考 えを聞

けた という事は、今 となっても大変勉強 になった

なと思ってお ります。

1年 半前に現在の経営企画部 に参 りまして、ス

タッフ部門 とい う事で、直接 的な業務 よりも中長

期的、事業の計画 とか、 どういった方向に会社が

今後向かうべ きか とい う事を、 ミッシ ョンと して

与 えられてい る訳です。今回の産業情報 化とい う

事 も、 システムインテグレー タとい う立場 で考 え

ます と非常 に大 きな意味合い を持 ってい るの だろ

うとい う事で、 これを機会に私 自身 も考 えます し、

社内で も今後産業情報化 とシステムインテグ レー

タという事で、 きちんと考 えてい きたいと思 って

お ります。

今 申 し上げ ましたよ うに、NTTデ ー タ通信は

システムインテグ レー タとい う事で情報 サービス

産業 に属 してい る訳で あ ります。皆 さん御承知の

よ うに、特定 サ ー ビス産業 の速報 に よ ります と、

今年の7月 にや っと情報 サービス産業の売上高 は

前年度 プ ラスに転 じた とい う事で、8月 もプラス

ですので、平成4年 の5月 に前年度マイナスにな

って以来27ヵ 月ぶ りに情報 サー ビス産業 と して

も数字的には底 を打 ったのではないか と思ってお

ります。

私共の会社 も、先週 、中間決算 を公に した訳で

すが、売上げの方は、前年同期に比べて1%強 増

とい う事で あります。但 し、中身的 に見てみ ます

と、2～3年 前か ら手 がけたシステムの完成で売

上げが増 えて いるとい う事で、シ ョー トレンジの、

受注か ら完成 までのサ イクルの短 い もの につ きま

しては、前年度 に比べ ます と売上げが低下 してい

るという現象 が見 られ ます。 これは仕事 の数 が減

ったとい うよ りも、む しろクライアン トサーバ ー

に代表 され るよ うなシステムの小型化 とか、価格

の低減 とい う事 が影響 しているので はないか と思

ってお ります。

ただ、今 日の議論 であ ります 「産業情報化」 と

いうのはマルチ メデ ィアのかなり大 きな根幹であ

ると私 も認識 してお りまして、石井先生の御講演

でも、 「マル チメデ ィアとい うの は、 まず 産業ユ

ースか らだ」 とお っ しゃってお りま したが、私共

の会社 もそ うい う観点で、現在 やってお ります事

業 、或いは今後企業の方 に御提案す る中で、マル

チメデ ィア とい うもの を実現 していこうと努力 し

ております。そ ういったマルチメデ ィアや産業情

報化 とい う事 を考 えます と、ソフ トウェア産業 や

システムインテグ レー タというのは、これか らま

す ます仕事の場 を頂 けるのではないか と期待 して

お ります。

当社 は、昭和63年 に分 社 してか ら、従来 か ら

や ってお りま した官公庁 、金融分野の仕事 を中心

に して 、全国的或 いは大規模 なシステムの インテ

グレーシ ョンを行って きております。 また、産業
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分野につ きま して も近年 になって力を注いで きて

お りま して、売上高で全体の2割 強 を占めるとこ

ろ まで成 長 してきております。

今回の シンポジウムに関係の深 いシステムと し

ま しては、特許出願のペ ーパ ー レス化 を実現致 し

ま した特許庁の特許出願 システムであ ります とか、

或 いは金融分野 では、為替交換の全 国ネ ッ トであ

ります全国銀行 システムで、 これ は4,000を 超 え

る各種金融機関が利用 してお りまして、店舗 と し

ては4万5,000の 店舗 を数 える大 変大 きなシステ

ムですが、そうい った先駆 的な金融業界のVAN

であ ります とか、あとは 日本銀行の 日銀 ネ ッ トで

あります とか、産業分野におきま しては、業界V

ANと して 、医薬品業界のVANで あ りますJD

ネ ッ トで あります とか、或 いは機械工具業界の機

械工具VAN、 或 いは海運関連業界 を結ぶSHI

PNETSな ど、現在構 築 中を含 めて12ほ どの

業界VANに 携 わ らせて頂 いてお ります。

私 共のやってお ります ビジネスか ら見て、産業

の高度情報化の現状や動向 とい うものにつ いて述

べ させて頂 きたい と思い ます が、情報化の 目的の

変化が挙 げ られる と思い ます。今 までは、企業単

位 とか部門単位 での合理化 、省力化 を目的 として

情報 化 が進展 して きたので す が 、90年 以降 は 、

企業 の競争力の強化や体質強化 を目的 と した もの

に変化 して きている。その一つの現象 として、最

近では従来の枠 にとらわれ ないで、商品の流通 サ

イクル単位で結ぶ とか、製造 ・販売 ・物流 それ ぞ

れが個 々に システム化 を行 って きたもの を、組織

の統合 も含めて組織 を横断 した情報活用 というも

の を考 えてきているとい う事です。

特 に先 進的 なシステムニーズとい う事で、私共

が携わ らせて頂 いているものでお話 しさせて頂 き

ます と、組織 を越 えたシステム作 りの方向性 があ

ると申 し上げま したが、それは企業 内の部門間 を

越 えて企業間の統合 にまで進んだ ようなケース も

あ ります。例 えば繊維業界の業界 インフラとな る

繊維産業情報 ネ ッ トワークというものが現在取 り

組 まれてお りますが、 ここでは元の糸や染色、ニ

ッ ト等素材 を作 る素材 メーカ、シャツ或 いは ラン

ジェ リ等 を作 る加工 メーカ、アパ レル メーカ、そ

れか ら出来上がったもの を販売 する百貨店 ・専門

店 ・量販店等の参加 による、素材 の製造か ら販売

まで の各業種 間を跨 った仕事の流れ とい うものが

情報 システムの支援によって作 り出 され きつつ あ

ります。

それ らを構成 しているものと しては、それぞれ

の製 ・販 間で行 っている受発注 ・納 品 ・支払 い業

務 のEDI、 業 界全体 に渡 って一 元的に管理 され

てい る共通的な商品 コー ドで ある繊維共通商品 コ

ー ド、或 いはPOS分 析 データがあ り、それ らは

共通 的に使用 されて、売筋情報等 が生産者側に フ

ィー ドバ ック され るとい う動 きが出て きてお りま

す。

当社のよ うなソフ トウェア産業 とか システム ・

インチグ レータとい うところか ら見 まして、ど う

い うところがキ ーなのか とい う事 を簡単 に申 し上

げ ます と、今後そ ういった流れは、産業情報化の

進展 と共 に業 際VANに 進む動 きがある、或 いは

EDIと いうもの も、現在十分にEDIが 広 まっ

ているという認識 は勿論 ありませ んが、今以上に

そ ういったものが進むであろうか ら、これ まで私

共 が培い ました多 くの業界VANと かの実績 を踏

まえて取 り組み を推進すべ きではないか と思い ま

す。

このためには標準化 とかル ール化が必要ですが、

そ ういったものに も社内、業界内、国 といった レ

ベルで も、当社 としても努力 してい きたいと思 い

ます。

それか ら、先 ほど丸山常務がお客様 に習 いなが

らとおっ しゃってお りましたが、私共 もま さしく

お客様 と一緒 にな りなが ら、出来 ればお客様 に業

界 の ノウハ ウ等で我々の方が場合 によっては少 し

いい提案が出来 るような提案型 の営業み たい なも

のがで きれば本当は望 ま しいの です が、まだ まだ

十分で はあ りません。但 し、 これか らそうい った

もの は絶対 に必要になって くるだろう。少 し先 を

考 えれば、そこの ところが システム ・インチグ レ
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一タの生 き残 る要素で あろうと考 えてお ります。

もう一つ は、 システムを安 く、早 く作 るとい う

要請 に何 とか答 えなけれ ばい けないとい う事 で 、

パ ッケージの利 用 とい うもの をもっと推進 しなけ

ればいけないだ ろうと思 います。私共はパ ッケー

ジ ・インテグレーシ ョンと呼んでおりまして、 こ

の6月 にパ ッケ ージ ・イ ンテグ レーシ ョン本部 も

組織 として設置 してお ります。当社は大型の手作

りシステムが強い とい う実態 もまだかな りあ りま

す し、世評 もそうだと思 いますが、今後 はパ ッケ

ージの活用をいかにす るかとい う事がキーであろ

うと認識 してお ります。

それか ら、これは國領先生のお話に も出てまい

りま したが、企業 とい うのは これか ら専門特化 し

てい きまして、専門外の ところはアウ トソーシ ン

グを して、それによって必要な らば企業間のコ ラ

ボレーシ ョンとか、提携 とか、そ うい う事 をや り

なが ら仕事 を進めてい くとい うお話があ りました

が、当社 と して も、従来 か ら情報 システム関係の

アウ トソーシング をや ってい るという実績 もあ り

ま して、今まで以上 に、コラボ レーシ ョン型のア

ウ トソーシ ング、即 ちユ ーザ と私共で果実 を共有

出来 るような事 を進 めてまい りたいと思 ってお り

ます。

後 は、国際的 な場 での ビジネスの対応 が必要な

ので はないかとい う事 を痛感 しております。当社

はもともとが電電公社 という事 もあり、国際的な

場での実績 が少 ないの です。 ある意味ではCAL

Sの 動 き等 も十分に フォロー出来 ていなかったな

と思 います。 これはアメ リカの方 で商売 をしてな

いと、その必要性 も感 じなか ったのではないか と

い う面 もあ りま して、今後 、まだまだ道の りは長

いのですが、国際的な市場 に出た り、海外の動向

に もっともっと配慮 しなが ら行っていく事 が、 シ

ステム ・インチグレー タとして も必要な動 きだろ

うと感 じてお ります。

まだ一、二つ け加 えたい事 もあ りますが、また

後ほ どにさせて頂 きます。

【窪 田】 有 り難 うござい ま した。 システム ・イ

ンチグ レータとしては 日本最大の企業か と思いま

す。で は、通産省の石黒室長、行政 のお立場 で宜

しくお願 い致 します。

行政の立場から

【石黒 】 御紹介頂 きま した通産省の石黒で ご ざ

います。少 し自己紹介 させて頂 きます と、本年の

5月 に情報 政策企画室長 を拝命致 しています。私

が今担 当 してい るのは産業 の情報 化で 、実 は10

年程前 にも電子政策課 という所にお りま して、情

報関係の施策 をや らせて頂いてい るのですが、5

月に着任 してか ら急激 にいろい ろな事をや ってい

るとい う状 態です。実態 をよく知 っているかど う

か分か らずに走 りなが ら勉強 しているとい う状況

です。

また、今 日は、オーデ ィエ ンスの レベルが高 く

て、私が 日頃先生だ と思 ってい るよ うな人達が大

勢観客で座 っておられ ま して、非常 に恐縮 してお

ります。 ここでいろいろな事 を私 な りにお話 しま

すので、「お まえ、あそこは違 うそ」 という当たり

を、勉強会の場でまた教 えて頂 ければ と思います。

私の方か ら問題意識 という事で二点 お話 を申 し

上げたい と思います。

産業の情報化 とい うの を、産構審 の小委員会で

動かす に当た りま して二つほ ど問題 意識が ありま

した。一つは、我が国の競争力の観 点か ら情報化

とい うの を議論 していきたい、 と言 う事です。ア

メ リカでは、いわゆ るリエ ンジニ ァ リングとい う

話にな ります と、情報 システムの活用 というのが

ワンセ ッ トです。今、堀内部長のお話や平坂取締

役のお話 などを伺 ってお りま して も、「情報 シス

テムというのは経営その ものではないか」 とい う

気が致 します。何 も過去の情報 システムの作 り方

が悪かった とい うつ もりは毛頭 なくて、堀 内部長

が纏めてお られま した通 り、ま さに 「今までの企

業経営の流れ を反映 して現在の姿があ る」 と言 う

ことです。そ ういう状況の 中で 、新 しい環境の中

に今の 日本の経営 なり日本の情報 システムは耐 え
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ているのか、 この ままで大丈夫 なんだ ろうかとい

うところが私の問題意識です。

リエ ンジニァ リング といった時 に、 日本でよ く

言われるの は、例 えば どうい うふ うに改革す るか

は別 に して 、直 ちに何千人削減 という数字が出て

来 る。そこは逆 なのではないか。 ど うい う改革の

方向があって、結果 としてどれだけ人数が減 るか

とい う議論 が本来 あって然 るべ きではないか。決

して今の経営者層 を批判す るつ もりは全然ないの

ですが、今 、二 、三のパネ リス トの方 々のお話 を

伺 って も、経営 サ イ ドといい ます か、ボー ドにお

いて情報 システムの活用の仕方 とい うものが明確

に認 識 され てい ないとい う気が致 してお ります。

そうい う意味で、その辺の議論 を惹起す るのは 日

本の産業全体のためにも非常に重要で はないか と

いう気が してお ります。

私 も漠然 とではあ りますが、 リエ ンジニ アリン

グの情報 システムの活用 とい うのは大体二つの方

向が あるのでは ないか とい う気 が して お ります。

二つの方向とい うのは、別 に相対立す る二つの方

向という意味ではあ りません。一つ は企業内の改

革で どう使 うか とい う事です。私共で纏め させ て

頂 いてお ります産業情報化 プログ ラムの原案の中

に書 いてあるのですが、どうも今の階層型組織 と

い うの はT型 フォー ドの生産 あた りか ら始 まって

きているのではないか。仕事 を単純 に細分化 して、

標準化す る、訓 練 を受 けてな くて も簡単 に仕事 が

出来 るとい う事が生産 ラインをぶつ切 りに した場

合の特徴です。 これを生産調整 をしてい く、い ろ

いろな意味で調整 して いくとい うのがこの上に乗

るポジシ ョンの特徴です。階層型組織 というのは

大量生産に向 いている組織で あって、今の ような

状況 の中で、一つの製品 を単純に大量生産す ると

い うのがビジネスの形態ではなくなったような環

境には向いてない。 もともとターゲ ッ トにすべ き

マーケ ッ トが細分化 されていますか ら、む しろ情

報 を共有 して、細分化 されたマーケ ッ トをタイ ミ

ングよ くど う押 さえるか。そうい う意味では情報

の共有 と連携 とい うのが部門間で重要 になって く

るとい う気が致 します。

従来のような ヒッ ト商 品があった3C時 代の 日

本 は、階層型組織 をベースに した局所的最適化で

十分 だったと思い ますが、今の経済環境の中にお

ける日本では、今の組織 、情報 システ ムというの

は もはや通用 しないのではないかとい うのが第一

の問題意識であ ります。

第二は、企業間関係であ りまして 、簡単 に言 え

ば、不採算部門 を切 り捨 てて、独 自の ところに経

営資源 を投入す るとい う事はパ ー トナ ーを必要 と

する。 そういう意味では、企業連携 をより円滑に

行ってい くための ツール と して、ネ ッ トワークと

い うのが これか らの インフラとして必要になって

くるとい う気が致 します 。

今 日、局長 が説明 した時には、国際的な透明性

の要請 とい う話 を致 しま したが、 もう一つ言 い足

してお きたい事 は、企業 自身がグ ローバルに ビジ

ネスをやって お られ る際に、企業連携のグ ローバ

ル化 とい うもの を考 えてみて も、CALS的 な産

業情報 ネッ トワークが 日本の インフラと して必要

になって くる。単 に外か ら言われてという事 では

な くて、自 らの ビジネスをグローバル に展開 して

い く上で非常 に重 要 にな って くるのでは ないか。

そ ういう意味で 、機動的 に連合 するための水平的

な企業間関係 を作 る土台 と して、 これか らもネ ッ

トワークが必要にな って くると思い ます。

しか も、ネ ッ トワークの場合 に もう一つ申 し上

げたい事は、我 々国 がインフラだ という事で勝手

に整備出来 る もので はない。 そこが従来の工業用

水道 などと違 う話で 、官民一体でやって行かなけ

ればいけない所以で はないか とい う気 が してお り

ます。

それか ら大 きな問題意識の第二点 は、マルチメ

デ ィアの流れ をど う本格化 してい くかとい う事で

あ ります。 これは 「マルチ メデ ィア狂騒曲」 とい

う、ある意味 では椰楡 した言葉があ りま して、 こ

こ半年 ぐらいマル チメデ ィア、マルチメデ ィアと

い う話 があ りま した。私 自身 もや や食傷 ぎみで、

10年 前の ニ ューメデ ィアを思 い出す とい うの は
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まさしくその通 りだ とい う気が致 します。

ただ、ニューメデ ィア とマルチメデ ィアの決定

的違 いとい うのは、画像 が身近になってきた、或

いは音声が身近 になって きたと言 うことで、それ

をマルチ に処理 出来 るとい う意味においては、従

来の もの とは大分違 うとい う気が します。ですか

ら、マルチ メデ ィアの流れ を本物にするためには、

どうい うふ うにユーザニ ーズに結びつけてアプリ

ケーシ ョンを考 えてい くか とい う事が大事 なポ イ

ン トだ と思 ってお ります。 その辺の地 に足のつい

た議論 とい うのは、やは りビジネスユースか ら始

まるのだろ うとい う気 が してお ります。そ ういう

意味で、産業情報 化の小委員会 を動か した もう一

つ の問題意識 というのは、そんな ところか ら出て

きてお ります。

局長 も申 しま したが、大事 な事は、需要 と供給

の好循環 をど う作 ってい くかとい う事だ と思いま

す。今日はパ ネ リス トとしてお二人がユ ーザサイ

ド、お二人が供給サ イ ドで御参加頂 いてお ります

が、 この場の後半の部分の議論 になるのか もしれ

ませんが、実際 にいろい ろな企業の方 々の話 を聞

いて いると、「システムが分 かる業務担 当者 がい

ない」、逆 に言 えば、「業務 が分 かっているシステ

ムエ ンジニアがいない」、別な言葉で言 えば、「シ

ステムが分 かる経営者 がい ない」、それか ら、「経

営 が分かるシステムエ ンジニ アがいない」 とい う

ところが大 きな問題点で はないかとい う気が しま

す。 そうい う意味で、よ くソ リューシ ョン ・ビジ

ネスの よ うな話 が議論 にな ります が、 それ らは、

この シンポ ジウムなり産業情報化を進めてい く上

での一つのテーマではないか という気が します。

そ ういう問題意識 を持 ってお りまして 、最後 に

纏めて言 うと、ぜひ トップマネジメ ン トに分か ら

せ る産業の情報化 とい うのを議論 して頂 きたい と

思 ってお りま して、分か らないなりに素人 なりの

切 り口で議論 させて頂 きたいと思ってお ります。

以上です。

【窪田】 ど うも有 り難 うござい ました。石黒室

長 は10年 前電子 政策課 にお られて、今 日の情報

処理の促進 に関す る法律、EDIの 基本 とな りま

す連携指針の拠 り所の法律 をお作 りになられた功

労者 ですが 、10年 た って どうですか?。 予想 さ

れたよ り進 んだと思いますか。

【石黒】 まさ しくある部分は ものす ご く進 んで

いて、現実 の もの になったと思います。 それか ら、

問題 点 も現実の ものになったという気が してお り

ます。 あの当時 、多端末現象 とか変換地獄 とか起

こるか らこそ連携指針 を立 てて業界全体の事 をや

って いかな ければいけないとい う事 を言 っていた

のが 、現 実になって しまったという気が します。

【窪田】 有 り難 うございました。

以上で一通 りパネ リス トの方々か ら御 発表頂 い

た訳です。 これか らの産業情報 ネッ トワー クの在

り方 、情報化の取 り組み方について更に議論 を深

めたい と思 いますが、今 までのお話 を要約致 しま

す と、EDI、CALSと いった企業間の連携 に

国際 的な標準 とい う問題 が重要である。 これが企

業間だけでな くて社内の情報共有化 にも有効 な手

段の一 つではないだろうかとい う話 があったと思

います。

それか ら、企業戦略の変換 として、 ビジネス ・

プロセ ス ・リエ ンジニ アリング とい う問題 につい

ても、既存 文化 とどう共存 し、対決す るか とい う

ところが一つの問題では ないか。これには、最後

に石黒室長がおっ しゃったように、システムの分

かる経営者が殆どいないというお言葉の通 りだと

思います。 システムの技術者 とい うのは、大変勉

強熱心 で、真面 目志向ですので 、か くあるべ しと

い う理念 があ りまして、これがどうも経営 者の理

念 と相 入れ ないところがあるのではないか。 そう

いった ところで 、 トップマネジメン トに分か らせ

る産業 の情報化 とい うものをぜひ議論 したいとい

うお話 には全 く同感です。

我々 システムを進め る側 にもその様 な努 力が欠

けてい るのではないか。ある時経営者 が突然 目覚

めて、「おれは この会社 をこうやって情報 武装す

るんだ」 とい う会社 は大変幸せな会社です が、大

部分の会社は そうはいかない。経営者に とって重
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要な課題 とい うのは沢山あ りますの で、そ ういっ

た中に新 しく出て来たこういった分野が、5本 の

指に入 るまでには まだまだ時間がかかるか もしれ

ない。 しか し、今 ここで きちん と目が醒めないと、

本当に 日本 は情報 化の問題で沈没 して しまうの で

はないかとい う心配 も片方で あります。そ ういっ

た意味 で、産業の情報化 とい うのは避 けて通れ な

い重要 な問題だ と思います。

一通 り議論が終 わ りま したが
、更 にそれ を深 め

る意味 で、少 し切 り口を変 えた形で もう一回パ ネ

リス トの方 々に御意見を頂 きたい と思い ます。

まず 、平坂取締役か ら、企業戦略、特 に花王 は

先進企業 と して今度の産業の情報高度化 プログラ

ムの 中で模範例 として書かれてお ります。そ うい

う事 も含めて、それか らエ ン ドユ ーザ ・コ ンピュ

ーテ ィングの取 り組みについて も少 し御紹介頂 け

れば と思い ます。

第2フ ェーズ

企業戦略 について

【平坂 】 企業 戦略 といいますか 、我 々企業の 中

で一番重点 的に取 り組んでお りますの が、全ての

部門で コス トと時間を半分 に してい こうとい う事

です。 「全 ての部門で コス トと時間 を半分 に して

いけば 、購買力平価180円 の時代 に まだ まだやっ

ていけ る」 という事で、今 これに取 り組んでい る

訳です。それ を情報 システムを使 ってや ってい こ

うではないか という事です。

これか ら産業 の情報化の ネ ッ トワークとい う議

題 を討議す る訳ですが、今 までシステムの再構築

を して きて、私 はインフラとい うのは簡単 に作れ

ると思 うので す。 しか し、イ ンフラ を作 って も、

それ を誰 が使 っていくか、使って いく時 に従業員

全員に情報の リテラシを浸透 させ るとい う教育 が

一番 のポイン トにな
ってくるので はないかと思 い

ます。 インフラを作っても使 って くれなければ ス

リムな本社 も出来 ない し、ネ ッ トワーク型組織 も

出来 ないとい う事で、今、教育 と絡 めてエ ン ドユ

ーザ ・コ ンピューテ ィングを進めてい る訳 です
。

今 までエ ン ドユーザ ・コンピューテ ィングを進

めて まい りま して四つ ほど大 きなポ イン トがある

と思います。

一つ は、皆 さん何 回 も聞いてい るホワイ トカラ

ーの生 産性 を上げ る道具 だ とい う事
。二 つ 目は、

今 クライアン トサーバ ーシステム とい う事 が言わ

れてお りますが、 これも作 ろうと思えば、サーバ

ー を買ってきて、クライアン トの機械 を買 って き

て ネ ッ トワークに繋 いで、作 ろうと思 えば作れ る

のですが、ここで も各部門でエ ン ドユ ーザ ・コン

ピューテ ィング をや って くれない とクライアン ト

サーバ ー も絵 に描 いた餅になる。逆 にク ライアン

トサーバ ーシステムが立派に動いて くれれば ホス

トか らダウ ンサ イジ ング出来 て い くとい う事で 、

三番 目にクライア ン トサーバ ーシステムが本当に

動 いて、基幹 系 もス リム化 になる という面で、エ

ン ドユ ーザ ・コ ンピューテ ィングはまた大事 な点

で はないか。

四番 目が、 これか ら電子 メール を代表 とす る

(CALSも そ うい う分類に入 って くると思 いま

す が)グ ループウェアとネ ッ トワーク ・コンピュ

ーテ ィングを本 当に実現す るためにもエ ン ドユー

ザ ・コンピューテ ィングとい うの は必須の もので

はないか と思 います。

逆に これが出来 ます と、これと共有 のデー タベ

ース、 これ も加工 された共有の データベースでは

駄 目で、生で 、最小 のエレメン トで、 しか も時系

的 な経歴(我 々は家 系図 と言 って お ります が)、

要す るに大福帳 と家 系図 があって 、エ ン ドユー

ザ ・コンピューテ ィング出来れば、 これは結構 な

事が出来 るという事 です。 これが出来 ると本社の

ス リム化 だとか、そ ういうところもかな り進 んで

い くのではないかと思います。

もう一つ、先 ほどマルチメデ ィアが出て きま し

たが、今までのデー タベースとい うの は形式情報

ですか ら、分か らないと猫に小判です。 です か ら、

去 年の数字の100と 今年 の数字 の150と の差 とい

うのは何処か ら出て来たかとい うのは知 る人 ぞ知

一86一



る、知 らない人は全 く知 らないとい う事で、 こう

いうデータベ ース を、将来 は映像だ とか音声 だと

かとい うもの を取 り込 んだ形のマルチメデ ィアの

データベースとい う事で、意味情報 に してデー タ

ベ ースを使 って、初心者 で も、誰で も情報の意味

が分かるような方向に持 ってい くとい う事が大切

ではないか と思 ってお ります。

もう一つ、今進めてい るポ イン トがあ りまして、

これか らの産業情報 ネ ッ トワークのキーワー ドと

い うのはバ ーチ ャル とオ ンデマ ン ド、 この二つで

はないかと思 ってお ります。バ ーチ ャルの 中では、

バ ーチ ャル ・フ ァク トリとい う事 が あ ります 。

我 々は生産会社ですので、全国に9工 場 あるので

す が、一遍 にはで きませんが、和歌山工場か ら九

州工場 をオペ レーシ ョンす ると言 うような事 をテ

ス ト的に行お うと思 ってお ります。 これは今の回

線では出来 ません。映像 も送れない し、応答 も遅

い し、出来 ません。 しか し、 こういう形 でや って

い くと工場の概念 も変わ って くる し、工場長の役

割 も変わって くるとい う事 で、これ をテス ト的に

やってい く。

9つ ある工場では 、昔は直間比率 と言 っていた

のですが、直間比 率 とい うのは昔の考 え方で、今

は各工場の工場長 さんは、生産の コン トロール現

場で ある計器室に入 ってお りまして、今は直間一

体化 といいま して、間接 の人が直接オペ レーシ ョ

ンすればいい じゃないか とい う事で、直 間の比率

というのは出来 るだけ使 わない、直間一体化 とい

う形で今進めてお ります。

ですか ら、 これな ども情報技術 を使 わない と出

来 ない概念です。従来通 りのオペ レー シ ョンをし

ていれば、オペ レー タは現場 に行 ってオペ レーシ

ョンしなければいけないのです が、オペ レータは

1ヵ 所 で全て運転 出来 る。 そ うなれば間接 も直接

もないのでは ないか とい う事 で、こうい うものを

進めてお ります。

エ ン ドユーザ ・コ ンピューテ ィングな り教育 な

り、組織内に情報の リテ ラシを浸透 させていった

時に、最後に課題 になって くるのが トップマネー

ジャ自身の コンピューテ ィングとい う事で はない

かと思 います。こ うい う事で今は地道 に進 めてお

ります。

【窪田】 有 り難 うご ざいま した。 こうい った新

しいコ ンピュータの いろいろな形での連携 を考 え

てい く場合 に、オープンシステムの環境 とい うの

は大変大事だと思います。その辺 につ いて富士通

の丸 山常務か らお願 い致 します。

【丸山】 今我々が迎 えてい る環 境変化 、オ ープ

ンシステムという言葉 が代表 してい ると思 います

が、そ ういう目で、 これまで出て きているお話 を

踏 まえてコメン トさせ て頂 きたいと思 います。

まず、石黒室長が言 われ ま したマ ネジメ ン トが

分か る産業情報化 といいますか、 トップマネ ジメ

ン トが分かるという事で思 いますのは、私共 がお

つ き合いを させて頂いてお りますユ ーザの トップ

(社長 とか副社長)の 方 々の 中には非常 に詳 しい

方がお られ ます。パ ソコ ンを駆使 されてい る方 々

がお られるの も事実です。一方 、殆 ど触 った事 も

無い とい う トップの方 も勿論 おります。先 ほ ど紹

介 しま したように、 その比率 が1:3と か或 いは

もう少 し偏 った数字にな っているというのが現状

で はないかと思います。

これは富士通と しての活動ですが、企業の トッ

プの方 々をお呼び して、例 えば1泊 とか2泊 とか

で セ ミナをや っております。 そ うい う中の何時間

かを使 って実際にパ ソコンに触 って頂 くとい う時

間 を設けております。い ろいろな事 をや ってお り

ますが、一番分か り易い例 は、パ ソコ ン通信 を実

際 にや って頂 く。御参加頂 いた社長 に予め メ ッセ

ー ジな どを送 っておい て、 それ を見 て頂 くとか、

これは インス トラクタな どを付 けて 、実際に御 自

分が触 るの に不自由が無いような環境でや って頂

いてお ります。メ ッセー ジを見て頂 くとか、新 聞

記事デー タベースの中か ら御 自分が興味 を抱 いて

お られ る特定のテーマを引 き出 して くるとか、そ

うい う事 をや ってお ります。やは り トップの方 に、

情報 システムを使 って何 が出来 るのか とい う事 が、

部分的にで も、実感 を持 って分か って頂 くとい う
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事が一番重要なのではないか と思ってお ります。

先 ほど紹介 しま したア ンケー ト調査 を見 ます と、

情報 システム部門に頼 らないで、 自分の スタッフ

部門に分か らない事 を聞 くとい う事で、日本 の場

合 には大変有能ですば らしい組織 、スタ ッフがい

る訳です。そこと情報 システム部門がもっと緊密

な タイア ップをす るのが私共の 目か ら見て重要 な

テーマなのではないかと思 います。情報 システ ム

部門 と経営 スタ ッフ部門 とが別 な存在では無 い よ

うな在 り方 、そこが一体 となって、 トップの手 に

触れた実感 、情報 システムの効 用だとか、そ うい

った事につ いての認識 を深め、企業全体のオー プ

ンシステムへ向けた、或いはオープ ンシステム を

活用 した、情報 システムの リフォームを進 め られ

る時期 に多 くの企業 が来てい るのではないか と思

い ます。

そうい うユ ーザ自身の情報 システムの新 しい展

開 シナ リオを作 り上 げるとい うのは、私共か ら見

ると、ベースとなる技術 も非常 に激 しく動いてい

る訳です し、い ろいろなものがあって 、本当 に生

き延びてい くのはどれ なのか とい う事 は、専 門家

にも明確 に見 えてないとい う事 もあるとい う状況

の 中で、企業の シナ リオ を作 り上げてい くとい う

事 は大変な事 だろうと思 います。私共 だけで はあ

りませんが、そうい うベ ンダサ ービスの ビシネス

として システム ・インテグ レーシ ョンは非常 に重

要 な任務であると思 います。

もちろんユーザも業種 が違 います し、規模 が違

い ます し、これまでの歴史 とか背景 とかいろい ろ

違 う訳で一律にはいかない。一方 、それに対 す る

環境の変化、情報技術の進歩 とい うもの と噛 み合

わせてみた時に、どういう選択 が一番 リーズナ ブ

ル かとい う話だ ろうと思い ます。経営部門ない し

は情報 システム部門が企業の システムの今後の展

開シナ リオ を作 ってい くの をお手伝 い させて頂 く

とい うの がSIベ ンダとしての役割であ り、それ

に役立つ ような存在に なるとい う事が大変重要 な

課題だ と思ってお ります。

もう一つ、情報 システムその もの 、或 いは情報

ツール が企業のシステム部門 だけでな くて全体に

広 がっていくとい う事は、 コンピュー タベ ンダと

して考 えます と、お客様 自身が広が っているとい

う事 を意味す る訳 です。 これまで情報 システム部

門の方 だけがお客様 だったの が、人事部門 ・営業

部門 ・受発注業務 を されているところの方 々がお

客様 になるとい う具合 に、お客様 がどんどん広 が

って くるとい う事 で、企業の情報 システム部門 も

同 じよ うな感 じがあるのではないか との思 いがあ

ります。

私共 の組織 も、例 えば営業 に しろ、 システムエ

ンジニアに しろ、お客様の業種別の組織 という体

制 を敷 いてきてお ります。組立産業 とか自治体 と

かそ うい う形に分 かれてお ります。お客様 の情報

システムの広が りとい う事は何 を意味 しているか

とい うと、必ず しも業種の特徴 だけが鮮明に現れ

てい るのではない と言 う事です。例 えば人事です

とか、業種 に跨 って比較 的共通 要素 が高い ところ

での情報活用 とい うのが進んで きていて、 またそ

うい うニーズも高 まっている。 それに答 えなけれ

ば いけ ない。企業 の情 報 システム部門の方 々が 、

同 じような広 が りに対 して十分 コンサル テー シ ョ

ン出来ているか(現 在過渡期 だと思い ますが)と

い うあたりに問題が あるので はないか と思い ます。

そ うい う事 も含めて企業 の情報 システムの展開 シ

ナ リオ とい う事 にな るので あろうと思い ます。

それか ら、私共 は企業 内のパ ソコン通信 という

のをお勧め したいと思 ってお ります。企業 内のパ

ソコ ン通信 とい うの は内線電話 と同 じで、企業の

中に閉 じた(私 共 の用語でCUG(ClosedUser

Group)と 言 ってお ります が)企 業の従 業員 の

方々だけでのパ ソコ ン通信であ ります。 これ を改

めて企業 内の固有 の システムと して構築 しないで、

一般 の、例 えばニ フテ ィな らニ フテ ィのパ ソコン

通信のサブセ ッ トと して、セキュ リテ ィなども含

め て比較的容易、かつ手短かに出来 る訳です。

例 えば アメ リカの企業に行 きます と、音声 メー

ル というのが使 われ てお ります。 日本では、非常

に使 われている とい う感 じが しませ ん。 それに対
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してパ ソコン通信は非常 な勢いで、企業の 中で も

伸 びて いる。 この違いは何 なのか。一つ考 えます

のは、企業の中で、管理職の方にはそれぞれの机

に電話 があるか もしれ ませんが、一般の従業員の

人は一 人一人 は電話 は持 ってい ません。あるグル

ープな らグル ープに1台 あるとい う格好で個人の

電話 とい う事 にはなっていない。そこに音声 メー

ルが普 及 しない一つの理由があるのではないかと

思 ってお ります 。「誰 それ さんにこ ういうメ ッセ

ージを残 したい」 とい うの がもともとのニーズで

あ りますが、それ を近 くの電話 にとい う訳にはい

かないのです 。

一方、パ ソコ ン通信 とい うのは個人で、ま さに

メ ッセージを送 りたいとい う相手のIDで その人

に送 る訳 で 、そ うい う意 味で企業 の中の活性化 、

情報共有の ための仕組 と して、企業の 中の個人の

能力 を十分引 き出す とい う側面 を持っている と思

い ます。 そ うい う意味か らもパ ソコン通信 とい う

の は大変面 白いメデ ィアではないか と思 ってお り

ます。

それか ら、オ ープンシステムという事で、技術

ない しプ ロ トコル などの標準化 というのは問題 が

根深 くなって きていると思 います。端的に申 し上

げて 、公式 の オー ソライズ され た標準 に対 して、

自主的 な標準 、即 ち世の中で市場 を占有 したか ら

それが標準にな ったとい うものが圧倒的に強 くな

っている事は、皆様方 も日々目の当たりに してい

る訳 です。 それは、 もともと机の上で考 えた理想

形 とは程遠 いと思いますが、大変 な時間 をかけて、

世界中のコ ンセンサスを得 なが ら標準 を確立 して

いって、それか らそれ を製 品化 して、実際にお客

様に使 って頂 くとい う時代 ではないとい う事が一

方の現実 と して あります。

標準化に しろ何に しろ、そ もそも何処 かにニー

ズがあって、ニーズに うまく答え られた ものが多

くのユ ーザに使 われていき、 それが実質的な標準

になるとい う側面 が非常 に強い訳 ですので、大変

抽象的ですが、いま一度違 った角度か らもっと実

践的 なや り方 とい うものを受 け入れていかな くて

はいけない し、そ うい う中で我 々の活動 も進めて

いかなければいけないのではないか と思います。

もう一つ付け加 えますと、コンピュータベ ンダ

と して、自分で いろい ろな製品 を開発 して、それ

を皆様 に御提供 してい るというビジネスも勿論あ

る訳です が、一方 、ユ ーザへの システムイ ンテ グ

レーシ ョン ・ビジネスとい う事で あれば、当然 自

社の製品にこだわ っていられないとい うのが現実

であ ります。例 えば富士通な ら富士通の製 品で固

めるのではないか と思われ るか と思 いますが、ど

うもそ うい う事で は我 々コンピュー タベ ンダとし

て も先 がない訳です。そ うい う意味 で、コ ンピュ

ータベ ンダといいなが ら、そこの中での職種 とい

いますか、レスポ ンスビ リテ ィに よってシステム

インテグ レーシ ョン部門 としての独立性 を高 めて

いか なけれ ばいけないと認識 してお ります し、会

社の組織 もその方向に動いているつ もりです。 こ

れは私共だけでは ないと思い ます が、その辺 も御

理解賜 りたいと思 ってお ります。

【窪田】 有 り難 うご ざい ま した。引 き続 き、今

度はシームレス ・ネ ッ トワークの実現 といいます

か、ネ ッ トワーク化 とい うの がこの問題の キーワ

ー ドにな りますので 、その辺 で御造詣の深 い大橋

理事か らお願い致 します。

【大橋 】 初 めに、今 も丸 山常務 か ら、企業 内で

のパ ソコンネ ッ トワーク等社 内的なシステムの使

われ方につ いてお話があ りま したが、ち ょっと面

白い現象に気が付いてお りま して、当社 も紺屋の

白袴 と言 っては大変残念 な面 もあ るのです が、ま

だ まだ社内で1人1台 とい う状況には至 ってお り

ませ ん。 この1～2年 投資とい う面 では控 え ざる

を得ない面 もあ り、また、自分の職場 の中での社

内LANと か をど う充実 させて い くか とい う事が、

事業部 の見方によって もは こうがあって、あ ると

ころは100%、1人1台 でLANで 結 ばれ ている、

あると ころは50%に も満 たない とい う状 況 が全

社的に見るとあ ります。

勿論 こ ういっ た状況 に なって きてお りま して、

私共 としても一 日も早 く全社 的にウイン ドウズベ

一89一



一スで インターネ ッ トとも繋 ぎ、現在で もインタ

ーネ ッ トは社 内のLANと 繋 いで いるのです が
、

電 子メール以上の機能的な面で ももう少 し深めて

い きたい と思ってお ります し、 また早 くそ うい う

もの を実現 していきたいと思ってお ります。

面白いのは、社 内の端末の配備状況 とメールの

発信の数 というのはかな り相関関係 が強 いのです。

これは台数が多いか ら当然 トータルすれば多い と

い うの は明 らかだと思います。2人 で1台 使 って

いて も、側 にあるの と同 じよ うに もっ と使 えば、

人員数 と発信数が比例する というのは分か ります

が、配備率 と台数に相関があるとい うのが当社の

中の社 内 システムを預 っている所 の統計で分か る

のです。単純に考 えてみると、そ うい うインフラ

を作 ってい くと社内での利用 も広 がっていくので

は ないかとい う意味 もあって、 ます ます早 く望 む

状態 に持 っていかなければいけないだろうと感 じ

ているところです。

当社 では、社 内(OthceInformation)の 使 い方

と して は、電子 メール 、ソフ トウェアの変更 ・修

正の ダウ ンローデ ィング 、会議室 の予 約 ・変 更 、

掲 示板 、電 子会議等 をか な りや って お りま して 、

統計 的に見 ます と、昨年の10月 と今年の10月 で

比べてみ ます と、 トータルの発信通数がち ょうど

2倍 に なってお ります。 インターネッ トを使 って

の外部 とのや り取 りもその中に含 まれてお ります

が、その間の インフラの伸び とい うのは倍 も伸び

ている訳ではなくて、多分2～3割 位 だったので

はないか と思 ってお ります。 自分たちがそういう

事 を職業 としている訳ですか ら、使 い方 を工夫 し

よ うとか、もっともっと先進的に情報 リテラシを

高 めてい こうとい う意識 も広 が って きて、1年 間

でち ょうど倍の通数 になってい るとい うの が、 こ

の前統 計 を見て気 が付いた点 であります。

今 、シーム レスネ ッ トワークのお話 がありま し

たので 、私がインチグレータと して考 えて お りま

す ところを若干補足 させて頂 きます と、世の 中の

ニーズがポス ト情報化時代 とい う事 で、創造力 を

重要視す るフェーズに入 ってきている訳です。 そ

ういった ものに我 々と してどう対応 してい くかと

いう事です が、 インチグ レータとしておつ き合い

す る企業 にいろい ろ提案 してい く中で、顕在 して

い るニーズだけではな くて潜在的なニーズにも目

を向けていろい ろ提案 していかない と新 しいマー

ケ ッ トの開拓 とい うの はで きないのではないか と

い う認識 を持 ってお ります。

そ ういった背景で いきますと、三点 ばか り考 え

るところがあ りま して、一つは、提案型、創造型

の システム提供 というのが必要だ と思 います。こ

れは先 ほど申 し上 げま したが、情報 サービス業界

は私 共 も含 めて まだまだ技術的に も制度的に も未

熟な面があ ります し、我々の付加価値 とい うもの

は どう評価 され るのか、そ ういうものの評価 もは

っきりしない とい う事 もあ りまして、付加価値創

造型 の戦略が組 め る段階 ではないのですが、これ

は絶対 に必要 であろうと思ってお ります。

二番 目に、私共パ ッケージ ・インテグ レーシ ョ

ンと呼んでお ります が、パ ッケージをもっと活用

しな くては とい う事 をお話 し致 しま した。 そこに

関係す るのです が、 日本 はアメ リカに比べてパ ッ

ケー ジが遅 れて い る。一般 的 には業種APと か 、

アプ リケーシ ョンのパ ッケージです と、 日本では

まだ15%ぐ らい しか活用 され てないのですが米

国で はそれが50%以 上 もあ り、そこに大 分開 き

が あるとい う事で、当社 もそ ういった先端の組織

を作 って、何 とかパ ッケージ ・インテグレーシ ョ

ンとい うもの を社 内で身につ けて対応 していかな

ければいけない と考 えてお ります。

その時 に、パ ッケー ジ ・インテグ レーシ ョンに

関連 して私共で強 く進 めている事 にエデ ィテ ィン

グ ・テクノロジとい う事 があります。外 の もの も

上手 くエデ ィッ トして自社の もの と組み合 わせて

使 う技術 を、当社の 中ではエデ ィテ ィング ・テク

ノロジーと呼んでお ります。 これ は、 自分たちの

持 っている製品 で、 ソフ トウェアについて も手作

りでお客様のニーズに答 えてい くとい う時代か ら、

外 の もの を有効 に活用 して、それ を評価 して、 そ

れ を組み込んでなるべ く早 く、 しかも経済 的にお
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客様 に作 ってい くとい う事で、こういった外 部技

術 の評価 とか編集 とい う事が、今後 システム ・イ

ンチグ レータとしては非常に大事 になってくるだ

ろうと考 えてお ります。

実は、今年の4月 にR&Dの 部隊 も再編成致 し

ま した。 その時の一 つの基 本的 なコ ンセプ トに、

R&Dか らR&DESに という事 で組織 の変革 も

いた しました。従来か らR&Dを 技術開発 と言 っ

てお りましたが、単な る技術開発 という事ではな

くて 、「E」 とい うのは、先 ほどは 「エデ ィッ ト」

とい う言葉 を使 いま したが、その当時 は 「エバ リ

ュエーシ ョン」 という言葉で、外の もの を評価 し

て使 ってい くとい う姿勢 をもっと強 く出 してい こ

う とい う事 、 「S」 は 「サ ポー ト」 とい う事 で 、

従来 か ら事業サ イ ドを支援す る機能 を持 っていた

のですが、そこを更に強化 し、力点 を置 くとい う

意味です。 そうい った動 きもあ ります。

三番 目は、品質の問題 であります。今のネ ッ ト

ワークの話 も関係致 しますが、ネッ トワー クを大

規模化する とか、VANが 業界 を越 えて相互乗入

れす るとか、グ ローバルに広 がってい くとい う事

にな ります と、当然の事 なが ら、ネッ トワーク或

いはシステ ムの信頼性 というものがいろい ろな意

味で大事に なって まい ります。それか らお金の決

済 も複合 されて くるで しょう し、そういった意味

で品 質の問題 が非常 に大 事に なってまい ります。

これはでき上 がった もの の品質 も大事です が、ソ

フ トウェアの作成の中での品質が重要だ とい う事

で力 を入れてやって きました。私共 は昨年度 デ ミ

ング賞 を受賞致 しま して、それは数年前か ら力を

入れてや って きた結果で ある訳ですが、今後 もま

す ます品質の重要性 が出て来るのではないか と思

ってお ります。

これは従来でいい ます とTQC活 動です。 この

TQC活 動 はCALSの 活動 などと関連 が深 い訳

ですが、 この話の イン トロで少 し申 し上げま した

よ うに、単 にスパ イラルア ップ して、顕在化 した

ニーズを品質 を高め る事によって生産性 を上げて 、

お客様 に安 く良い品 を提 供するとい う使命だけで

はな くて、潜在化 しているニーズを掘 り起 こす よ

うな創造的なTQC、 従来の延長ではなくてそこ

で大 きく方向を変 えるよ うな品質管理活動 とい う

もの も重要なので はないか という事です。デ ミン

グ賞 を取 った後 は、従来のTQC活 動の定着 と併

せて創 造型のTQC活 動 も推進 しているところで

あ ります。

ですか ら、品質 の問題 と提案型の ビジネスの問

題 と、それか らパ ッケージ ・インテグレーシ ョン

とい うものが非常 に大 きな方向付けではないかと

思っております。

【窪田】 有 り難 うご ざい ま した。

それでは、今 日の メインテーマであ りますED

I、EC、CALSに ついて、鉄鋼業界で長年 こ

の問題 に取 り組 んで来 られ ま した堀 内部 長か ら、

その取 り組み状況 その他についてお話 し頂 ければ

と思い ます。

【堀 内】 それで は、まず最初 に、鉄鋼業 界にお

けるEDIの 現状 を簡単に御説明 させて頂 きます。

午前 中に渡辺局長 か らお話があ りま したよ うに、

現在 、鉄鋼業界は、総合商社7社 と鉄鋼メーカ6

社 で鉄鋼EDIセ ンター というものを作 ってお り

ます。そこで、自動 車業界 、造船業界 、電機業界、

小売 セ ンターやコイルセ ンター(途 中で加工する

業界)等 の小売 センター業 界、それか ら鉄 を運ん

で も らっている物流 ・運搬業界等 、こうい うとこ

ろと具体的な研究活動 、或いはEDIを ど うした

らいいんだろうかとい う事 を始めま して、約4年

経 ってお ります。現在 はどうい う状況か と言 いま

す と、造船業界の方 とは個別に具体 的なEDIを

開始 してお ります 。 自動車 業界或 い は電機業 界、

その他 の団体 とは、今 この辺 についてど う進める

か とい う事につ いて検討 中です。

造船 業界 と具体 的 に始 め て分 か った事です が、

「標準 的 なEDIの メ ッセ ー ジを作 って おいて 、

それ を基に してお互い にネ ッ トワークの話 を しま

す と、非常に効率がいい」 とい う事 が実証 され ま

した。

実 は、先ほど控 え室 で國領先生 と一言お話 をし
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ま した。國領先生 が、88年 か ら米国に行 かれて

EDIの 研究 をされている とい う事で、私 もち ょ

うど8年 くらい前 か ら米 国に、 こういう事 で出か

けま した。 ピック3か ら 「バ ーコー ドを付けない

と物 を取 らないよ」 とい う話が ありま して、ど う

いう事が米 国で起 きているのかな という事 で米国

に飛んだ訳 です。そこで初 めてEDIと い う世界

を見た訳 です。g

そこで一つ だけお話 ししてお きます と、バ ーコ

ー ドでど ういう事をやるかとい うと
、現品 をある

ところか らあるところに移す時に、現品にバ ーコ

ー ドを張 って、その現品が絶対間違いないとい う

保証 を付けて、バ ーコー ドを読 んで現品情報 を先

方に送 る。一方、先方ではバ ーコー ドを読 んで現

品情報 と確認 を取 るとい うのが基本的な考 え方で

す。従 いま して、 ミスがゼロとい うコンセプ トが

あ ります 。 そうい う事 で、米 国に於い ては1980

年代の前半か ら始 まり、具体的に実用化 が始 ま り

ま したの が1990年 代 で、特に鉄 、 自動 車 などは

関連会社 を含めて急速に進展 したとい う実情です。

あ る米 国の鉄鋼 メーカです と約600社 と完 全ED

Iを 行 い、ノンペーパーで全ての情報の授受が行

われて いるという事です。

そ うい う事で、國領先生が 日本に帰 って来た ら、

「EDIと いうのは何 のために要るの か、ど うい

うメ リッ トがあるのか」 とい う事で質問が絶 えず、

國領先生の ところに来 るとい う訳です。私 も、今、

鉄鋼EDIセ ンターで鉄鋼業界のEDIを 推進 し

ている最 中で、宣教師 をやってお ります。 「ED

Iを や るとハ ッピーになります 、信 じる者 は救 わ

れ ます」 とい う、普及啓蒙活動 をや ってい ます。

今、 日本に於 いては、そうは言いなが ら、ED

Iに つ いては政府 やJIPDEC初 め関連業界の方 が

いろい ろな御苦労 をされて進 め られてお ります の

で、社会的にかなり認知 もされて きた し、必要性

も認識 されて きたのではないか と思 ってお ります。

今 日は鉄鋼業界に於け るEDIとCALSに つ

いて説明 をというお話が、窪田 コーデ ィネー タか

らありましたが、CALSの コンセプ トは、最終

的にはコス トダウ ン ・品質の向上 と調達 のスピー

ドが大幅 に改善 され るとい う狙い を持 ったシステ

ムだ とい う事で、私 もここ5ヵ 月ぐらいCALS

について勉強 してお ります。先ほ ど石黒室長か ら

ありましたように、私の勤 めている業界 、或いは

私の会社 が現在厳 しい リス トラを計画 してお りま

して 、約25%の 要 員削 減 とい う計画 が短期的 に

出てお ります。一つ は、鉄鋼業界その もの が、景

気が悪 くなると一番最初に悪 くなる、そ して、全

ての産業で景気がよ くなった時一番最後 に上が る

とい う事です。まだ水面下で 、よく言 われますよ

うに氷河期の時代のマ ンモス という事です。

また、産業情報 ネ ッ トワークとい う事 で、実 は

今盛 んに言われてお ります事が、国際 的、或いは

国 と国との 「共生」、企業 と企業 との 「共生」、或

いは組織 と組織 との 「共生」 とい う事 です。 この

共生 というのはどうい う事か?日 本 の今 までの情

報化 な り企業経営 は、 自社の生産効率優先 とい う

考 え方で、ニーズとシーズが ミー トして日本の製

造業 というのは今が在 るのではないかと、私 自身

は思 ってお ります。

ただ、そ こで今変わ って きたの は、 「共生」 と

い うキー ワー ドは、 自社 だけの効率 化で な くて 、

自分 と取引のある、或 いは自分 と関係の ある企業

の、コス トダウンや品質向上や納期短縮 を行 うこ

とで あ り、結局 それは、双方に於 ける在庫 を減 ら

す訳です。そ ういった意味での情報 ネ ッ トワーク

とい うのは、今叫ばれている 「共生」の ための絶

好の ツールではないか と私は思います。今叫 ばれ

ている 「共生」 とい う事が米国で はCALSと い

う概念になって、更 にバ ーチ ャル ・エ ンタープラ

イズとい う事 になっていると思 いますが、今 日本

でも 「共生」 という考 え方 とい うの は深 く進行 し

ているのではないかと、私 自身は思い ます。

で は、自分の会社 にそれがど う係わ って くるの

かという事ですが、情報 ネ ットワークが簡単 に繋

がるとい う環境は、今 までのシステムの体系を基

本的 に変えておかないと簡単 には繋 が らないとい

う事だ と思 います。従 って、相手方 とネッ トワ一
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クで情報のや り取 りを したいといった時に、その

ために一つ一つデータベースを作 り直 していたの

で は、期間もかかる、コス トもかかる、もう結構

です と言 われ るとい う事 になります。

従 いまして、情報 ネ ッ トワークの進展 とい うの

は、その企業の情報 システムの構造その ものを変

えるためのインフラになるので はないか と思って

お ります。データベース中心の システムが出来て

いないとそれ に対応で きない訳ですか ら、それ に

伴 ってマルチメデ ィアな りパ ソコンというもの が、

情報 を入れ込 まない と仕 事ができない訳ですか ら、

そ うい う事になって くるのではないか。結果 とし

て、ホワイ トが仮に くだ らない仕事 をやっている

場合 にはその仕事は無 くなってい くとい う事の イ

ンフラにな るのではないか。その ために情報 ネッ

トワークについては、 ネ ッ トワークを作 るのに時

間がかかった り金がかか った りではそうい う環境

は出来 ませんので、この辺の インフラづ くりとい

うのは今 ま さに必要ではないかと思います。

【窪田】 有 り難 うご ざいま した。

第2フ ェーズ も最後 になりま したが、石黒室長

か ら全体を纏めて御意見 をお願 い したい と思いま

す。

【石黒 】 お話 を伺 って いて、一つのテ ーマが標

準化 だったと思い ます。 いろいろな レベルの標準

化 があって、機 器 とか システムレベルの相互運用

性 と、プロ トコルに代表 され る様 な もう少 し上の

レベルの標準化みたいな話 があろうかと思い ます。

この辺の ところについては、丸山常務 も言われた

ように深刻 な問題があると思 ってお ります。

問題意識 、危機感の一つ は、まず、情報産業 の

サ イ ドから見ても、 この部分 というのが逆 に言 え

ば情報産業 の首 を締めている感 じが あるよ うな気

が しています。ど うい う意味 か というと、ユーザ

の方か らす ると新 しい機器製 品に見向 きもしない、

マルチメデ ィアと騒いで も、新規で ただ良 さそう

なものだからとい う甘い投 資 をしないとい う環境

になっていて、いかに既存 の システムと整合性 を

持 って組み合わせ られ るか とか、将来の拡張性だ

とかオ ープン性 だとか というものに対 して どう答

えてい くか とい う事がチェ ックポイ ン トにな って

お ります。結局、供給サ イ ドの方 か ら見て も、標

準化 が出来ていないが故 に、ユーザの方が情報化

投 資を控 えて しまうとい う事が起 こってい るので

はないかのではないか と思 います。

今度 は、更 に上の レベルの プロ トコルの話 を し

ていけば、ユ ーザサイ ドの局所的な最適化の 中で、

情報化投資 を して も余 り効率が上が らない。先 進

企業 の幾つ かのパ ターンを見てお ります と、先ほ

どか ら部門間統合みたいな話が あります が、そう

いった事 に よる間接業 務の統合 の メ リッ ト等 は 、

企業 内の統合 でも生 まれ ますが、同時に企業間で

や る事によって全ての部門 を簡略化出来 るという

事にな る訳 です。 メ リッ トをユ ーザの方か ら拡大

してい こうとすると、今後の流れの中では、各企

業がお互いに合意の上で、あるベースに乗 っかっ

てEDIな り何 な りをす る事によって リエ ンジニ

ア リングが出来 る。 そこで初めて情報化投 資のメ

リッ トが出て来 るとい う事であ りま して、ユーザ、

メーカ双方 ともある種 の標準化 が出来 ないが故の

情報化投資の限界みたいなものに突 き当たってい

るので はないか とい う気 が します。

で は、標準化 をどの様 に進めるのか とい う話 に

ついて は、丸山常務 も御指摘になった通 り、官が

決めて しまった標準 とい うのは必ず しもうま くい

っていないの がこの世界の常であ りま して、 そう

い う意味で はま さに 「ニーズが決める」 とい う気

が します。 ウイン ドウズがある種 の標準 になった

とい うの も、ウイン ドウズ というのが実際の オフ

ィス ワークを してい く上で、ある仕事 をや ってい

て、途 中で別 な仕事に移 ると言 う様 な、実際の仕

事の形態 に合 っていたか らウイン ドウズとい うの

がある種 の標準 になっていったんだ とい う気 が致

します。

そうい う意味 では、標準 を決 めるか どうかの大

事 な要素 とい うのは、ユーザニーズに合 ってい る

か、もう一つ言 うと、ビジネスプロ トコルの世界

でよ くあるのは、強 いユーザが決めた事に繋 が っ
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てい くとい う面 があ ります。それがいいか悪か と

い う評価 はあ りますが、そこら辺 は実態論で決 ま

ってい く話 だと思います。

ただ、先 ほど堀内部長が宣教師 とい う話 を され

ま したが、私共 も一生懸 命宣教師 をここ10年 来

位やって きていて、実はこの状態 であります。 た

だ、宣教師 をや りなが ら、堀内部長 もきっと今 が

チ ャンスだ と思ってお られると思います。私 は今

がチ ャンスだ と思 ってお りまして、標準化 を教科

書的 に言 って いて、「それは出来 た らいい よね 」

とい う時代 の余裕 が今は なくなった とい うの が 、

日本経 済が置 かれている状況ではないか と思 い ま

す。

繰 り返 しにな りますが、國領先生 もお っしゃっ

てお りま したが、企業連携の 中で、従来型 の囲い

込み戦略 のある種の限界 というのが出て きて しま

っている。新 しいパ ラダイムの中で企業経営 をや

っていかなければいけないとい うニーズが今来 て

い るのではないかという気が しています。です か

ら、宣教師 の方 も態度が大 きくなってお りま して、

「合わせ ない と皆 さん外れて いきます よ」 とい う

言い方 がだんだん出来 るよ うに なりつつあるよ う

な感 じが してお ります。ですか ら、情報化 を次の

ステ ッフ。に進 めてい く上で、オ ープ ンなネッ トワ

ー クを作 ってい くというのは、今 まさに時代 的状

況になって きているし、非常にオプチ ミステ ィッ

クか もしれ ませ んが、今それが出来 るのではない

か と思っていて、ここ1～2年 が勝負時ではない

か と思 ってお ります。

【窪 田】 大変力強い、産業 界への叱咤激励 だと

思い ます。有 り難い事だと思います。

一通 り第2フ ェーズまで終わ りまして
、会場の

中か ら御質問がありました らお受け したい と思い

ますが、何かご ざいますで しょうか。

【会場】 今、雑誌等 でもインターネ ッ トの話題

が ありま して、富士通で もビジネスを始め られた

とい う新聞記事 も出てお りますが、これは産業界

或いは ビジネスにインパク トを持つのではないか

とい う目で我 々は興味 を持 って見てお ります。 そ

こで、皆 さんそれぞれのお立場で、 これがどうい

う影響 を持つのか、どうい うお考 えを持 ってい ら

っ しゃるのか御意見 をお聞 き したいと思い ます。

【窪田】 有 り難 うご ざい ます。最後 はそれぞれ

のお立場での要望 を取 り纏 めようと思 ったのです

が、たまたまいい題材 を提供 して頂 きましたので、

インターネ ッ トについて どうお考 えか一 人一人に

伺 ってみ たい と思います。平坂取締役、如何で し

ようか。

第3フ ェーズ

インターネ ッ トについて

【平坂】 イ ンターネ ッ トは丁度研究 し始めたば

か りで、導入 したばか りです。や ってい く中で問

題 を解決 してい こうと思 うの ですが、花王 の広告

だとかを全世界 に向か って投 げかけ られ るので は

ないかとい う事 で、普通のコ ミュニ ケーシ ョン手

段 以外 にそうい うもの も研究 しようか なとい う事

でやってお ります。

もう一つ、今電子 メールは、花王独 自の電子 メ

ールであるカス タネ ッ トとい うもの を持 ってお り

ますが、カスタネ ッ トだけでは駄 目で、グ ローバ

ルに通信す るためにはいい電子 メール を全部使 っ

てい こうとい う事です。 自社 はカス タネ ッ ト、後

はcc;Mail、MS-MAIL、 その他 に一

番基本 にな っているインターネ ッ ト、それでや っ

てい こうとい う事で 、インターネ ッ トについて は

まだテス ト段階で詳 しく述べ られません。

【窪田】 堀内部長、如何ですか。

【堀 内】 当社 と して は、会社 と して インター ネ

ッ トを使い ましょうとか、そ ういう事は まだや っ

てお りません。 ただ、社内で個人的に インターネ

ッ トに接続 し活 用 して いる例 はたく さん聞 きます。

従いま して、今後 インターネ ッ トを使 うよ うな環

境 、或 いは使 わなければその人の仕事が評価 され

ないような時代 が来 た時に、初めて これが有効 に

使 われ るので はないか と思 ってお ります。

【窪田】 有 り難 うご ざい ます。丸 山常 務、如何
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ですか。

【丸山】 先 ほ どお話 し頂 きま したよ うに、私共

はインター ネ ッ トの ビジネスをInfoWebと いう名

前で数 ヵ月前 に始めてお ります。大変大 きな反響

を頂 いてお ります。現在 、お使 い頂 き始めている

ユ ーザが150と か160位 で、数 ヵ月で こうですか

ら、かなり急激な高 まりで、ユーザが非常に高 い

関心 を示 していると思い ます。私共 はインターネ

ッ トの ビジネス もニフテ ィのパ ソコ ン通信 もGサ

ーチというデ ータベースサービス も別 々にやって

いる訳です が、 これ らは連続線上 にあるものだと

思ってお ります し、ニフテ ィとインターネ ッ トと

の相互乗入れ も勿論や っております。

インターネ ッ トは幾つかポイン トがあると思い

ますが、一つ はカラーの画像情報 が送れ る、受け

られ るとい う事で 、実際 にアクセス されている方

には大 変 な衝 撃 であ り、また私 自身 もそ うで す。

従 って 、使 い方 もその辺 に出て来 ると思 います。

例 えば、社 内でいいます と、画像 を持 ったマニ ュ

アルが多 くなってお りますか らパ ンフレ ッ トの よ

うなもの、それ か ら商品 カタログの ような ものに

使われてい くと思 います。 そういう意味で、情報

出版関係 の方 々、或いは広告宣伝業の方々か ら非

常 に強 い関心 が寄せ られてお ります 。 も う一 つ 、

イ ンターネッ トの特徴 としては、イ ンフ ォメーシ

ョン ・プロバ イダと言 って も宜 しいかと思い ます

が、情報 源 、情報 ソースが非常 に多次 元 で あ り、

あ らゆる所が インフ ォメーシ ョン ・プロバ イダに

な り得 るとい う特徴 があります。 もちろん企業 内、

外、国際間 と非常な広が りを持 っている訳で あり

ます。例 えば決済 というところに まで ビジネス的

に使 われ始 めて い くだ ろ うと思 ってお ります が、

それ を実用 的な ものにす るために、技術 的 にも、

社会慣行的 にも解決 して いかなければいけない問

題 は幾 つか あ ると思 って お ります。何 れ に しろ、

伸びてい くで あろうと判断 して ビジネス的 に取 り

掛かっているところです。

【窪田】 大橋理事 、お願 い致 します。

【大橋 】 大体 それぞれのお話の 中に出て きてお

りますが、特徴 は開かれ たネ ッ トワークで あると

い う事、非常に手軽 に海外 との交信 も可能 になる

という事で、先 にそ うい う事実 を突 きつけ られて、

我々の方がそれ をどう処理 した らいいのか と考 え

させ られる、いわゆ るデ ファク ト的なやり方なの

か という感 じも受け ます。便利 なところは使わな

ければいけないとい う事で、当社 でも社長以下 ア

ドレスを持 って使 ってお りますが、実際に私共の

ビジネスの中でそれ をど う使 えるのか、例 えばセ

キュ リテ ィの問題 とか侵入の問題 とかありますの

で、どういう風 に インターネ ッ トとビジネスが関

わ り合 うのか とい うの は、現在検討中です。

【窪田】 石黒室長 か ら何 かご ざい ますか。

【石黒】 今 、大橋理 事 が言 われたよ うに、 イン

ターネ ットが伸びてい る背景 とい うのは、ユ ーザ

がシームレスなデ ータ環境 を求めていた という事

に尽 きるだろうと思い ます。 ま さにニーズがあっ

て増幅 して出て来 たとい う気が致 します。私 の立

場か ら、産業の情報化や産業情報 ネ ットワーク と

いう観点か らイ ンターネ ッ トを評価 してみ ます と、

あの中で既 に電子店舗販売 のよ うな事が ビシネス

として行われているよ うな実態 があ ります。それ

を見て、今後本格 的に商 用化 されるのではないか

という風 に評価 す る向 きもあ りますが、 これは省

内でもいろいろな議論 があ ります。

私個 人は、 コンセプ トと してはああいうネ ッ ト

ワークというのは重 要だ と思い ますが、インター

ネ ット自身が本格 的な商用 ネ ッ トワークのベース

になるかどうか とい う事 につ いては、必ず しも確

信 してお りません。今お話 があった ようにセキュ

リ テ ィの 話 と い っ た 問 題 が あ り ます の と 、

ElectronicCommerceの 将来 について も、電子 ネ

ッ トワークで全てや るよ うな産業情報社会 とい う

のが本当にあるか とい うと、先 ほど國領先生 もお

っ しゃってお りま した が、かな り夢の産物であ り

ます。結局、 ヒューマ ンなコ ンタク ト無 しに大 き

な商売 はや りませんか ら、 インターネ ッ トとい う

の はツールと して位置付 け られ るという事であ り

まして、商用利用のや り方の質的 な部分 も、すべ
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か らく、将来の ビジネスは全部あれでやるんだみ

たいな事をおっしゃる方が偶 にいたりするのです

が、その辺については私 自身は懐疑的であ ります。

後 は、法的ルールなど をこれか ら整理 してい く

必要 があるのではないか とい う気 は しております。

【窪田】 有 り難 うござい ました。

【平坂 】 インターネ ッ トを経験 す ると本当に グ

ローバルになるなという経験 を したのですが、こ

れか らの グローバル企業 の リクル ー トなどはこん

な感 じになるのか なと思い ました。先 日実際にあ

った話ですが、カ リフォル ニア大学の名前 も知 ら

ない学生 か ら、「来年 の8月 の夏休 みに花王の シ

ステムの勉強 をさせ て下 さい」 とい うのが、 ダイ

レク トに、全然知 らな い ところか ら入 って くる。

ですか ら、世界 に投 げか けて、 こうい う人 を募集

します よだとか 、 そ うい うもの をや ってお けば、

向こ うから優秀 な人が入 って くる。 まさにグロー

バル になったな とい う実感 を持 ちま した。

【窪 田】 有 り難 うご ざい ま した。

実 は、本 日の シンポ ジウム を主催 してお ります

産業情報 化推進セ ンターの中に、イ ンターネ ッ ト

商用利用検討研究 会 とい うのが9月 か ら発足 して

お りま して、来年 の3月 には商用利用につ いての

可能性 とその問題 につ いて レポー トを纏 めるべ く

研究会 をやってお ります。何れ また皆様のお手元

にそういった資料 が提供 され る 日があるのではな

いか と思 います。

私 自身の会社の例 を申 し上 げたい と思 いますが、

私の会社 では、社長以下急 にパ ソコンネ ッ トワー

クで電子 メールを活用 しようとい う運動が起 きて

お りまして、 この11月 い っぱい迄 に600台 、本店

の管理職以上に使 わせ よ うということで、社長 は

毎 日朝来 てメール を開けるの が楽 しみだと言 って

お ります。そう言 います と、社内でブーム的にな

って、俺 のところも早 く入れ うという運動が起 き

て きま し》ご、今、設置 のいろいろな準備 を してい

る人たちは土 ・日が休めない という状態で、一生

懸命 インス トレーシ ョンをや っているという状態

です。

このパ ソコンネ ッ トがインターネ ッ トに も繋 が

ってお りま して 、私 もそれ を繋 いでか らとい うの

はやた らとメールが沢山入って くるようにな りま

して、やや困 ったなと思 っています。電話番号 と

い うのは人に言 い触 らす もので はないな と思 って

お ります 。 しか し、そこか らいい情報 も入って ま

い ります ので、そ ういった意味では、使 い方 によ

っては大変 な武器 になるのではないか と思います。

それで は、全 体の討議 を通 じて若干纏 めを して

み たいと思 います。

今 日いろいろ言われ まして、情報化 が新 しい時

代 に入 って きて益 々ユーザのニーズに従 ったシス

テム化が必要 になって きた。 それか ら、自社の効

率 だけで な くて 、社会システム全体 としての効率

を考 えてい く必要がある。 そういった意味で企業

間連携 とい うの が重 要な一つ の柱 に なってい る。

EDIと い うの は、経済性 とかメ リッ トが どうだ

とい う話以前に 、社 会インフラとして取 り込 まな

ければな らない という事 が指摘 されたと思い ます。

それにつ けて も、私 が思い ます には、先 ほど も

ス タンダー ドの話の時 に、大企業 が決めて押 しつ

け るとい う話 が ありま したが、今 日ここでお話 し

頂 いた会社 の方々はそれぞれ大企業 と言われる会

社 だ と思 うのです。 日本の産業 を支 えてお ります

社 会 インフラと しての ネ ッ トワークを考 えた時に

は、中小企業 の存在 とい うのは絶対忘れ られない

訳 です 。 こうい った人たちがネ ッ トワー クに参入

して まい りませんと、我が国の産業の発展 とい う

の はおぼつ かないなと思い ます。 そうい った意味

で、大企業 のエゴをいつ まで も通 して、 自社 のネ

ッ トワークで十分取引が出来 ているよとい う奢 り

を忘れ て、中小企業のために手 を差 し伸べて 日本

の産業 を育 てる という発想 を、この機 会に持 って

頂 きたいと思 います。

こんな口幅 ったい事 を申 しますのは、EDI推

進協議 会の企画委員長 をやってお りま して、堀 内

部長 に もその中の委員 として宣教師 をや って頂 い

てお りますが、EDIと い うの は、電子デー タ交

換 と しては皆 さんいろい ろ工夫 してや ってお られ
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ます。ただ、共通のネ ッ トワークに持 っていくた

めの努力がやや忘れ られて、デー タ交換が完成 す

れば、それでEDIだ とい うよ うなお考 えの方 も

ややお見受 け しますので、折 角おや りにな りるん

で した ら、 日本の産業基盤 として きちん とした共

通の基盤を作 るように、皆 さん少 しずつ苦労 を分

かち合 って作 り上 げて頂 きたい と思い ます。

それか ら、こういった ネ ッ トワークを使って一

或 いはマルチメデ ィアというの も一つの ツールで

すが一情報化 を達成 して い くためには、 トップの

人の意識 とい うのは大変重要に なって まいります。

そ ういった意味で、今パ ソコンを使 ってインター

ネ ッ トでい ろい ろなデー タベ ース に触 ってみ る。

例 えば首相官邸で村 山首相の顔 が出て くるとい う、

事 を経営者に見せてあげて 、こん な時代 になった

とい う事 も一つの近道で あ ります し、 またそうい

う時代 が来たのではないかと思 います。今までは

情報 システムの人 とい うの は見せ るものが無いで

すか ら、限 りな く訳の わか らない四角 と線で繋が

った図に字 を書 いて、これ がこうなります 、ああ

なりますといって も、これ は経営者の言葉で は無

い ですか ら、大変解 りづ らか った。 それ が今 は、

キ ータッチが若干あ ります が、こ うい うふ うにす

るといろいろな情報 が取れ ます 、自分か らも情報

が発信で きますとい った事 を体験す る事が非常に

大事ではないかと思います。

幸いに して、富士通では トップセ ミナでパ ソコ

ンを触 るなどを、経営者の 自尊心 を傷つけないよ

うに、うまく指導 しているそ うですので 、自分の

経営者が分 からず屋で困る とい う会社 は、富士通

の トップセ ミナに参加 して頂 くなど して 、いろい

ろな機会 を通 じて、何々が駄 目だか らや らないと

い う理屈で済 ますのではな く、ど うや って これを

短期間に達成するか とい う問題 をク リアに してい

く努力 をこれか ら皆が していかなけれ ばいけない

時代 だと思いますので、ぜひ宜 しくお願 い したい

と思 います。

まだ若干時間がありますの で、パ ネ リス トの方

か ら、言い忘れたので一言 とい う方 があ りました

ら、ぜひ お願 い したい と思 います。

【平坂 】EDIと 標準化 につ いて は、 日本の場

合 は殆 どプライベー トのEDIが ずっと進んでい

る訳ですが、 これか らEDIと 標準化については、

こういう標準に合 わせてい こうというの を もっと

啓蒙 して いか なければいけないので はないかと思

います。

もう一つ 、プライベー トでやっているとい う事

は、服装 にたとえてみ ると、あの企業 とや る時に

は赤い色 だ とか、あの企業の時には黒 い色 、あの

企業 の時 には黄色 とい う事で 、いろいろな企業 と

や る時 はとい うと、まだ らの シャツ を着て いか な

ければいけない。そ うす ると、EDIの 標準化 を

してや りま しょうという事は、服の上に一色の オ

ーバ ーを着 て 、 それ で皆 さん と交際 しま しょう、

通信 しましょうとい う事になる訳ですか ら、その

オーバー を買わなければいけない訳です。そのオ

ーバ ーを買 うとこうい うメ リッ トがあるとか、 こ

うい う状況 に なりますよとか、 これ がこれか らの

進む道です とい うような啓蒙 が一番大切では ない

かと思い ます。

【窪田】 他 に ございますか。

【堀 内】CALSと の関係 とい う事で1分 だけ

お時間 を頂 きたいと思い ます。CALSに つ いて

は、先 日来私 も少 し勉強 させ て頂 い たのです が 、

今、鉄鋼業界 につ いては コス ト削減或 いは要員削

減 と短期的 な リス トラが進 んでお ります。 中長期

的にこの辺 をど う解決す るかとい う問題 につ いて

は、CALSの コ ンセプ ト、或 いはCALSも ど

きを中長期的 に検討す る必要 がある と思い ます。

それ は何故 か といいます と、鉄の産業 は、溶鉱

炉 を1基 作 るの に大体1兆 円かか ってお ります 。

そうします と、そのための設備 を安定に稼働 させ

るために保 全の要 員が、例 えば600万 トンクラス

の製鉄 所 で は 、下 請 も含 め ます と3,000人 とか

4,000人 要 る とい う実 態 が あ ります 。 それ か ら、

紙の 数 につ い て も恐 らく1,000万 ペ ー ジだ とか 、

そういうオ ーダーになっているか と思 います。

この辺 につ いては、今は非常 に優秀 な熟練工 が
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メンテナ ンスをやってお ります。 ただ、 これ か ら

そ ういった熟練工がどれだけ育つか とい う環境 を

もとに した時 には、CALSと い うものの概念 を

適 用 しなが ら、新 しい設備の調達 にCALSの 概

念 を適用で きる可能性が十分あるのではないかと

感 じてお ります。

【窪田】 あ との方 で何かご ざい ますか。

【石黒 】 今 までお話 しした事 をまた別な言葉で

言 うような話にな りますが、今回の私 共の委員会

の原案 とか、 この シンポジウムの時に私共 が言 い

たい事 を一言で整理 した ら何 だろ うか と考 えます

と、先ほ ど平坂取締役 もお っしゃいま した標準化

の よ うな話 があ りま して、それを啓蒙 といった時

に、モラル サポー トに訴 えるよ うな段 階 とい うの

は も う終 わ ってい るん だろ うとい う気 が します。

です か ら、先ほど経営者 に分かるよ うな産業 の情

報化の話 をしなければいけないと言 ったのはそ う

い う意味 で 、窪田理事や堀内部長 な どに10年 位

前 か らず っ とや って頂いてい る様 な、ある意味 で

は10年 後 の今の状況 を予 見 した宣教師 がや って

きた活動 の時期は終 わって、本 当に今 や らない と

コス トと競争で立ち遅れるような状況 が来てい る

のではないかと思います。

そうい う意味では、 リエ ンジニ ア リングの ため

に情報 シス テムを使 うとい う発想 も要 ります し、

オ ープンなネッ トワーク、標準の採用 とい うの が、

個 々の企業の競争 とか、コス トを下げて厳 しい競

争 を闘 い抜いてい く上の重要 なツールなんだ、今

やそ うい う状況 に追い込 まれてきてい るとい う事

が、 これか ら1～2年 のうちに我 々が皆様 にお伝

え しなければいけないメ ッセージだ し、皆様方 に

感 じて頂 きたい事ではないかと思 ってお ります。

【窪田】 簡単 にお願 い します。

【会場 】 今お話 の中で 、石黒室 長か ら法律 関係

の事 が出てお りま した し、渡辺局長のお話の中で

も日米比較 とい う問題 が出てお りま したが、情報

システムの交流 という中では情報 の授受 に対す る

法規的 な拘束が違いますので、単 に普及度が何 に

よって阻害 されているのか とい う事 、それか らペ

ーパ ーレス社会 に対 しての国際的 な流れ とい うの

は、国連でいろいろ と討議 しなが ら国際モデル法

の討議 は して お ります が 、ど うも比較 します と、

技術 レベルの進歩 と ドキュメ ン トと解釈、その拡

大、保存の状況 、そ ういった事 が底流にあります

ので、こうい うものを早 く議論 し合 って直 して頂

くよ うな、同等の立場で国際競争 をすべ きではな

いかとい う事 を最後 に申 し上 げたいと思います。

【窪田】 大 変貴重 な ご意 見有 り難 うご ざいま し

た。我 々これか ら進 むべ き人達への御忠告だ と思

い ます。EDIと い うの は、単なるプロ トコル だ

けの議論でな くて、そ こに潜んでいます帳票或 い

は設計 、CADも そ うです し、図面の問題 に しま

しても、情報伝達 の人間的側面での ツールの標準

化の問題 も大変重 要な問題 だとい う御指摘 だと思

い ます。全 くその通 りだ と思い ます。 これ もまた

今後 の産業情報 化の大 きなテーマと して議論 して

頂 くのが適 切では ないか と思い ます。 どうも理念

だけでは進み ませんので、具体的な標準化事例 に

ついて勉強 してい く機 会 もこれか ら増や さなけれ

ばいけないのではないかと思います。

時間が参 りま したので、 これにて閉会に したい

と思います。

どうも長時間有 り難 うご ざい ました。(拍 手)

【司会】 窪 田 コーデ ィネー タ、各パ ネ リス トの

方 々、長時 間にわた り活発な御討論 を頂 きまして 、

有 り難 うご ざいま した。皆様 、 もう一度 コーデ ィ

ネータ、パ ネ リス トの方 に拍手 を頂 きたい と思 い

ます。(拍 手)
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